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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　晴れた午前のグラウンドに、生徒たちが集まる。

　二年生と三年生の全生徒が注目しているのは、壇だん上じように上る代表。長いコートを羽織り、艶つややかな髪かみを後ろで結んでいる凛り々りしい生徒だ。

　実質、この学園でもっとも優ゆう秀しゆうな生徒であり、生徒だけでなく教師や退たい魔ま省からも注目されている人物──「法王」と呼ばれる生徒は、マイクのハウリングが収まるのを待ってから声を張り上げる。

『諸君！』

　凛りんとした声に、僕たち全員の身体からだが強こわ張ばる。

　有う無むを言わせぬ声の力に、誰だれもが気け圧おされる。

　しかし、それも最初だけだった。

『我々は七星ナナセ降こう霊れい学園の生徒だ！　我らの使命は、天使を召しよう喚かんし、悪あく魔まの手から人々に笑え顔がおを取り戻もどす事にある！』

　珍めずらしく熱を帯びる「法王」の言葉が生徒たちに伝でん染せんする。

　小さなざわめきが少しずつ集まり、感情が一体化する。

『そのためには、強くある事が必要だ！　我々に必要なのは優やさしさではなく、力だ！　誰かの優しさを守るため、悪魔を撃げき滅めつする力こそがふさわしい！』

　数人の生徒が同意の声を上げる。

　徐じよ々じよに生徒たちの熱が高まり、ざわめきが大きくなる。

　遠くで「法王」の声を聞いている僕ですら、手が汗あせばむ。

　これから始まる行事に対し、僕が抱いだく感情。

　小さな恐きよう怖ふと、大きな闘とう志し。

『戦いが嫌きらいな生徒もいるだろう！　しかし今だけは戦え！　将来、大切な人を守るための力になる！　争いが嫌いな者こそ、争いの向こう側にあるものを見るべきだ！』

　壇上が光る。

　細い長ちよう剣けん形の天使を持っている「法王」。それを儀ぎ式しきのように高く掲かかげると、生徒たちが一気に沸わき立つ。

「うおおおおおおっ！」

　臆おく病びよう者は排はい斥せきされるような、この熱ねつ狂きよう。

　だけど、それも仕方ない。

　僕らは降こう霊れい士しの見習い。

　戦わなければ生き残れない職業を目指す学生なんだから。

『諸君！　戦う覚かく悟ごはあるか！』

「おおおっ！」

『諸君！　強くなりたい願望はあるか！』

「おおおおっ！」

『諸君！　悪魔の手から人を守りたいか！』

「おおおおおっ！」

　まるでミュージカルのような空間に、思わず僕も拳こぶしを振ふり上げてしまう。ギラギラと殺気を帯びる生徒たちに囲まれ、僕の胸が熱くなる。

『よろしい──』

　小さく咳せき払ばらいをすると、「法王」はマイクに向かって高らかに宣言する。




『これより「一学期戦せん闘とう試験」を開始する！』
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　Page1　戦闘試験要項

　チーム編制／個性を引き出すために







　おかしいな。

　昨日、あれだけ爽さわやかに自己紹しよう介かいしたはずなのに、どうして今日はこんな事になっているんだろう。

「ちょっとアンタ！　人が話してるのに、何ボーッとしてんの!?」

　白くてキレイな指が、僕の目の前に突つきつけられる。

　怒おこっているのは髪の毛をツインテールにした女の子。

　背は低めだけれど、脚あしがスラリと長くてカッコいい。勝ち気な顔も、きっと笑顔なら可愛かわいいのだろう。

　彼女は昨日から同級生になったのだけど、今日は朝からずっとこんな感じだ。

「さっきからアンタたちの事について話してるんじゃない！　えーっと……は、花？」

「花はな村むら」

「そうそう、花村雪せつ伽か！」

「月げつ斗とだよ」

「そうそう、ガットくん！」

　改めて自己紹介すると、僕は花村月斗。

　ここ、七星降霊学園に通う高校生。二年クラスＸに所属している。

　自分で言うのもなんだけど、どうしてクラス委員に選ばれたのか分からないほど平へい凡ぼんな能力しかないと思う。勉強もスポーツも得意じゃないし、顔だって良くはない。

　いや、顔が良くないというのは間ま違ちがいかもしれない。

　何故なぜなら、僕にそっくりだと言われている双ふた子ごの妹がいるからだ。

「雪伽はこっちだよ」

「はーい、私が雪伽だよ」

　その妹、雪伽が手を挙げて微笑ほほえんでいる。

　やっぱり僕の妹、こんな時でも可愛い。長い髪に優しい笑顔、そして卓たく越えつした銃じゆうの腕うで、どれをとっても完かん璧ぺきな妹だ。気が弱いのが欠点だけどね。

　同じ両親の血を引いていて、顔もそっくりだと言われる。だけど雪伽の方が何倍も可愛いし、男子にもモテる。この微び妙みような差はどこでついたのだろうか。

　僕たちの将来の夢は、天使を使って人の役に立つ降霊士──の中でも、悪魔退治を専門とする退たい魔ま士しだ。僕の両親もその道に進んでいた。

　七星降霊学園は降霊士を育成するための学校だ。

　僕たちは全員、天使を使って悪魔と戦う高校生なのだが──

「とにかくっ！」

　朝から怒っている彼女は、瀬せ川がわ渚なぎさという。

　なんと高校生にして現げん役えき退魔士というエリートを超こえた存在だ。

　そんな彼女の主張とは、




「学校に悪魔がいるなんて、聞いてないっ！」




　僕と雪伽の間にいる、一いつ匹ぴきの黒ネコ。

　大きな目をして、不敵な笑みを浮うかべている。

　よく見ればただの黒ネコではなく、身体にヘンテコな模様があったり、尻尾しつぽの形が微妙に違ちがうのが分かる。

「吾わが輩はいが悪魔だから、何だと言うのだ？」

　その黒ネコ、カグラは僕の頭の上に移動して、渚を見下ろした。

「き、決まってんじゃん！　ここは降霊士や退魔士を育てる学校なんだよ!?　悪魔を滅ほろぼす訓練をしてるんだよ!?」

「それがどうした」

「つまり、えーと……」

　渚は頭を抱かかえて考える。脳内にある語ご彙いを片っ端ぱしから検けん索さくしているようだ。

　そうして出て来た一言。

「死ねっ！　この悪魔！」

　とてもストレートだった。

　七星降霊学園の生徒なら、みんな同じ反応だろう。

　いや、ここでなくても反応は同じだ。

　ただし、悪魔であるカグラを見て激げき怒どする高校生は、実はけっこう珍しい。

　普ふ通つうは怯おびえて逃にげ出すものだ。力がなければ悪魔に殺されてしまうから。

　彼女は自分一人で悪魔に対たい抗こうできる能力を持っているのだ。

「渚よぉ、カグラは勘かん弁べんしてやれよ。特別なんだって」

　背の低い渚の頭に触ふれるのは、巨きよ体たいの男子。

「アンタ……ビルだっけ？　ジャックだっけ？」

「ボブだよ！　記き憶おく力悪いなお前！」

　ムキになって訂てい正せいするほどのあだ名でもないと思うけどね。

「とにかく、カグラは月斗たちが召しよう喚かんに失敗したせいで、天使と合体しちまったんだよ。だから根っからの悪あく魔まってわけじゃねーんだ」

「ふーん……？」

　クラスＸに編入されてから半月以上経たったけど、他ほかのクラスの反応は相変わらず。逃げるか、無視をするか。

　渚のように怒って、物を投げる人もいるけどね。

　などと考えている僕の頭の上で、攻こう防ぼう戦せんが繰くり広げられていた。

「ねぇねぇカグラさん。背中撫なでてもいい？」

「気安く吾輩に触さわるな！」

「わー、あったかい！　いいボディラインだね！」

「触るなと言ってるだろうが！　貴様の手はなんかいやらしいのだ！」

　渚と同じく、昨日からクラスメイトになった大おお河内こうち銀ぎん河ががカグラと戯たわむれている。

　爽やかな笑え顔がおとエロい手つきがミスマッチの彼は、カグラを見ても怯えたりはしなかった。人ひと懐なつっこい笑みのせいか、自然とクラスに馴な染じんでいる。

「……あんたら、うるさい」

　そしてこちらを見向きもせず、自分の机でＰＣをいじっている女子。氷の彫ちよう像ぞうのような美しさと冷たい視線を兼かね備そなえている彼女、高たか遠とお柚ゆ子ずはいつもこんな感じだ。ある意味、クラスＸで一番強いのかもしれない。

「……朝からこんな話してていいの？　もう時間ないよ」

「あ、そうだった！」

　忘れていた。

　今日はこれから作戦会議をしなければいけないんだった。

「ど、どうしようか、みんな」

　僕が控ひかえめに提案すると、全員がこちらを見る。

　クラスＸの委員長は僕だ。ここは僕が議長になってまとめなければ。

　急いで教きよう壇だんに上り、黒板に文字を書く。

　たった四文字の、明日あしたの予定。




　──戦闘試験。




　二年生になって専門クラスに分かれるようになったけど、交流がまったくなくなるわけではない。季節ごとのイベントでは嫌いやでも顔を合わせる。

　その第一弾だんがこれ、戦せん闘とう試験。

　文字通り戦闘技術を測るテストなんだけど、これがまた大変な軋あつ轢れきを生む。

　なにしろ悪魔との実戦ではなく学校のテストなので、戦う相手は人間。別のクラスの生徒なのだ。

　特別な計測器をつけた生徒がチームを組み、敵のチームを悪魔に見立てて戦い、その勝敗で点数が決まる。

　こんなテスト、降こう霊れい士し専門の学校じゃないとやらないだろう。

「おう、そうだよ！　詳くわしい作戦とか立てようぜ！」

　張り切っているボブが拳こぶしを上げる。体育祭のようなものだと思っているのだろうか。

「……乗り気ね、ボブ」

「あたぼうよ！　学力テストはからっきしだからな！　こっちで良い点取らねーと進級できねーって！　ユズコみたいな秀しゆう才さいには分からんだろうがな！」

「……ユズコじゃなくてユズだって言ってるでしょ」

　刺ささるような柚子の視線をかわし、ボブが僕を見る。

「ええと、それで月斗。どっから決めるんだ？」

「そうだね、まずは──」

　はて、何から決めようか。

　戦闘試験は六人が一チームになる。

　この六人は同じクラスでなくても構わない。むしろ違う専門のクラスと力を合わせて困難を乗り切るのがテーマなので、積極的に他クラスと組むのが良いとされる……んだけど、ウチは事情が事情なのでクラスＸのみで六人。

　戦いは一週間かけて行われ、日毎ごとに別のチームと対戦させられる。

　勝っても負けても戦いに応じた得点が入り、その総合点で最さい優ゆう秀しゆうチームが決まるのだ。

「まずはポジションとか……かな？」

　チーム戦なので、全員が総攻こう撃げきするのは自殺行こう為いに等しい。攻せめる役と守る役、攪かく乱らんする役や治ち療りようする役などに分けないと、あっという間に制圧されてしまう。

「希望があれば聞くよ？」

「あ、じゃあボクいいかな」

　まず手を挙げたのは銀河。

「ボク、こないだ退院したばかりだから、危ない運動は避さけたいんだ。できれば後ろの方に引っ込みたいんだけど」

「うん、分かった」

　そういう事なら仕方がない。

「に、にぃちゃん、私も後ろの方でいいかな……？」

　次に発言したのは雪伽。

「何で？　アンタも病気か何か？」

　事情を知らない渚が尋たずねる。

「ううん、私は武器がコレだから……」

　そう言って雪伽が取り出したのは、黒い小しよう銃じゆう。

　これは悪魔であるカグラの魔ま力りよくを具現化したものだ。魔力の弾だん丸がんを発射するそれは、威い力りよくを調節すれば実じつ弾だんより強力な弾たまを撃うつ事もできる。

「ふーん。銃士ヌーカーなんだ」

　渚が呟つぶやいた単語は、プロ退魔士や七星の学生の間に伝わっている隠いん語ごである。

　使用武器種を指す言葉なんだけど、語源はネットゲームの職業らしい。なので特に学生間で流行はやりだし、プロにまで伝わってしまったという。

　ちなみに僕は盾士タンク。盾たてを使って悪魔の攻撃から仲間を守るのが専門だ。

「あー、じゃアタシもいいかな？」

　納なつ得とくした後、渚も手を挙げた。

「アタシ、悪魔使いとは一いつ緒しよに戦いたくないんだけど」

「ええっ!?」

　いきなり何を言うのだ、この子は。

「アンタら兄妹きようだいも、天使で戦ってよ。でないと怖こわくて任せられないよ」

「えー……」

「なんでそんなに困った顔すんの。別に天使も召喚できるんでしょ？」

「それが、できないんだよ。カグラに魔力をほとんど持ってかれてるから」

　カグラを無む理り矢や理り殺したりしたら、僕らの魔力がどうなるのか分からないのだ。最悪、道連れになって一緒に死ぬ可能性もある。それがカグラが厄やつ介かいな理由の一つ。

「フハハハハハ、残念だったな小こ娘むすめよ！　吾輩を遠ざけたいと思っても、そううまくはいかぬぞ！」

　机の上で笑うカグラ。

「黙だまれっ、この悪魔！」

　カグラに対抗するように、渚が立ちはだかる。

　その手には──白いナイフ。

「召喚!?」

　あのナイフは天使が変化した武器だ。

　この世で唯ゆい一いつ、悪魔にダメージを与あたえられる武器。それが天使。

　だけど天使の武器を使うには、召喚というプロセスが必要なのだ。普ふ段だんはそれらをＰＣなどの電子機器で補うんだけど……。

　ケータイか何かで呼び出したのかな？　全然見えなかった。

「見なさいよ、この美しい曲線美！」

　渚は天使のナイフを掲かかげてみせる。

「まさに悪魔を殺すために生まれてきたかのような、キレーな形してるでしょ！　この天使ナイフ、有名な包丁のデザインにも使われてるんだよ！　それだけ機能的って事なんだから！」

　彼女の言う通り、天使の技術や形状は現代の様々な産業に応用されている。それだけ僕らは降霊士のお世話になっているという事だ。

「ほう……興味深い召喚方法だな、小娘」

　カグラは本心から驚おどろいている様子。

　やっぱり特とく殊しゆな召喚方法だったらしい。

「これがプロの技わざってヤツよ。さあ、どこから切り刻まれたい？」

「切り刻むならキャベツにしてもらえるか？　今夜はトンカツなので千切りにしてもらおうか！」

「このっ……！」

　バカにした口調のカグラに、とうとう渚がキレた。

　カグラを見ると、いない。

　姿を消したカグラがいた位置に、白いナイフが刺さっていた。

　僕ですら見えない早はや業わざで投げたナイフを避けたのだ。

「ぬおっ！　おいカグラ！　どけよ！」

　カグラの行き先を見ると、ボブの顔面に張り付いている。

「そこを動くな悪魔ぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　それを見た渚が、ボブに向かって全力疾しつ走そうする。

　おもいきり助走をつけて、軸じく足あしで跳とんだ。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　背中を向けて回転しながら繰り出される、キレイなローリングソバット。

　ナイフより遅おそい一いち撃げきを、カグラは余よ裕ゆうで避ける。

「ぶぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　プロ退たい魔ま士しの重い一撃がボブの顔面に突つき刺さった。

　噴ふん水すいのように鼻血を出して倒たおれるボブ。
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「きゃーっ！　ごめんマイケル！　あの悪あく魔まが悪いんだよ！」

「ボブだっつってんだろ……」

　虫の息で答えるボブの身体からだを揺ゆする渚。

　うん、悪い子じゃないんだ。きっと。

　むしろ悪い子はこちらだと思うんだ。

「銀河くん。そのケータイ貸して？」

「な、何の事かな？　アハハハハ」

　両手を挙げた銀河の後頭部に拳けん銃じゆうを突きつけているのは、にこやかな笑え顔がおの雪伽。

「さっき渚がキックした時、シャッター音が聞こえたんだけど。スカートの中を撮とったりしてないよね？」

「ち、違ちがうよ、これは医い療りよう用天使を召しよう喚かんしようと思って」

「はいっ、柚子パース」

　すかさず銀河の手からケータイを奪うばい取ると、雪伽は柚子に投げる。それをキャッチした柚子は素す早ばやくケーブルで自分のＰＣに繫つないだ。

「……全部消去させてもらう。今後の牽けん制せいも兼かねて」

「ああああああ、ひどいっ！」

　血の涙なみだを流す銀河だけど、こっちは完全に自じ業ごう自じ得とくだ。

　彼は悪い奴やつだけど、イヤな奴じゃないんだよね。

「フハハハハハハハハ！　愉ゆ快かいな連中ではないか！　せいぜい明日あしたからの戦せん闘とう試験も吾わが輩はいを楽しませてみろ！」

　悪くてイヤな悪魔が、教きよう卓たくの上で高笑いしていた。




　　　　＊




　とりあえずクラスはバラバラだけど、将来に関かかわる大事な事なので、戦闘試験は真面目まじめに取り組もう──

　渚もその点に関しては同意してくれたので、全員で簡単な打ち合わせを兼ねて練習する事になった。この時期、放課後になるとどこのチームもフォーメーションの練習にいそしむのだ。

　激しい運動をするつもりはなかったので、校舎の隣となりの運動場に集まった。複数ある運動場の中でもっとも広く、かつ近いのでたくさん人が集まる場所だ。体育祭もこのグラウンドで行われる。

　それが失敗だった。

「ねぇねぇ、アンタらっていつもこんな有名なの？」

　キョロキョロと周囲を見る渚。

　クラスＸの僕らが集まっただけで、運動場の生徒たちが遠巻きに見るようになったのだ。まるで檻おりの中の動物のよう。

「確かに僕らは有名だけど──君のせいじゃないかな？」

「え、アタシ？」

　自覚のない渚が背後を振ふり向く。

　すると目が合った女生徒が「キャー」と叫さけんで手を振った。

　うん、もう間ま違ちがいないよね。

「オメー、自覚なさすぎだろ。退魔士目指してる学生の中に、同年代のプロ退魔士がいたら、どういう目で見られるか分かんねーのか」

「？」

　苦く笑しようするボブだが、渚はまだ気がついていない。

「つまり渚ちゃんはアイドルのようなものだよ」

「あーあー、アイドルかー」

　簡単に銀河が説明すると、ようやく渚は理解したらしい。

　これが一いつ般ぱんの学校なら話は違うけど、ここにいる全員の目標は同じ。立派な降こう霊れい士しや退魔士になりたい生徒だけが集まっているのだ。

　加えて、渚は外見もいい。

　スリムで、愛あい嬌きようのある笑顔。本当にアイドルとして通用しそうな外見だ。

「やっほー」

　そんな渚は臆おく面めんもなく周囲に向かって手を振っている。それを見た生徒たちが大きな歓かん声せいを上げる。本当に場慣れしているようだ。

「若い女の退魔士って少ないから、よく幼よう稚ち園えんの講習とかに駆かり出されるんだよね」

　舌を出して笑う渚に、歓声がさらに高まる。

　美人で強くて、ファンへの愛あい想そもいい。

　本当にこの子、弱点があるのだろうか。

「……モテモテ」

　ボソッと呟つぶやく柚子。

　無表情だが、どういう感情なのだろうか。

「能力のある人に憧あこがれるのは、当然だよ」

　笑顔で雪伽がそんな事を語る。

「ウチの学園、そういう人が多いから」

　雪伽の視線を追うと、人が動いていた。それまで渚を見ていた人たちが割れ、その中から生徒の集団が現れた。彼らはまるで周囲の生徒が自発的に退く事を知っているかのように、悠ゆう々ゆうと闊かつ歩ぽしている。

　クラスＳだ。

　学業スポーツ戦闘、あらゆる面でエリート集団。

　彼らもアイドルと言えばそうなのかな。

「……なんだ、クラスＸか」

　その集団の先頭にいた男──御お前まえ崎ざきが不ふ機き嫌げんそうな目で僕らを見る。

　どういうわけか彼ら、僕らを敵視するんだよなぁ。能力は彼らの方が圧あつ倒とう的に上なのに、ちょっと前の事件が後を引いているんだよね。

「お前ら、明日からの試験に向けて無む駄だな努力してんのか？」

　相変わらず挑ちよう発はつ的な御前崎。

　けど、無理に付き合う必要もない。

「無駄かどうかは分からないよ。彼女がいるからね」

　僕の視線で、御前崎も気づいたようだ。

「えっ……あ、そうか。瀬川渚って、この子か」

　御前崎だけでなく、他ほかのクラスＳの男子も渚を見る。

　エリートと呼ばれるクラスＳでも渚の存在は特殊らしい。彼らは退魔士と一いつ緒しよに仕事をする事を許されてはいるが、プロ退魔士ではないのだ。

　つまり渚は、エリートの上を行くエリートなわけだ。

「なんでそんなすごい人が、クラスＸなんかにいるんだ？」

　御前崎が呟つぶやいた疑問に、渚の顔が歪ゆがむ。

「べっ、別にいいじゃん！」

　怒おこる渚に、御前崎が謝る。

　言われてみれば、彼の疑問ももっともだ。どうしてクラスＳに行かないのだろう。

「またお前かよ、御前崎！」

「本当に空気読めねーな！」

　周囲のクラスＳの男子に頭を叩たたかれている御前崎。なんとなく彼のポジション的なものが分かってしまった。

　だけど御前崎も黙だまっておらず、

「け、けどよぉ！　おかしいだろ、瀬川の実力ならクラスＳの方が合ってるって！　クラスＸの奴らなんて、足を引っ張るのがオチだって！」

「むっ……」

　それは僕らに対する挑発か。

「ホントにそうかなぁ？」

　しかし渚は御前崎の言葉を涼すずしく受け流す。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、僕も渚の言葉を理解する。

　すでにクラスＸは臨戦態勢だった。

　というか御前崎を集中砲ほう火かできる態勢に移っていた。

「御前崎よぉ、お前はホント、口にチャックでもした方がいいぜ？」

　苦笑しているボブだが、彼は御前崎を鷲わし摑づかみにできる間合いまで入っている。

　ボブだけではない。雪伽は懐ふところに手を入れているが、そこが妙みように膨ふくらんでいる。あれは拳銃を隠かくし持っている。さらに柚子も平然とポケットに手を入れているが、その中でケータイを操作していた。

　オマケにカグラまで御前崎の頭の上に座っていた。

　全員、号令さえあれば御前崎に攻こう撃げきできる。

　まるでギャングのような、暗殺に近い戦いだ。

　エリートのクラスＳとは違ちがい、僕らは光の当たらない場所で戦うのが得意なんだ。はみだし者のクラスＸは、そういう集団なのだから。

「……っ！」

　それに気づいた御前崎は、一歩下がろうとする。彼の頭の上のカグラは、それでも退ひこうとしない。

　そんな彼の肩かたに手を置いた、クラスＳの男子。

「瀬川さん。見ての通り、俺たちはクラスＸをナメてるわけじゃない。中級悪あく魔まを倒たおした実績のある彼らを弱小クラスだなんて、誰だれも思っていないさ。ただ君の戦いのスタイルがこちらに合っていると思っただけなんだ」

「……ふーん」

　僕たちを見て、面おも白しろそうに笑う渚。

　彼女の目に、クラスＸはどう映ったのか。

「それに──ん？」

　クラスＳの男子の視線が、渚の隣に行く。

　そこにいたのは、先ほどからヘラヘラ笑っている銀河。

「お前、大河内か？」

「──久しぶりだね」

「……そうか、帰ったのか。帰って来られたのか」

「まぁね」

　静かに微笑ほほえむ銀河。

　銀河の存在を知って、クラスＳの何人かが狼狽うろたえる。それは渚のようなアイドルを見る目つきじゃなく、もっと汚きたないものを見るような──

「ねぇ、彼がどうかしたの？」

　僕は率そつ直ちよくな質問を投げかけるが、

「いや、俺は御前崎と違ってデリカシーがあるからな。本人が言われたくなさそうな事は言わないよ」

　そう言うと、クラスＳの彼は御前崎の肩を叩いて僕たちに背を向ける。帰るつもりなのだろう。それほど銀河の存在が疎うとましかったのか、彼を知る何人かの生徒も立ち去っていく。

「お、おい、お前らどうしたんだ？」

　事情を知らない御前崎を始めとするクラスＳの生徒たちも、彼らを追う。

　銀河は彼らに何をしたのだろう。ここまで雰ふん囲い気きを悪くする何かをしたのか。

　クラスＳの連中が去ると、奇き妙みような空気が流れる。

「あははは、嫌きらわれちゃったね」

　苦笑する銀河。

「アンタ、何やったの？」

　聞きたかったけど我が慢まんしていた疑問を投げかけたのは、渚。

「ボクは女性の情報も知ってるけど、それに付ふ随ずいして男子の弱みも握にぎっているのさ。今逃にげていったクラスＳの人たち、彼らのエロ嗜し好こうも全すべてボクのデータベースにはあるんだ」

「女性だけじゃなく、男性の敵でもあるのね……」

　渚と雪伽と柚子は白い目で銀河を見ていたが、僕とボブにとってはたまったものではなかった。




　　　　＊




　その日の夕食は、予告していた通りトンカツだった。

「さあ喰くらうといい！　魔ま界かいの四次元豚とんのヒレ肉を使った最高級のトンカツだ！　人間どもは勝負事の前にはカツを喰うという習慣があるのだろう！」

　テーブルに並んでいるのは、真っ黒なトンカツと青いキャベツ。とても食しよく欲よくをそそらない色合いだが、味は保証できるんだ。

　今のカグラはネコではなく、人間の少女の姿でご飯をよそってくれている。十代前半に見えるその格好は、本人曰いわく「世を忍しのぶ仮の姿」なんだそうな。

　融ゆう合ごうした天使の部分が「生活支し援えん用天使カシエル」なので、姿や能力は悪魔だけど家事全ぜん般ぱんがこなせるのだ。

　そのせいで悪魔的な奉ほう仕しをするのがカグラの楽しみになっている。

　最初は問題も多かったけど、お互たがいの理解が深まってきたおかげで、生活に支障はそれほど出ない。

　食しよく卓たくに料理が並ぶと、両手を合わせて食べ始める。

「いただきまーす！　ウチの果物も食べてねー」

　そう言って両手を合わせるのは、秋あき月づき雅みやび。

　同じマンションで暮らす秋月家の長女だ。両親のいない僕と雪伽はよくお世話になっていて、彼女は本当の姉のように親しくしている。おっとりしていて優やさしい雅は、僕も雪伽も憧れる存在だ。

　今日も親しん戚せきからもらったというグレープフルーツとイチゴを持ってきてくれた。せっかく遊びにきたのだから、ついでに夕食を一緒に食べる事になったのだ。

「うう、ごめんねカグラちゃん……グレープフルーツも切ってもらって」

　泣きそうな雅の指には、いくつもの絆ばん創そう膏こうが。

　彼女はとてもすごい才能をたくさん持っているのに、不器用で家事全般が苦手という弱点があるのだ。だから七星降霊学園の生徒なのに、カグラを尊敬までしている。グレープフルーツを切るのに技術なんて必要ないと思っていたけど、どうやら雅は違うようだ。

「じゃあ、いただきます」

　黒いトンカツを口に運ぶと、やっぱり美味おいしかった。

　サクサクとした衣ころもと柔やわらかい肉の食感が同時に味わえる。かかっているソースも甘あま辛からくて肉によく絡からんでいる。

　魔界の食材とやらは、どうしてこんなに人間の口に合うんだろう。

「さあ、もっと喰らえ！　明日あしたから戦せん闘とう試験なのだろう!?」

　少女の姿のカグラもご飯を食べている。黒い服にエプロンが似合っていた。

「あの渚とかいう小こ娘むすめに、吾わが輩はいの力を見せつけてやるのだ！」

「見せつけていいのかなぁ」

　僕には疑問だ。結局、何も解決しないまま今日は過ごした。

　渚は最後まで「悪魔使いと一緒に戦うくらいなら、全部自分一人でやる」と言い張っていた。それも無む茶ちやな話だ。

　退たい魔ま士しが悪魔を憎にくむのは、当たり前だ。

　悪魔使いだって同じ。自然発生する悪魔と違い、悪魔使いは自分の意志で災さい厄やくを呼ぶ存在だ。日本に限らずほぼ全ての国の法律では、無許可の悪魔召しよう喚かんは殺人や放火より罪が重い。

「なんだか大変なのねぇ、月斗ちゃんのクラス」

　笑え顔がおのまま、雅が僕を慰なぐさめる。

「すごい人が一度に二人も入っちゃって、すぐに戦闘試験でしょ？　連係取れる？」

「……がんばるよ。僕もリーダーだし」

「うんうん。その前向きな姿勢、お姉ちゃんは大好きよ」

　わざわざ立ち上がって、テーブル越ごしに僕の頭を撫なでる雅。歳は一つしか違わないのに、完全に子供扱あつかいだ。

「って、ちょっと！」

　わざわざ身を乗り出して僕を撫でるものだから、ブラウスの胸むな元もとが見えてるってば。普ふ段だんは制服だから気にしないけど、今は本当にダラしない。

　僕がとっさに視線を逸そらしたのが、全員にバレたようだ。

「お姉ちゃん！　撫で撫でしすぎ！」

　雪伽が激げき怒どして雅の身体からだを引き戻もどす。

「あらあら、ごめんなさいね」

　悪びれた様子もなくイスに座る雅。

「まったく、ちょっと目を離はなすとこうなんだから。にぃちゃんだってもう大人なんだから、子供扱いしないで！」

「はいはい」

　どちらが子供扱いしているのか分かったもんじゃない。

「それに、お姉ちゃんの方が大変なんじゃないの？　明日の開会式も出るんでしょ？」

「そーなのよー」

　指し摘てきされて、ガックリとうなだれる雅。

「もう忙いそがしくて忙しくて。開会式のスピーチもそうだけど、試験中は問題が起きやすいから風紀委員との連れん絡らくも多いし、私自身の試験もあるし、もうてんやわんや」

　学内でも重要な位置にいる雅は、僕たちだけには弱い姿を見せる。そうでもしないとガス抜ぬきできないと本人が言っていた。

「正直、悪魔退治に出かけた方がマシよー。目標がハッキリしてるんだもん」

　そう愚ぐ痴ちりつつも、笑顔は絶やさない。この人の心の余よ裕ゆうはまるで大おお海うな原ばらのようだ。だからこそ今の地位があるのだろう。

　みんな才能があり、その上で努力をしているんだ。

　渚もそうだ。悪魔を倒す努力をしたから、退魔士になれたのだろう。

　その原動力は、きっと悪魔に対する憎しみ。

　だから僕のような悪魔使いを嫌けん悪おするんだ。

「にぃちゃん、ほら」

　雪伽の手が僕の頰ほおに触ふれる。

　ご飯つぶを取って、自分の口に運んだ。

「もう、ぼーっと食べてるからだよ」

「あ、ああ。ごめんね雪伽」

「何を考えてたの？」

「んー、渚の事」

「…………」

　雪伽の目つきが変わる。

「ち、違ちがうよ！　そういう意味じゃなくて！　明日、がんばって悪あく魔ま使いにもいいとこあるって証明しなきゃ、って思ったんだよ！」

「あー、そうだね。渚、ずっと私たちの事嫌ってたもんね」

「だからさ、正々堂々がんばろうって思ったんだ」

「うん」

　僕の説明で、雪伽も納なつ得とくしてくれた。

「私も、渚とは仲良くしたいよ」

　そうだね。できる事なら、誰だれとでも仲良くしたい。

　けど、そう上手うまくいかない事も知っている。

「フン。あの小娘は一ひと筋すじ縄なわではいかんぞ」

「うるさいな。カグラは黙だまっててよ」

　雪伽が怒おこるが、カグラは気にせず続ける。

「あの小娘は単純でバカだ。思い込みが激しい。そんな人間が、あの歳で退魔士になったのだぞ？　よほど一いち途ずな願いだったに違いない」

「そうねぇ。退魔士になるくらいだもんねぇ」

　カグラに同意したのは、雅。

「お姉ちゃん。一六歳で退魔士になるのって、そんなに難しいの？」

「そりゃ難しいよ。試験も大変だけど、何より本人の意志がね。まだまだ遊びたい盛りの十代で、わざわざ死亡率ナンバーワンの職業に就つきたいって、普ふ通つう思わないじゃない？」

　あの雅ですら、そう思うのか。

　という事は、よほど強い想おもいがないといけない。

　僕には渚の事情は分からないけど、悪魔に対する憎しみは人一倍あるのだろう。

「ねぇカグラ。昔、渚に何かした？」

　雪伽が、いきなりそんな事を尋たずねる。

「昔？　いつの話だ？」

「だから、渚のご両親を殺したとか、家を焼いたとか、そんな事してない？」

「吾輩、記き憶おくがあやふやであるから確信はないが……おそらく無関係だと思うぞ」

「だったら問題ないよ！　カグラもきっと仲良くなれるよ！」

「……むぅ？」

　明るく笑う雪伽のポジティブな思考に、さすがのカグラも言葉がない。

　彼女は悪魔と戦う事に関しては臆おく病びようだけど、人に関してはとても前向きだ。だから男子の人気も高かったのだ。

「ね、にぃちゃん！」

「そうだね、雪伽」

　可愛かわいい妹の頭を撫でる。

「えへへ」

　雪伽の笑顔を見ていると、僕も安心する。

「はてさて、そう上手くいくかな……？」

　カグラの疑問と同じ気持ちを抱いだかなかったわけじゃないけど、とりあえず今は明日の戦闘試験の事だけを考える事にする。

　と思った矢先、お風ふ呂ろが沸わいた事を知らせるブザーが鳴った。

「月斗ちゃん、なんなら私と一いつ緒しよに入る？」

「お姉ちゃんは自分の家のお風呂があるでしょ！」

　いたずらっぽく笑う雅に、雪伽がへそを曲げていた。







　湯船につかりながら、僕は考える。

　渚と銀河が転入してから、いろんな事が起きすぎた。

　こんな事で、明日の戦闘試験は上手くいくのだろうか。

　いや、勝たなければならない。退魔士になるためには、ここで良い成績を収めないと。

　悪魔が嫌きらいなのは、渚だけではないのだ。

「あ、そうだ」

　悪魔で思い出した。

　昨日、カグラが言っていた不ふ穏おんな台詞せりふ。

　渚と銀河のどちらかが──

「どっちなんだろう？」

　ブツブツと独り言を呟つぶやいていると、

「何がだ？」

　湯船の中からカグラが姿を現した。

「わあっ！」

　ネコの姿だから良かったものの、びっくりした。

　ドアを開ける音も聞こえなかったし、どこから入ってきたのやら。そしてネコって湯船に浮うくのか。

　びっくりしたけど、ネコの姿なら問題ない……よね？

「悩なやんでいるのなら、吾輩に相談するがよい」

「相談っていうか、昨日の事なんだけど。カグラ言ってたよね。編入した二人のうち、どちらかが悪魔だって」

「うむ。悪魔の匂においがしたのだ」

　渚か銀河のどちらかが悪魔だなんて、にわかには信じられない。

　今日も学校で会話したけど、どこからどう見ても人間だ。渚は悪魔を嫌う退魔士だし、銀河も明るいエロ少年だ。どちらも悪魔っぽくない。

　だけどカグラがこんな突とつ拍ぴよう子しもないウソをつくとも思えない。

　悪魔が人間に擬ぎ態たいして学園に侵しん入にゆうしているのだとしたら、それは一大事だ。

「で、どっちなの？」

「それなんだがな──」

　カグラの言葉を待つ。

「どうも分からぬ。匂いがごちゃごちゃしすぎているのだ。一つではなく、複数の悪魔の匂いが混じり合って気味が悪い」

「なんだよそれ？」

「もしかすると、一人が悪魔に化けているのではなく──」

　そこまで話しておいて、

「いや、よそう。確信が持てたら教えてやる」

　もう、せっかく何か分かると思ったのに。結局、僕の思考を引っかき回しただけじゃないか。

「はぁ……」

「そう焦あせるな月斗よ。吾わが輩はいが背中を流してやろう」

「いいってば」

　背中を流すなんて、人間の姿にならなきゃ不可能じゃないか。

　そもそも僕は一人で入りたかったのに。

　これ以上考えているとのぼせてしまう。いい加減に出ようと湯船の縁ふちに手をかけると、

「にぃちゃん、タオルここに置いておくね」

　磨すりガラスの向こうで、雪伽が手を振ふっていた。

「フハハハハ！　ご苦労だったな雪伽よ！」

「にぃちゃん、そこにカグラいるの……？」

「え!?」

　困った。なんて説明すればいいのか。

「ち、違ちがうんだ雪伽！　これはカグラが勝手に！」

「……うん、分かってるよ。カグラの事だもん」

　と言いつつ、雪伽のシルエットが奇き妙みような動きをしている。

　服を脱ぬいでいるように見えるけど──！

「何やってんの、雪伽!?」

「私も入る！」

「えええええ、どうして!?」

「中学まで一緒に入ってたじゃない！　今だってカグラもいるんでしょ！」

「フハハハハハ！　残念だったな雪伽よ！　この風呂は二人用だ！」

「がんばれば三人いけるよ！」

「そういう問題じゃないからっ！」

　結局、考えようとしてた懸けん案あんは全すべて流された。

　カグラの目もく論ろ見み通り、悩む事はなくなったけど。

　明日あした、大だい丈じよう夫ぶかなぁ。




　　　　＊




　そして翌日──

『では、これより諸注意に移る！　ここからは静せい粛しゆくにして欲しい！』

　高らかに開かい催さい宣言をした「法王」こと雅は、生徒たちの熱が冷めるまで待ってから、そう言い置いた。

　それまであれだけ熱ねつ狂きようしていた生徒も、「法王」に諌いさめられると即そく座ざに黙る。

　いや、熱いスピーチだった。

　僕も好戦的な性格じゃないけど、あの声を聞くと「戦わなきゃ」って思うからね。僕ですらそうなんだから、一番数が多いクラスＡなんて戦争みたいな騒さわぎになってる。一番人数が多いクラスＡは、Ａ１とＡ２の二つに分かれるくらいだ。荒あらくれ者の集団が多いので、七星降霊学園は戦せん闘とう集団だと思っている近きん隣りんの住民もいる。

　そんな連中が声を張り上げたら、僕らクラスＸなんてまるで存在感がない。だって、たった六人だし。

「やっぱりすごいね、お姉ちゃん」

　僕の隣となりで雪伽が呟く。彼女も熱気にあてられたのか、興奮しているようだ。

　でも雪伽の言うとおり、雅はすごい。

　昨日はあれだけダラしない態度だったのに、学校では別人だ。公私の区別ができているせいだろう。今の雅はどんな悪あく魔までも倒たおしてしまいそうな威い圧あつ感かんがある。

　だけど普ふ段だんの雅は優やさしくて包容力があり、それはそれでとても頼たのもしいのだ。

「ねぇ……『法王』が手をケガしてるわ。何かあったのかしら」

「まぁ、あの美しい手に傷をつけるなんて、どんな厳しい訓練をしたのかしら」

　近くにいる女生徒が雅を心配している。グレープフルーツを包丁で剝むこうとしてケガをしたと説明しても、きっと信じてくれないんだろうなあ。

『今日は第一回目の戦闘試験だ。この試験の結果は通知表だけでなく、我々自身の誇ほこりにも関かかわるものだ』

　大おお袈げ裟さに言っているかもしれないけど、間ま違ちがってはいない。

　僕たちは全員、そう、ここにいる全員が降こう霊れい士しになるために勉強している。ある種の専門学校のようなものだ。

　全員が退たい魔ま士しになるわけではないので、戦闘技術が全てとは言わないが、この試験では的確な天使の運用が求められる。ギリギリの状じよう況きようでの天使召しよう喚かんは、プロの降霊士としての才覚に関わるのだ。

　そのため戦闘試験で上位に位置するチームは羨せん望ぼうのまなざしで見られ、反対に下位のチームは蔑さげすまれる傾けい向こうにある。

　特に男子にとって、弱い事はそれだけで屈くつ辱じよくだろう。

　僕だって争い事は嫌いだけど、弱いと思われたくない。

　雅もそうだけど、渚のような存在がアイドル扱あつかいされるのも頷うなずける話だ。

『この試験は諸君の将来を大きく左右すると思っていい！』

　壇だん上じようの「法王」の宣言は続く。

『しかし、留意せよ！　大事な試験だからこそ不正をはたらく者がいる！』

　その言葉に全生徒がざわめいた。

　特に三年生は心当たりがあるのか、露ろ骨こつに顔をしかめている者が多い。

『敵チームの買収や、戦闘時間外での襲しゆう撃げき、実じつ弾だんや真しん剣けんの使用、その他さまざまな不正はあるが、中でも一番醜しゆう悪あくなものは──』

　ここで一度「法王」は言葉を切る。

　生徒が静まりかえったところで、静かに告げた。




『──悪魔召喚だ』




　それはこの学校だけでなく、人類全体のタブー。

　だが、それを可能にする腕うでを持っているのが、この学園の生徒なのだ。

『昨年は、悪魔召喚による不正が一件だけあった。それによって召喚者と対戦相手の二名が死亡した。二度とあのような事件は起こしたくない』

　試験なのに死者が出たのか。

　そうまでして、勝ちたかったのか。

「……ん？」

　ふと、視線に気づく。

　誰だれかが僕を見ているのかと、ふと視線を動かしただけで、周囲にいた全員が目を逸そらした。そりゃこれだけの人数に見られていたら、僕でも気づく。

　許可されてるとは言っても、僕は悪魔使いだから、そういう目で見られても仕方ない。

　そんな空気を察したのかどうかは知らないけど、

『ちなみに現在、学園から認にん可かされている悪魔使いが二名いるが、ルールには則のつとってもらう。もしも公こう認にん悪魔使いである彼らを撃げき破はできたなら、諸君らの名を上げられるかもしれないぞ？』

　挑ちよう発はつ的な「法王」の言葉に、二年生がいきり立つ。

　ああ、わざわざそんな事言わなくてもいいのに。

　僕が恨うらめしい視線を向けると、「法王」こと雅お姉ちゃんは、誰にも気づかれないように僕と雪伽に微笑ほほえんだ。







「悪魔使いを変な目で見てるのって、アタシだけじゃないんだね」

　開会式が終わり、それぞれのチームで作戦会議。

　クラスＸの教室で順番が来るまで待機する段になってから、渚に言われた。

「これって、他のチームから目の敵にされるんじゃない？」

「うう、ごめん……」

　どうも「法王」の一言のせいで、二年生の全チームに火がついてしまったようなのだ。悪魔使いを倒せば得点に特別ボーナスがつくなんて噂うわさが飛び交かい、僕らのチームは完全に孤こ立りつしてしまった。

「おい渚。月斗たちが悪いわけじゃねーんだぞ？」

　割と強い口調で窘たしなめるボブ。

「わ、わかってるけどさっ」

　罪悪感があったのか、渚は鼻を鳴らして視線を逸らす。

「だけどアタシの好き嫌きらいを抜ぬきにしたってフェアじゃないもん。悪魔を使って勝とうだなんて、最低の行こう為いだと思うし」

「それも違ちがうよ、渚ちゃん」

　ボブと渚の間に割って入ったのは、銀河。

「月斗くんと雪伽ちゃんは、きちんと学園から許可が下りてる。ルールに従って悪魔を運用してるんだ。退魔士にだって認可された悪魔使いがいるでしょ？」

「それは……そうだけど」

「退魔士にもそういう人がいるんだから、彼らを責めるのはお門かど違ちがいだよ」

　なんだろう、銀河の口調が変わっているように聞こえる。

　まるで怒おこっているような……いつもの明るい感じが消えている。

「渚ちゃん。君が本来憎にくむべきなのは、これから現れるかもしれない人だろ？」

「これから？」

　全員が銀河を見た。

　銀河は笑っていなかった。

「つまり、戦闘試験に勝つために悪魔召喚をする人だよ」

　本当にそんな人がいるのか、という疑問はすでになかった。

　去年すでに一人いたと「法王」が言っていたのだから。

　そのリスクとメリットも良く分かる。戦闘試験の点数は進路に関わってくる。不正をしてでも勝ちたい気持ちは分かる。

　だけど悪魔を召喚した場合、命に関わる対価を要求される場合が多い。

　武器としてのみ稼か動どうする天使とは違い、悪魔との契けい約やくは自由で多た彩さいだ。人間の欲よく望ぼうを忠実に叶かなえてくれる代わりに、それに見合った代だい償しようを要求されるのが悪魔召喚。

「……そうだね」

　銀河の言葉に、渚も頷く。

「最近、増えてるの。悪魔召喚の件数」

　彼女は退魔士だから、そういう事件を解決する事もあるだろう。その危険は誰よりも知っている。

「けどよぉ、悪魔召喚って難しくねーの？」

　ボブの言う通り、悪魔召喚は難しい。

　普ふ通つうのＰＣやケータイで悪魔を召喚しようとしても、魔ま法ほう陣じんや呪じゆ文もんをＯＳがバグとして弾はじくように作られている。違い法ほう改造した電子機器を使うか、さもなくば昔ながらの地道な召喚術を使うしかない。

「それが、最近は違うんだよ。ネットで売られてるんだ」

　銀河の説明に、柚子も頷く。

「……聞いた事ある。七星の裏サイトや生徒専用のＳＮＳで悪魔召喚の方法を売ってる人がいるって」

　本人に技術がなくても、悪魔召喚法を売る手段はいくらでもある。ＰＣの改造方法だったり、最初から改造されたＰＣを送りつけたり。

　特にこの時期は、そういう売人にとって稼かせぎ時だろう。

「なにそれ、許せない！」

　憤ふん慨がいする渚。

「それってつまり、悪魔そのものを売りつけてるようなもんじゃん！」

　買う人も悪いけど、それを斡あつ旋せんする人間が一番悪いに決まっている。そういうヤツらこそ、渚が最も嫌う「悪魔使い」なのだろう。

「悪魔使い兄妹きようだい！　アンタたちは大だい丈じよう夫ぶだよね!?」

「当たり前だよっ！」

　僕だってそういうヤツらは許せない。悪魔を使って誰かを不幸にするなんて。

「本当に？　悪魔使いなのに？」

　正直に答えているのに、渚は疑うような目で僕を見る。

「……悪魔使いだって、ルールは守るよ。ていうか、さっきから悪魔使い呼ばわりしないで欲しいんだけど」

「フン。まだ認めたわけじゃないからね」

　立場上仕方ないのかも知れないけど、早く信じて欲しいものだ。

　僕がこっそりため息をつくと、

「全員起立!!」

　勢いよく教室のドアを開き、牧まき原はら先生が入ってきた。

　反射的に全員立ち上がり、直立不動になる。

　編み上げブーツに迷めい彩さい服、サングラスに軍用キャップといういつもの格好。サングラスに隠かくれてはいるが、とても美人だ。だけどやっぱり怖こわい。

「お前たち、そろそろ試験の時間だ。布ふ陣じんと作戦は決まったか？」

「あ、はい」

　なんだかんだあったけど、昨日のうちに決めた布陣を説明する。

「まずチームリーダーは銀河がやります」

　チームリーダーとは、文字通りチームで最も偉えらい人物。その人がやられた時点で勝敗が決する。

　そのため最も強い人間か最も弱い人間がなるのが定石。僕たちの場合は後者だ。

「その銀河を、僕と柚子で守ります。攻せめるのはボブと渚の二人。攻こう撃げきと守備の中間に雪伽が入って、どちらにも対応してもらう予定です」

「うん。悪くない」

　簡潔な評価を下す牧原先生。

　考えたというより、各人の得意なものを当てはめていったら自然と生まれた布陣だ。これ以外にどうやればいいのか、ちょっと僕には思いつかなかった。

「アタシ一人でも勝てるのになー」

　またどこからか召しよう喚かんした白いナイフを弄もてあそぶ渚。召喚プロセスを一いつ切さい見せないで、どうやって召喚しているのだろう。

「思い上がるなよ、瀬川渚」

　そんな渚に、当然とも言える牧原先生の一いつ喝かつ。

「プロ退たい魔ま士しだからと言って、素人しろうとの学生を舐なめると痛い目に遭あう」

「……ふん」

「そもそもプロとしてやっていける戦せん闘とう能力を持つお前が、わざわざこの学園に入学させられた意味を忘れたとは言わせないぞ」

「わかってますってば」

　むくれる渚を見て、ふと思う。

　と思ったら、ボブが僕と同じ事を考えたようだ。

「せんせー、なんで渚はここに入学したんスかー？」

　無神経ともとれる質問に、牧原先生はこう答えてくれた。

「一つ目の理由は、仲間との連係行動を学ばせるためだ。瀬川は退魔士の中ではチームプレイに対する理解度が低い。だから同レベルの学生の中で学習させる必要があった」

　その発言については、さっきの渚の「一人でもできる」という言葉が如によ実じつに表している。

　プロじゃない僕でも分かるけど、一人じゃ何もできない。

「じゃあ、二つ目の理由は何スか？」

「それは本人から聞け」

　牧原先生は腕うで時ど計けいを見て、

「時間だ。お前たち、そろそろバトルフィールドに移動しろ」

「はいっ」

　僕たちは気合いを入れる。

「みんな、がんばろうね！」

　雪伽が励はげましてくれると、みんなの雰ふん囲い気きも和なごむ。

「渚も、がんばろっ」

「……ん」

　牧原先生に言われたのを気にしているのか、渚はまだむくれていた。




　　　　＊




　戦闘試験はあらゆる悪あく魔ま被ひ害がいを想定して作られたフィールドで行われる。

　室内戦から屋外戦まで、様々なシチュエーションを模した地形が用意されているのだ。もちろん試験だけでなく、戦闘訓練にも使われる。

　元自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちなだけあって、土地は広い。複数のフィールドが点在している学園内を、僕たちは毎日行き来しているわけだ。

　なので試験と言っても、それほど緊きん張ちようしない。

　いつもの戦闘訓練の延長と考えていい。やる事は同じなのだから。

　僕たちクラスＸの初戦は、一いつ般ぱん的な屋内フィールド。オフィスでの戦闘を想定しているらしく、机や椅い子すや本ほん棚だなが遮しや蔽へい物になっている。ここは床ゆかが滑すべりやすいのと、机や椅子の脚あしに躓つまずきやすい点に要注意だ。

「よろしくな、クラスＸ！」

　戦いの前に、対戦相手と挨あい拶さつ。

　フィールドの中央に並んでいるのは、六人ともクラスＡのチームだった。

　複数のクラスが入り交じるチーム戦で、どちらも全員同じクラスというのはとても珍めずらしいケースだ。

「あっ、雪伽！」

　その中の一人が明るい声を上げると、雪伽も嬉うれしそうに笑う。

「ミドリ！　わぁ、久しぶり！」

　手を取り合って再会を喜ぶ二人。彼女は片かた倉くらミドリといって、一年の時に同じクラスだったんだ。雪伽ととっても仲が良くて、よく遊んでいるのを見た。

　だけど彼女がクラスＡにいたとは驚おどろきだ。雪伽よりおとなしい子だったので、てっきりクラスＢやＤに行くのだと思っていたけど。よりによってクラスＡなのか。

　クラスＡとは、純じゆん粋すいな戦闘集団だ。

　最前線に立って武器を振ふるうのが仕事。

　そのほとんどが退たい魔ま省に就職する。とにかく荒あらくれ者が多いイメージだが、実際はそんな事はない。

「よ、よぉ、花村……」

　聞き覚えのある声に、僕は振り返る。

　そして声の主を見て最初に抱いだくのは、純粋な殺意。

「…………」

「そ、そんな顔で見るなよ！　もう何もしねーってば！」

　苦く笑しようしている彼は、長身のイケメン。

　名前は桜さくら井い猛たける。今はクラスＡの委員長だったはず。

　がっしりした体格や爽さわやかなマスクのせいで、やたら女子にモテるのが特とく徴ちようだ。

　だからこそ、僕はこの男を許せない。

「大丈夫だから！　もう雪伽ちゃんに告白なんてしないって！　つーか俺、あの時ちゃんとフラれただろ！」

「それであきらめるほど、雪伽に魅み力りよくがないの……？」

「ややこしいなお前は！　そんなに雪伽ちゃんが好きなのかよ！」

「兄として、当然の事じゃないか」

「当然じゃねーよ！　過保護だよ！」

　などとギャーギャー騒さわいでから、

「……まぁ、とりあえず、今日はよろしくな」

「うん」

　差し出された桜井の手を、自然に握にぎる。

　彼には個人的な恨うらみはあるが、それと戦闘試験は別だ。

　泥どろ臭くさい戦いだけど、お互たがい気持ち良く戦えたらと思う。

「ところで花村。お前ら、やっぱり悪あく魔ま使うのか？」

「それは、うん、使わざるを得ないけど」

　やっぱり悪魔使いは卑ひ怯きようとか言われるのだろうか。罵ば声せいくらいは覚かく悟ごしていたのだけれど、

「そっか！　じゃあ全力でやってくれよ！　こっちも悪魔と戦ってみたかったんだ！　俺たちの実力を試ためせるいい機会だからな！」

　明るい声でそう言われてしまった。

「クラスＸってこないだの幕まく張はりで、悪魔を倒たおしたんだろ？　俺たちはまだ実戦やった事ないから、羨うらやましいと思ってたんだよ！　お前らを倒せば、俺たちも悪魔と戦えるって証明になるからな！」

　桜井の隣となりにいた男子も息巻いている。

　やっぱり戦闘集団のクラスＡはモチベーションが違ちがうなあ。

「雪伽、友達だけど恨みっこなしだよ！」

「うん！　友達相手でも手は抜ぬかないから！」

　手を握りながら、雪伽とミドリも宣戦布告。

　こうして僕たちは円満に、だけど最大限の力で戦う事を誓ちかった。

　最初の相手が彼らで良かったと思う。

　こちらも全力で、手加減なしで戦える。

　戦闘開始まで、あと十分をきった。







　戦闘開始地点から、敵の姿は見えない。

　僕たちはフィールドの端はしと端、それぞれ中央で待機している。

　開始地点には大きな本棚が置かれており、それが視界を遮さえぎっているのだ。お互い、初手が見えない状態になる。

　互いの距きよ離りは三十メートルほど。

　雪伽なら目を瞑つぶっていても当てられる距離だ。

　ただし遮蔽物が多いオフィス風のフィールドなので、敵のチームリーダーも巧こう妙みように隠かくれるはずだ。

　相手より早く敵のチームリーダーを発見して、倒す。

　それがこの戦闘試験の大まかな流れだ。

「……準備するから、待ってて」

　柚子がノートＰＣを開く。そこには魔ま法ほう陣じんが描えがかれており、スピーカーから高速で多重音声の呪じゆ文もんが流れている。魔法陣が淡あわく輝かがやき、そして呪文が速くなる。

「召喚コール」

　彼女のＰＣ画面から抜け出したのは、平たい下した敷じきのような形をしている天使。

「召喚コール」

　さらに柚子はそれをもう一体召喚し、それぞれ銀河の周囲に置いた。

　それだけでやり遂とげた表情になる柚子。

「これ何？」

「……ワナ」

　触ふれようとした渚の手が止まった。

　戦闘が苦手な柚子だが、彼女のプログラミングの腕うで前まえは一流だ。それを使って同時に二体以上の天使を召しよう喚かんする事ができる。複数を同時に操あやつるのは難しいかもしれないが、こういったワナならいくつあってもいい。

「ふーん。ユズコは工士デバツフアーなんだ」

「……あなたもそのアダ名で呼ぶの？」

　物もの珍めずらしそうに天使を眺ながめる渚。常に前線に出ている彼女には、こういうワナが珍しいのだろうか。

『間もなく試合開始です』

　フィールドのスピーカーから聞こえるアナウンス。

　僕たちも準備しなきゃ。

「いくよ、雪伽」

「うん」

　二人で頷うなずき合った後、

「カグラ、お願い」

「よかろう！」

　フィールドの隅すみで退たい屈くつそうにしていたカグラが、ようやく出番が来た事で嬉しそうに立ち上がる。

　彼女の身体からだから黒い霧きりのようなものが流れだし、僕と雪伽の腕に集まる。

　そうして生まれたのは、黒く大きな盾たて。

　雪伽の手には、黒い小しよう銃じゆう。

　これが僕たちの、悪魔の武器だ。

「……ふん」

　つまらなさそうな表情の渚。

　彼女は気に入らないだろうけど、代だい替たい手段がないのだから仕方ない。

「強そうな盾だね！　これでボクの事を守ってくれるの？」

　背後からかかる、銀河の声。彼はまだ天使を召喚しておらず、ケータイを片手にキョロキョロと周囲を見回していた。

「うん。絶対に守るから」

「よろしくね！」

　悪魔の武器だって、人を守れる。

　それを、この戦いで証明してやるんだ。

　大きく深呼吸をすると、試合開始のブザーが鳴った。







　試合開始から数秒で、瀬川渚に関するいくつかの疑問が解消された。

　そもそも高校二年生にして現げん役えき退たい魔ま士しになれた理由。

「うおおおおおっ、速ぇ！」

　全力疾しつ走そうしているはずのボブをあっさり追い抜くそのスピード。

　ボブはけっして遅おそくない。むしろ男子の中では速い方だと自じ慢まんしていたくらいだ。

　そんなボブを抜き去り、ジャンプして机を飛び越こえる。ボブの身長を超こえるほどの跳ちよう躍やく力だ。目の前にいる比ひ較かく対象がボブしかいないから仕方ないが、とにかく彼が障害物扱あつかいされるほどの身のこなしというわけだ。

　そして、目に見えないスピードの召しよう喚かん術。

　机を蹴けって宙に跳とびつつ、渚の両手の指が空中に輪を描く。

　すると指の軌き跡せきが輝き、空中に残ったではないか。簡単な円と、その中の六芒ぼう星せいは渚の身体にピッタリと張り付くようについてくる。

「召喚コール！」

　渚の簡単な呪文に合わせて、光の魔法陣から出現する白いナイフ形天使。それが両手に一ひと振ふりずつ。

　あの召喚方法は──

「うわぁあああああっ、すげぇあの女！　アストラル召喚やりやがった！」

　僕よりも、敵のクラスＡの方が驚おどろいているようだ。

　アストラル召喚とは、体内の魔ま力りよくで直接魔法陣を描く方法だ。魔法陣それ自体が呪文と同等の効果を持つため、素す早ばやい召喚が可能になる。

　言うのは簡単だが、日本でそれができるのは五人もいないとされている。

　渚はあの歳で、それができる。

　そりゃ退魔士になれるわけだ。退魔省の立場なら喉のどから手が出るほど欲しい逸いつ材ざいだよ。

「はあああぁぁぁぁぁぁっ！」

　空中の渚は、さらに壁かべを蹴って敵チームの最前線に切り込んだ。

　相手は全員が戦せん闘とう集団のクラスＡ。戦法も単純で、圧あつ倒とう的火力で短期決戦。

　作戦もへったくれもないけど、力を持った集団が行えば脅きよう威いだ。バランスを考えて臆おく病びようになったチームなどは粉ふん砕さいされてしまうだろう。

　そんな敵チームよりもさらに速く、渚が襲おそいかかった。

　白いナイフを閃ひらめかせ、先頭にいた敵の男子の首筋にあてる。

　天使の武器は、悪魔のみを斬きる。

　どんなに鋭するどいナイフでも、人間を斬る事はできない。その代わりに打だ撃げきに似た痛みは受ける。硬かたい陶とう器きのような感かん触しよくがするのだ。

「ウッ、ゲホッ！」

　首を斬られた男子は、喉をおさえて蹲うずくまる。

　同時に彼の肩かたを覆おおっているローブが赤く光った。

　一定量の魔力を受けたせいだ。戦闘試験では失格、つまり「戦死」の扱いになる。

　僕たちが使っている七星降霊学園の制服は、ただの服ではない。悪魔の攻こう撃げきを受けても平気なように、特とく殊しゆな加工が施ほどこされている。着たまま戦闘ができるように伸しん縮しゆく自在で、悪あく魔まに汚お染せんされても反応するようにできている。

　戦死を判断するローブの点てん滅めつも、そういう対悪魔技術の結けつ晶しようなのである。

「いぇいっ！」

　ナイフを振ふり上げてアピールする渚。

　こんな戦いの最中に、なんという度胸と自信だ。それが嫌いや味みにならず、とてもキレイに見える。芸能人特有のオーラでも纏まとっているのだろうか、この子は。

「くそっ！」

　逆上したもう一人の敵が渚に襲いかかる──と思いきや、冷静に下がる。

「よーっし、二人目もいただきぃ！」

　そんな彼を追う渚。

「ってバカ！　深追いすんな！」

　ボブが渚を追いかけようと走る。

　そこが敵の狙ねらい目だった。

　気づいたのは、僕だけだと思った。

「もらった！」

　最初に進んでいた二人の敵からわずかに遅おくれて、もう一人の敵が渚の横から接近していた。本ほん棚だなに隠れてチャンスをうかがっていたのだ。

「ぬおおおおおおおっ！」

　その敵にタックルをくらわせるボブ。二人で抱だき合うように机にぶつかる。

　ナイス、と僕が叫さけぼうとしたその時、

「やああああああっ！」

　風の変化を感じ、僕は背後に銀河がいるのを思い出す。

　異変を察知するのは、身体の方が先だった。

　僕は左手を前に突つきだし、盾を展開する。左ひだり腕うでをすっぽり覆うカイトシールドから、さらにカグラの魔力が溢あふれ、黒い壁が両りよう翼よくに展開する。

　左右二メートルほどの巨きよ大だいな黒い盾に、前方から飛来した矢が突き刺ささった。

　矢の飛んできた方を見ると、雪伽の友達のミドリが悔くやしそうな顔をしつつ、弓に二本目の矢を番つがえていた。

「気をつけて、遠えん距きよ離り武器もあるよ！」

「うんっ！」

　僕の声に反応して、雪伽が銃じゆうを撃うつ。

　ミドリが隠れている本棚に当たると、彼女はさらに奥に隠れて見えなくなる。今度はどこから撃ってくるつもりだろう。

　雪伽の銃の役割もそうだけど、「どこからでも攻撃できる」というアピールはとても怖こわいものだ。スナイパーが恐おそれられている理由が、肌はだで分かった。

　敵はすでに散開していた。

　見通しの悪いオフィスフィールドでは、上手うまく捜さがせない。

　だけど慌あわてる必要はない。僕たちは、僕たちの役割をこなそう。

「みんな！　自分の仕事をするんだ！」

「おおっ！」

　僕が叫ぶと、全員が返事をしてくれた。

　渚も答えてくれたのが、地味に嬉うれしい。

　正直、クラスＡがこんなに強いとは思っていなかった。最初、敵チームが全員クラスＡだと聞いて、ボブなんかは鼻で笑っていたものだ。曰いわく、補給や治ち療りようもないチームなんて持久戦になれば瓦が解かいするって。確かにその通りだ。

　だけど向こうもそれを分かっていて、速そつ攻こうでケリをつけようとしている。

　全員とても動きが素早い上に、フィールドのあらゆる場所を移動しているため、誰だれがリーダーか分からないのも辛つらい。

　などと分ぶん析せきしていると、

「もらったあっ！」

　なんと、銀河の背後から敵が現れた。

　ずっと身を潜ひそめて背後に回っていたのだ。

「危ない、銀河！」

　とっさに僕は盾を投げる。

「なぁっ!?」

　盾は敵の足に絡からみつき、魔力で繫つながった糸でぐるぐる巻きにされる。

　転てん倒とうした敵に駆かけ寄って、僕は盾を押しつける。すぐに魔力が反応し、敵のローブが「戦死」の判定を出した。

「くっそー！　お前の盾、そういう使い方もできんのか！」

　死んだはずの敵の男子が悔しそうに床ゆかを叩たたく。

　盾が守るだけの武器と思ったら、大おお間ま違ちがいだ。最終的に誰かを守れるなら、僕の盾は獰どう猛もうな武器にもなるのだ。

「やったね、月斗くん！　これで二人だ！」

「うん！」

　微笑ほほえむ銀河と頷き合う。

　そうしているうちに、

「っしゃあ！」

　ボブの元気な声が聞こえてきた。あちらでも誰かを倒たおしたらしい。

　これで六対三。

　このままいけば、誰も戦死せずに勝てる。

　僕は安あん堵どの息を吐はく。

　たった一いつ瞬しゆん、その時だけ、僕は油断していた。

　最初からそれを見み越こしていたわけではないだろう。

　敵だって、開始から二分以内にここまで劣れつ勢せいになるとは思ってもみなかったはず。

　だからこそ、逆転の糸口を探していたはず。

　それが油断しきった僕。

「──ッッ！」

　息を吐ききった僕の真横から、獣けもののような素早さで襲いかかる桜井の姿が見えた。

　反応しなきゃ、と思った時には遅かった。

　僕の身体からだは盾たてごと押し倒され、床に叩きつけられる。

　押し返そうとするが、桜井の身体はビクともしない。

「よし……よし、このまま盾士タンクを倒せば……あとはリーダーを……！」

　彼の手には日本刀に似た片かた刃ばの長ちよう剣けんが握にぎられている。

　抵てい抗こうしようと盾を突き出す。

　が、盾が消失した。

「!?」

　僕の魔力はどこへ行ったのか。考えられるとすれば──

「にぃちゃんっ!!」

　雪伽の声。

　そうだ、僕の盾はカグラの魔力で作られている。そして雪伽の銃も同じ。

　片方が強い力を使おうと願った時、もう片方の魔力が吸い取られる事がある。そうやってバランスを取っているのだ。

　今、雪伽の手にあるのは小しよう銃じゆうではなく、対物ライフルのように大きな銃。

　中級悪魔を一いち撃げきで粉砕する威い力りよくを持つ、雪伽の最大火力。

　その銃じゆう口こうがこちらを向いている。
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　桜井の長剣が僕の胸に押し当てられるのと、雪伽の銃が火を噴ふいたのは同時だった。

　僕のローブが戦死判定の赤い点滅を出した直後、身体から重みが消えた。

「…………っ！」

　桜井の身体が吹ふき飛んだ。

　一八〇を超こえる巨きよ体たいが自動車のようなスピードで宙を飛び、近くにあった机に激げき突とつする。大きな音を立てて机や椅い子すが弾はじけ飛び、桜井の身体はそれにバウンドして床に転がる。

　そして、動かなくなった。

「桜井くん！」

　僕の呼びかけにも応こたえず、桜井はいつまでも倒れ伏ふしていた。

　ちょうどその数秒後、試合終しゆう了りようを告げるブザーが鳴った。




　　　　＊




　通常、天使の銃による弾だん丸がんは人体に影えい響きようがないとされている。

　カグラの銃だって、それに準じゆん拠きよするよう徹てつ底ていさせた。魔ま力りよくの弾丸は人体に当たっても殺傷の心配がないゴム弾だんのようなものに作り替かえさせていたのだ。

　けど弾たまそのものの衝しよう撃げきは別だ。特に威力を調節できるカグラの銃は、弾の衝撃だけで人にケガをさせる事だってできるんだ。

「や、しょうがないって！　戦せん闘とう試験だもん、こういう事くらいあるって！　俺たちだって覚かく悟ごしてんだからさ！」

　医務室のベッドでそう語るのは、右手と右足にギプスを巻いた桜井。

　これから病院に行くそうだが、手足は完全に骨折しているそうだ。

　桜井がケガをした直後、渚が敵チームのリーダーを倒して勝利した。

　雪伽のやった事はルール上何の問題もなかったので、お咎とがめはない。

　ケガといえば、ボブも揉もみ合った時に頭に擦すり傷きずを負った。大なり小なり、そういう事はあるのだ。

「実際に悪あく魔まと戦ったら、骨折だけじゃ済まないんだろ？　まだ俺はラッキーな方だよ」

「桜井くん……」

　笑って語る桜井だが、まだ戦闘試験は始まったばかりだ。

　これから一週間、彼のチームは五人で戦わなければならない。

　そうなると勝利は絶望的だ。

「その、ごめん」

　僕は謝らずにはいられなかった。

　気き丈じような彼を見ていたら、自然と謝罪の言葉が出たんだ。

「謝るなよ、花村」

「でも」

「そりゃ俺だって悔しいよ。これで終わりだなんて、納なつ得とくいかねーよ。チームのみんなにも申し訳ないし」

　そう言って、寂さびしそうに笑う桜井。

「だけど、お前たちに同情される謂いわれはねぇよ。むしろそっちの方が屈くつ辱じよくだ」

　静かな拒きよ絶ぜつだった。

　僕が謝れば謝るほど、彼がみじめになると言いたいのか。

　そうかもしれない。

　彼らだって鍛きたえてきたんだ。負けた相手に頭を下げられるなんて、バカにされていると思われても仕方がない。

「それより雪伽ちゃんの方が心配だ。花村、見てやってくれよ」

「うん」

　暗に出て行けと言われた気がした。

　僕はもう一度頭を下げると、医務室を出た。

　廊ろう下かではミドリの胸に顔を埋うずめて泣いている雪伽がいた。

　震ふるえる雪伽の肩かたを、ミドリが優やさしく撫なでている。

　雪伽は優しい子だ。

　だからケガをさせた相手よりも傷つく。

「せ──」

　声をかけようと手を伸のばしたが、止やめた。

　僕の背後に渚が立っている。

「欠けつ陥かん製品」

　ただ一言、彼女はそう言った。

「……っ！」

　振ふり向いて、渚を見る。

「そ、そんな怖こわい顔しないでよ」

「……そんなに怖い顔してた？」

　雪伽をバカにされたせいだろうか。

「あのさ、あの子を責めてるわけじゃないからね。同じ状じよう況きようで同じ武器持ってたら、アタシだって同じ事してたと思うし」

「……うん」

　雪伽は僕を助けようとして、銃を撃うった。

　その行動自体はなんら責められるものではない。ましてや戦闘試験で仲間を助けるのは当然の行こう為いだ。

「欠陥製品はコイツ」

　渚の手にあるのは、首根っこを摑つかまれたカグラ。

「おい月斗。この小こ娘むすめに説明してやれ。吾わが輩はいは何も悪くないのだと」

　よくもまぁおとなしく渚に摑まれていたものだ。痛くないのだろうか。カグラはのんびりとぶらさがっているけど。

「悪くない？　どこがよ、あんな銃を撃たせておいて」

「引き金を引いたのは、雪伽だ」

「そんなの、悪魔の屁へ理り屈くつだよっ！」

　渚がカグラをブン投げる。

　空中で回転して、カグラは僕の頭に乗っかった。

「制せい御ぎよできない武器を渡わたして大だい惨さん事じを起こすのが、悪魔のやり方じゃない！　人間のせいにして、いつも悪魔は無責任に笑ってさあ！」

「渚……」

　渚は息を吐き、悲しそうな顔をする。

「アンタも気づいてよ。悪魔召しよう喚かんって、そういうものなんだよ。足が速くなりたいって言う人にロケットエンジンを与あたえるようなものでさ──制御できない大きな力なんて、誰だれかに迷めい惑わくかけるに決まってんじゃん」

　泣きそうな声の渚に、僕は何も反論できなかった。

　一度、カグラの真の力を味わった事がある。

　上級悪魔ですら倒たおせるくらいの、底のない貪どん欲よくな魔力が僕に流れ込んだ。

　あんな力をホイホイと人間に与えたら──想像するだけで恐おそろしい。

「勘かん違ちがいするなよ小娘」

　珍めずらしいカグラの声。

　笑わず、馬ば鹿かにするような口調でもない。




「いつの時代も、欲ほつするのは人間だ。我ら悪魔を呼ぶのも人間だ」




　重い、まさに悪魔のような言葉。

「それも、分かってるよ……」

　絞しぼり出すような渚の声。

　僕たちは悪魔を殺すために勉強している。

　だけど退たい魔ま士しが相手にしているのは、悪魔だけじゃない。

　悪魔を召喚しようとする人間もまた、退魔士の敵だ。

　僕は泣いている雪伽を見る。

　もしも将来、僕たちが退魔士になったとして──悪魔召喚者と戦う場面に陥おちいった場合、雪伽は引き金を引けるだろうか。

　僕は、できるだろうか。







　Page2　戦闘試験要項

　ルール違反／勝敗の判定について







　一日目の戦闘試験が終わり、昼休みになった。

　試験は午前中のみで、午後は授業を兼かねた反省会になる。

　どのチームも明日あしたに向けてさらなる研けん鑽さんを積むのだけど、クラスＸのチームは雰ふん囲い気きが暗かった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよっ！　もう平気だから！」

　明るく振る舞まう雪せつ伽かだが、まだ意い気き消しよう沈ちんしているのが見え見えだ。

「……気にしないで」

　そんな雪伽の頭を優しく撫でる柚ゆ子ず。彼女にしては珍しい配はい慮りよだ。つまりそれほど痛々しく見えたのだろう。

「とりあえずメシにしようぜ。腹が減ってちゃ、考え方もネガティブになる」

「貴様は単純だな。だが、一理あるぞ」

　脳天気なボブに同意しつつ、カグラは机の上に弁当を置いた。ネコの姿で器用に重箱を持ち上げ、テーブルクロスの上に並べていく。

　僕たちの弁当は全部カグラが作っている。その悪あく魔ま的な美味おいしさに全員メロメロになってしまったのだ。味だけでなく栄養やカロリーもきちんと計算されているので、とてもヘルシーで健康にもいい。

　ただ問題が一つあって──

「相変わらず汚きたない食べ物ね……」

　見るのは二度目の渚なぎさが、おにぎりを指さす。

　赤い米にピンク色の海苔のりが巻かれている。他ほかは全すべて完かん璧ぺきなのに見た目に関しては最悪なのだ、カグラの食事は。

　テーブルクロスだって、どこで見つけてきたのか、机にピッタリ収まるサイズの虎とらの毛皮だ。こんなに小さい虎は魔ま界かいにしか生息していないだろう。

「食べてみろって！　マジでうまいんだから！」

「えー……アタシは遠えん慮りよする。悪魔の食事なんて食べたくないし」

　ボブが勧すすめる紫むらさきのからあげに対し、気持ち悪そうに目を背そむける渚。

　うん、それが普ふ通つうの反応だと思う。

「銀ぎん河がは胃腸が弱いので重い食べ物は避さけた方がいいのだったな？」

「うん！　本当に作って来てくれたの？」

「今日は試験的に薄うす味あじの粥かゆを作ってみた！　魔界の砂金塩と冬虫夏梅のみで味付けした代しろ物ものだから、サラリと食べられるはずだ！」

　などと話している横で、さっそく銀河はカグラの弁当を受け取って喜んでいた。お粥と言ってたけど、どうして弁当箱がグツグツと煮に立たっているのだろう。

「ありがとうカグラさん！　これで少しは健康になれるといいな！」

「フフン。望めば一日で走り回れるほどの強きよう壮そう食を作ってやってもいいぞ！」

「あ、それはいいよ」

　明るい声で、でもきっぱりと拒絶する銀河。

「ボクは自分の力で元気になりたいんだ」

「ならば当面はゆっくりと栄養を取るのだな！　フハハハハハ！」

　乱暴だが生活に関しては誰よりも繊せん細さいなカグラの弁当に、銀河は嬉うれしそうに手を合わせる。

「いただきます！」

　僕たちも手を合わせて、昼食を食べ始める。

　ご飯を食べて、少しでも雪伽が元気になればいいけど。

「あっ！」

　そんな雪伽が声を上げる。

　何かと思ってそちらを見ると、渚が弁当を広げているではないか。

　小さな弁当箱だが、中には俵たわら形のおにぎりやタコさんウィンナーなど定番の食材が入っている。それに卵焼きや野菜炒いためなど、オーソドックスだけど美味おいしそうな具材が揃そろってて、そのどれもが美味しそうな匂においをしていた。

「な……何よ？」

「渚、それお母さんが作ったの？」

「今日はアタシだよ。ウチは親も働いてるから、交代でお弁当作ってるの」

「美味しそうだねー！」

「食べる？」

　そう言って渚はカラフルな串くしに刺ささった卵焼きを雪伽に渡そうとする。

　が、その卵焼きが消失した。

「あっ！」

　カグラが魔ま力りよくの触しよく手しゆを伸ばして奪うばい取ったのだ。

「ちょっとアンタ──」

　渚が文句を言う前に卵焼きを食べるカグラ。

「ふむ……ちゃんと火が通っているようだが…………これは……」

　最初はバカにしたような表情で感想を言おうとするが、口数が減ってくる。

　そしてゴクンと嚥えん下かすると、カグラは尻尾しつぽを立てながらこう言った。

「……まあ、及きゆう第だい点をやろう」

「何その上から目線！」

　渚が激げき怒どするが、

「待て渚！　あのカグラが及第点って、スゲェ事だぞ！」

　ボブの言う通りだ。大天使カシエルの知識が全て入った悪魔が認める味なんて、一流シェフでもありえない事だよ。

「……そんなに美味しいの？」

　いったいどんな味がするんだろう。すごく気になる。

「悪魔使いも食べる？　ほい」

　気軽に渚が渡してくれたのは、小さなからあげ。

　期待しながら口に入れたんだけど──

「お、美味しいっ！」

　冷めていてもコショウとタレの味が染しみこんでいる。口にいれた瞬しゆん間かんはピリリと辛からいけれど、徐じよ々じよに甘あま辛からい味が広がっていって、口の中がいっぱいになる。チョコボールほどの小さなからあげだったけれど、それでこんなに強い味が出せるのか。

「すごいよ！　これはお店が開けるレベルだよ！」

「そ、そんな美味しかったかな……？」

　謙けん遜そんする渚。退魔士ができるほどの戦せん闘とう技術だけじゃなくて、こんな特技もあったなんて。きっと将来はイイお嫁よめさんになれるよ。

　そんな風に思っていたら、どこからか強い殺気を感じる。

　振ふり向くとカグラの全身からどす黒いオーラが立ち上っているではないか。

「おのれ小こ娘むすめ……！」

　どんなに罵ば倒とうされても武器をちらつかされても怒おこらなかったカグラが、初めて怒っているのを見た気がする。

「何よ悪魔。人間サマに負けたのがそんなに悔くやしいの？」

「誰だれが負けたと言った！　いいか小娘！　貴様の料理はまだ三流だ！　完璧に焼けているのは卵だけで、あとは手を抜ぬいている！」

「しょーがないでしょ、時間なかったんだから……」

「吾わが輩はいなら時間がなくとも常に最高の料理が出せる！　悪魔だからな！」

　いつまでも続きそうな渚とカグラの睨にらみ合い。

　僕の評価では、味はカグラの方が良かった。

　だけど渚の弁当は人間が食べられる色をしていて、なんだか安心したのだ。だからどちらも甲こう乙おつつけがたかったんだけど。

　だけど僕が割って入る前に、ケンカは終わりを告げた。

「月げつ斗とちゃん、雪伽ちゃん、いる～？」

　教室に客がやってきたのだ。

「あ、お姉ちゃん」

　今の雅みやびは珍めずらしい事に髪かみを縛しばっていない。

　そういう時の雅はホンワカした雰囲気の優やさしいお姉ちゃんになる。

　昼休みだからかな？

「月斗、お前って雪伽だけじゃなくて、こんなキレーなお姉さんいたのかよ！」

　興奮しながら立ち上がるボブ。

「あ、ううん。違ちがうんだ。彼女はウチと同じマンションに住んでて、昔からお世話になってるんだ」

「いつも月斗ちゃんと雪伽ちゃんがお世話になってます」

　微笑ほほえんで一礼する雅。やはり彼女があの「法王」だとは誰だれも気づいていない様子。

　だと思ったけど、

「月斗くん。すごい人がお姉さんなんだねぇ……」

「銀河は気づいてたの？」

「ボクの頭には全校の女子のデータが入ってるからね」

　なるほど、だから教室に入って来た時もボブのように興奮しなかったわけだ。

「で、どうしたのお姉ちゃん？」

「ちょっと聞きたい事があったの──カグラちゃんに」

「吾輩に？」

　意外な答えに、渚と睨み合っていたカグラもこちらを見る。

「悪魔の力を欲ほつするとは、どういうつもりだ雅よ」

「だから今日はこの格好で来たのよ」

　そうか。「法王」は全校の模も範はんとなるべき人物。

　そんな人が悪魔の力を借りたいなんて言ったら事件になってしまう。「法王」とは常に悪魔の敵でなくてはならないのだ。

　もっとも、家事なんかは完全にカグラの手を借りてるけどね。

「最近ね、また学内の悪あく魔ま召しよう喚かんが増えてるの。悪魔に詳くわしいカグラちゃんなら心当たりがあると思って」

　雅は「法王」であると同時に、学内の風紀を取り締しまる風紀委員でもある。

　様々な権限が与あたえられており、悪さをする生徒をその場で罰ばつする事もできるのだ。

　それは「法王」に対する絶対的な信しん頼らいがないとできない。それほど重要なポジションなのである。

「吾輩は悪魔であるから、悪魔に詳しいのは当然だ。しかし、学内の悪魔召喚に関しては何も悪さはしておらんぞ」

「それも分かってる。けど、魔力の痕こん跡せきくらいは感じ取れないかなって」

「ふむ……」

　言われてカグラは尻尾を立てる。あれがレーダーになっているわけではないが、意識を集中させているようだ。

「ざっと調べてみたが、魔力の痕跡はあちこちに点在しているぞ。それも高こう濃のう度どの悪魔の魔力がな。多すぎて判別できぬ」

「そんなに……！」

　雅だけじゃなく、僕たちも驚おどろきを隠かくせない。

　校内に悪魔召喚をする人が、そんなにいるなんて。

　僕たちは悪魔を殲せん滅めつするために戦っているというのに。

「早々に潰つぶさないと……」

「潰す？」

　物ぶつ騒そうな単語を出す雅。

「今朝の会議で、悪魔召喚法を密売しているバイヤーがいるって聞いたの。ネットの掲けい示じ板ばんを利用して、技術のない人にも召喚法を教えているのよ」

「……それ、見た事ある」

　おにぎりを食べ終えた柚子が、自分の机の上にＰＣを置く。

　素す早ばやくマウスで目的のサイトを探している間、僕たちは全員彼女の後ろに回り込んでＰＣの画面を凝ぎよう視しした。

「……あった、ここ」

　それは学生がよく利用しているＳＮＳのサイトだった。その中には、みんなが集まって記事を投とう稿こうするフォーラムがある。

　柚子が指さしている箇か所しよには、誰かの書き込みが──と思ったけど、すでに「削さく除じよされました」という一文のみ。

「……キャッシュを漁あされば……多分……出た」

　数回マウスをクリックすると、過去の書き込みが現れた。

　もともとそのフォーラムは学生による不満をぶちまける内容で、各おの々おのが好き勝手に「あの先生嫌きらい」だの「アイツ死ねばいいのに」などといった言葉がぶちまけられている。そういう掃はき溜だめのような書き込みの中に、冷静な一文が。

　──召喚法、あります。

　短い文章だった。

　しかしこのＳＮＳは書き込みから投稿者のプロフィール画面まで飛ぶ事ができる。

　興味がある人は、自然にこの投稿者と連れん絡らくを取る事ができるのか。

　投稿者の名前は──

「〝月光商人〟……」

　奇き抜ばつな名前だ。

　可愛かわいくもなければ、目を惹ひく単語でもない。

　こういうＳＮＳではアダ名のようなハンドルネームが多いけど、この月光商人だけは異い彩さいを放っていた。

「この『月光商人』、他ほかの掲示板にも出しゆつ没ぼつしてるの。知る人ぞ知る悪魔召喚バイヤーね」

　雅がその名前を指さした。

　この月光商人が個人なのか団体なのかは分からない。

　けど、コイツが黒幕だという事は分かる。

「……コイツのプロフィールから、カタログサイトに飛べるみたい」

　カタログサイトという事は、「この悪魔をいくらで売買する」みたいな情報が載のっているわけか。

　柚子がいくつかのセキュリティソフトを立ち上げてから、そのカタログサイトに飛んだ。おそらくウィルスに感かん染せんしないようにするためと、自分の痕跡を消すためだろう。簡単にやってるように見えるけど、きっとすごいソフトを使ってるんだろうな。

　そうして出てきたサイトは、真っ黒だった。

「何コレ？　閉へい鎖さされたの？」

　呟つぶやいた渚だけでなく、僕たちも首を傾かしげる。

「……違う。これは入り口」

　柚子が黒い画面の一部を迷わずクリックすると、なにやら入力フォームが出現した。

　パスワードを要求されるのか。

「どうする？」

　僕は柚子ではなく、雅に尋たずねる。

「どうするって……パスワードがかかってるんじゃ」

「……多分、なんとかなる」

　首をゴキゴキと鳴らす柚子。

　彼女は退たい魔ま省に目をつけられるほどの凄すご腕うでハッカーなのだ。このサイトの制作者が誰か分からないけど、柚子にかかればすぐに破られるだろう。

　僕が雅に尋ねたのは、その許可だ。

「う、うーん。緊きん急きゆう事態だけど、これはこれで犯罪だし……でも、放ほうっておけないし」

　雅も考えこんでしまう。

　風紀を取り締まる立場の人間に頼たのむような事ではなかった。

　僕が後こう悔かいしていると、また教室の扉とびらが開いた。

「ここにいらしたのですか、『法王』」

　数人の男子生徒だ。

　全員、腕うでに「風紀委員」と書かれた腕わん章しようをつけている。

　彼らの先頭に立っている生徒のみが教室に入ってきた。

　サラサラの髪の毛に、細身の身体からだ。目つきは鋭するどく、立ち振ふる舞まいも刃やいばのようにまっすぐキビキビとしている。

　確か、二年クラスＳの人だったはず。

「こんな所に何の用があったのです？　薄うす汚ぎたない悪魔使い共の巣そう窟くつなど、あなたにふさわしくありません」

「んだとこの野や郎ろう！」

　いきなりの暴言に、真っ先にキレるボブ。

「口が過ぎるぞ、千せん手じゆ院いん」

　凛りんとした声に振り返ると、すでに雅は元の姿に戻もどっていた。髪の毛を後ろで縛り、背筋を伸のばして立っているその姿は全生徒の憧あこがれの的。

「ええええっ、『法王』!?」

　正体を知らなかったボブが大声を出す。

「……あ、危なかった」

　柚子も小さな声で安あん堵どしている。「法王」の前でハッキングをする所だったのだ。

　そして転入して間もない渚は「法王」の存在を知らないので、ポカーンとしていた。

「彼らは私の幼おさな馴な染じみだ。昼休みを利用して世間話をしただけだが？」

　そんな僕たちを見て、雅が冷静に説明する。カグラの力を頼たよった事などは伏ふせていた。そうだ、彼女だっておおっぴらにはできない事があるんだ。

「それならいいのですが……」

　千手院と呼ばれた男は、納なつ得とくのいかない表情で引き下がる。その間も恨うらみの篭こもった視線は僕たち、いや、カグラに向けられたままだ。

「邪じや魔まをしたな、諸君。さあ行くぞ」

　雅が先に教室を出る。

　千手院は雅を追って教室から出ようとするが、最後にもう一度振り返り、

「いいか。『法王』の幼馴染だからっていい気になるなよ？　君たちはクズにも劣おとる悪魔使いの一味だという事を忘れないでくれ」

「はぁ!?　何それ!?　ふざけないでよ！」

　それに猛もう反はん発ぱつしたのは、やはり渚。

「アタシはこんなネコ悪魔の仲間じゃないっ！」

「うむ、その通りだ小こ娘むすめ」

　教きよう卓たくに座るカグラが同意する。

「この者らは吾わが輩はいの下僕である。千手院とか言ったな。いずれ貴様らも吾輩の配下に加えてやろう」

「……フン」

　カグラのジョークだか本気だか分からない言葉にも、千手院は動じない。

「悪魔が吠ほえるな。君のような悪魔のせいで、我が校の生徒が迷めい惑わくしているんだ。そんな悪魔を制せい御ぎよできない悪魔使いもな」

　僕と千手院の視線が合う。

　彼らから見れば、僕も悪魔使いの一味だ。

　けど──

「人のせいにすんなっ！」

　それにも反発する渚。

「その悪魔使いを取り締しまれないクセに、デカイ口を叩たたくなっ！　働かざる者食うべからずって言うじゃん！　退たい魔ま士しってのは、悪魔被ひ害がいから困っている人を助けてるから、お給料がもらえるんだよ！」

「くっ……！」

　痛い所をつかれたのか、千手院は反論できない。

　確かに、これだけ悪あく魔ま召しよう喚かん者が増えているのに、検挙したという話は聞かない。月光商人とやらは、よほど巧こう妙みように隠れているのだろう。

「……ほざいてろ、悪魔使い共が」

　捨て台詞ぜりふを吐はいて、千手院は教室から出ていった。

　すでに雅たちは去っており、急いで追いかける彼の足音が滑こつ稽けいに聞こえた。

　嵐あらしのような騒そう動どうが過ぎ去ると、教室は静まりかえる。

「すごーい、渚、カッコいい！」

　雪伽が渚に抱だきついた。

「やっぱり退魔士は迫はく力りよくが違ちがうね！」

「そ、そうかな……あはは」

「かばってくれて、ありがとうね！」

　満面の笑えみで感謝する雪伽。

「うーん……結果的に悪魔使い兄妹きようだいをかばったのかな、アタシ？」

　深く考えずに行動したようだけど、さっきの渚のタンカはとても気持ちが良かった。僕もスカッとした。

「ま、いいか」

　渚が笑うと、自然とクラス全体にも和なごやかな雰ふん囲い気きが戻ってきた。

　時計を見ると、もうほとんど昼休みが終わっている。大量に用意されたカグラの弁当を残さないように、僕たちはもう一度食事に戻ったのだった。
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　ちくしょー、戦せん闘とう試験で骨折った！

　残り一週間、俺なにもできねーよ！　チームもガタガタだし
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　あららぁｗ　お大事にｗ
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　あんな落ちこぼれクラスにやられるなんて思わなかった！

　なんであんなヤツらのせいで、俺がこんな目に遭あうんだよ！
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　>> SorujyaaAさん

　素す敵てきな商品をご用意しております。以下のアドレスに連絡下さい









　一夜明けて、戦闘試験二日目。

　今日の対戦相手は、混成クラスだった。

　戦闘のクラスＡが二人、補給のクラスＢが二人、そして研究のクラスＣ、医い療りようのクラスＤから一人ずつ。

　それぞれのクラスの生徒数からいってもバランスのとれたチームだ。圧あつ倒とう的物量で攻せめてきた昨日のチームとは違い、堅けん実じつな攻め方をしてくる。

　ただ、昨日のように爽さわやかな展開にはならなかった。

　戦闘開始前の挨あい拶さつは、とてもぎこちないものだった。

　彼らは僕たちの戦績を知っている。昨日、雪伽が桜さくら井いに大ケガをさせた事も。自分もそうなるんじゃないかと恐おそれているのだ。

　戦闘試験なんだから、ケガくらいする。

　昨日のケガ人の中では、桜井よりもひどい症しよう状じようの生徒だっていたと聞く。

　だけど「悪魔の武器にやられた」というイメージが先行してしまい、嫌けん悪お感かんと恐きよう怖ふをより増長させてしまうのだ。

　そんな不安定な雰囲気で始まった、二日目。

　今日のフィールドは無機的な場所だった。

　平へい坦たんな人じん工こう芝しばの上に、白いパネルが置かれているだけ。特にどこの場所をイメージしたわけではなく、ただ物を置いただけという。フラットな状態なので、地形に左右されないのが強みでもあり弱みでもある。

　そんなフィールドなので、周囲に観客席が置かれていた。今日は試験を行わないチームや、遅い時間に戦うチームなどが観戦に来る。

　僕らを見に来る観客は、大勢いた。

「いたぜクラスＸ。ほら、あのスタイルいい子。可愛かわいいなー」

「あー、あれか。本当にあれで退魔士なの？　すげー」

　主な観客層は渚を見に来ていた。プロの仕事を間近で見て、自分の戦いに役立てようとする人もいれば、単純に可愛い子を見たいだけの人もいる。

「ハーイ！」

　そんな観客に手を振る渚。どうも彼女は大勢の人に見られていた方がテンションが上がるタイプらしい。普ふ段だん、教室でカグラと接する時とは大おお違ちがいだ。

「……で、どいつだよ悪魔使い」

「ほら、あの女と男。後ろの方」

「ほー、黒い武器なのか……」

　渚を見に来たついでと言わんばかりに、僕たちとカグラにも視線が来る。悪魔武器を使って戦う所は珍めずらしいからだ。ちなみにカグラは直接戦闘には参加しないため、フィールドの隅すみでのんびり休んでいる。

「あれで桜井をやったのか……」

「チッ、悪魔使いめ……」

　恨みのこもった声も聞こえてくる。

　学年で一番人数の多いクラスＡの委員長をやったのだ。仲間の敵対心は相当高まっているはず。

　僕たちには弁解する術すべがない。

　だけど今は気にしないのが一番だ。

「雪伽！」

　一番気にしている妹を見る。

　僕の前に立って、フィールド全体を見ているはずだが、今は銃じゆうを抱だきかかえて立ち尽つくしていた。

　いつもは僕が前に出て、雪伽が後ろから銃を撃うっていた。だけど戦闘試験だと逆になる。雪伽が震ふるえていても、前に立ってかばう事ができない。

　そこへ、思わぬ助けが入った。

「知りもしないで適当な事言わないでよ！」

　観客席で怒ど鳴なっているのは、なんと昨日の対戦相手だった片かた倉くらミドリ。

「雪伽は全力で桜井くんの相手をしただけだよ！　クラスＡのくせにケガくらいでガタガタ言わないでよ、恥はずかしい！」

　物もの凄すごい剣けん幕まくで怒鳴られて、野次を飛ばしていた男子が黙だまり込む。

　あの子、あんなに気が強かったっけ。

「ま、ミドリの言う通りだ。俺がケガしたのはしょうがないって」

　そんな片倉に付き添そっているのは、松まつ葉ば杖づえをついた桜井。よかった、もう歩けるようになったんだ。

「雪伽！」

　観客席から飛んでくる、ミドリの元気な声せい援えん。

「負けないでよ！　桜井くんの事は気にしないで！」

「ミドリ……」

　なんとか笑顔を作ろうとする雪伽。

　ミドリの気持ちはありがたいけど、これでは逆効果なんじゃないだろうか。ケガをした本人を前に全力が出せるのかな……？

「月斗。こっちはいつでもいけるぜ」

　ボブも渚も配置についていた。張り切るボブと、リラックスしている渚が対照的だ。

　あとは後衛なんだけど、こちらも平気そうだ。

「……よし」

　さっきからトラバサミ形天使をばらまいて悦えつに入っている柚子と、僕の後ろで手を振ふっている銀河。動きにほとんど変化が見られない。

　敵も配置についているようだ。フィールドの向こう側から動きが感じられない。

　時計を見ると、試合開始まで三十秒を切っていた。

　今度はどう攻めてくるのか。

　頭の中で敵の動きをシミュレートしているうちに、三十秒はあっという間に過ぎた。

　ブザーが鳴る。

「いっくよー！」

　渚が突とつ撃げきする。

「あ、またお前！」

　それに続いてボブ。

　無む謀ぼうに見えるかもしれないけど、意外とこれが良い結果を生んだ。

　ゲームなどではまっすぐに突撃する敵は格好の的だが、試合開始と同時に高速で突撃してくる敵を相手にすると、戦闘に慣れていない人間は思考能力を失う。

「おっ、おおおおおおお！」

　渚と接敵した男子は盾たてを持っていた。それで渚のナイフをがっちりと受け止める。いくら渚が強いといっても、天使の盾を切り裂さけるわけじゃない。

　そして渚は軽い。盾で押し返されると、簡単に崩くずれてしまう。

「よっ、と」

　だけどそこはプロの退たい魔ま士し。盾で押される前に、高く跳ちよう躍やく。

　天使の盾を踏ふみ台にして、敵の背後に回った。

「やばっ──」

　背後を取られた敵が、とっさに渚を振り向く。

　が、すでに渚は盾士タンクには構わず、さらに奥へと突つき進んでいく。

「えっ、あれっ？」

　無視された盾士は渚を見たまま。つまり、こちらに背を向けている。

「──今！」

　格好の的に対し、雪伽が銃を撃った。

　敵との距きよ離りは二十メートルほど。ボールを投げても当たる距離。

　けど──銃じゆう弾だんは盾士の頰ほおを掠かすめて、パネルに当たった。

「外した!?」

　雪伽より、僕の方が驚おどろいた。

　この距離で雪伽が外したのは初めてだ。

　一度狙ねらいをつけたら、絶対に外さないのが雪伽の腕うで前まえなのに。

　これはカグラの悪あく魔ま武器を使う前から備わっていた、雪伽の取り柄えなのに。

「くっ……！」

　雪伽が小銃を捨てる。

　そして両りよう腕うでを前に出すと、手の中に黒い二丁拳けん銃じゆうが出現した。

　この距離なら拳銃の方がいいと判断したのだろう。その決断の速さは、やっぱり雪伽だ。

　すかさず連射する。二つの拳銃が唸うなりを上げ、敵を撃つ。

「…………っ！」

　合計で十発は撃っただろう。

　だけど盾士はまだ倒たおれていなかった。

　二、三発ほど銃弾をくらったようだが、まだ戦死扱あつかいにはなっていない。

　雪伽に撃たれている事が分かった盾士は、ようやく盾を構えて防ぼう御ぎよ態勢を取る。こうなったら正面からでは撃ち抜ぬけない。

　いつもの雪伽だったら、最初の一発で倒せた相手なのに。

「治ち療りようします！」

「ありがとう！」

　盾士の背後から忍しのび寄ったクラスＤの敵が、三角形の天使を召しよう喚かんする。それはスプレーのような光を発し、盾士の傷口を癒いやす。

　あれは医療用天使だ。戦せん闘とう試験では内部に蓄ちく積せきされたダメージポイントを消す効果になる。もちろん試合中に受けた本当のケガも治せるけど。

　元気になった盾士は、雪伽に狙いをつける。

「行けっ！　行けっ！」

　盾士の号令で、さらに一人の敵が飛び出してきた。

　手には剣けんを持っており、まっすぐ雪伽に飛びかかる。

「危ない雪伽！」

　今のままじゃやられる。そう判断した僕は前に飛び出した。

　雪伽は闇やみ雲くもに銃を撃つが、やっぱり命中しない。

「どうして当たらないの……？」

　雪伽の疑問をよそに、剣けん士しが迫せまる。

　だけど、間に合った。

　僕の盾が剣士の武器をがっちりと受け止めた。

「にぃちゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　雪伽は僕が守るから！」

　宣言するまでもない、いつもの心構えだ。

　けど、声に出す事で僕も気合いが入る。

「うぉおおおおおっ！」

　黒い盾に魔ま力りよくを込めると、一いつ瞬しゆんだけ盾が輝かがやいた。その輝きが強い反発力を生み、剣士を弾はじき飛ばす。

　バネ仕じ掛かけのような衝しよう撃げきが剣士を押し戻もどす。

「おおおおぉおおおおっ！」

　その剣士に向かって突とつ進しんするのは、ボブ。

　全身に鎖くさりを巻かれ、それでもなお手を伸のばして剣士を摑つかむ。そうしてボブが持っている武器──五ご鈷こ杵しよを敵の腹に突き刺さす。

　あれは古オー式ルド退エク魔ソシ術ズムの武器。

　古くて時じ代だい遅おくれの技わざだが、状じよう況きようによっては絶大な効果を発揮する。ボブの体内にある魔力を直接流しこむ事によって、召喚に頼たよらない攻こう撃げきができるのが強みだ。電子機器に頼らない攻撃は、緊きん急きゆう時に役立つ。

　剣士のローブが赤く光った。戦死のサインだ。

「やったねボブ！」

「おう！」

　喜んでいたのも束つかの間、奥から先ほどの盾士が走ってきた。

「悪魔の盾！　勝負だ！」

「いくよっ！」

　僕の黒い盾と、敵の白い盾がぶつかり合う。

　ガチンコの盾勝負だ。

　盾は攻撃を防ぐだけじゃない。鈍どん器きとしても使える。

　だけどこうやって盾同士で殴なぐり合う事はほとんどない。これは相手の盾士が望んで力を試ためしたかったのだろう。

　盾の戦いは、もちろん力も必要だけど、軽快な動作と柔じゆう軟なんな思考も必要になる。

　盾の構造と一いつ緒しよで、まっすぐに受け止めちゃダメだ。敵の攻撃を受け流すように──

「はっ！」

　突進力を横に流すように、僕の盾が動く。

　僕の動きにつられて、敵の盾が横を向いた。

　絶好のチャンス。

　カグラの盾は、これだけじゃない。盾に仕込まれた魔力のワイヤーがある。僕はそれを右手で投げると、敵の盾士の左ひだり腕うでに巻きつけた。

「うわっ！」

　ワイヤーを全力で引くと、盾ごと敵が転ぶ。

　敵の攻撃を阻そ止しするのが盾士の仕事だ。盾だけにこだわってはいけない。もしワイヤーに巻かれたとしても、盾を捨てて殴ってこられたら対処できなかった。

「はぁぁぁぁっ！」

　床ゆかに倒れた盾士に向けて、僕は盾を振り下ろす。

　これで一人──




「月斗、避よけろ！」




　遠くから聞こえるカグラの声。

　右のこめかみのあたりがチリチリする。

「っ!?」

　激しい衝撃が頭から全身に伝わった。

　強い力に吹ふき飛ばされ、その場に倒れた。

　──なんだ。何に攻撃されたんだ？

　僕の周囲には、あの盾士しかいなかった。

　じゃあ、誰だれが？　どうやって？

「……くっ！」

　女子の悲鳴が近くで聞こえる。

　あれは、仲間なのか。敵なのか。

　確かく認にんしたいけど、頭がフラフラする。

　痛む頭に触ふれると、ドロリとしたものが手についた。

　これは、僕の血？

　頭が──

　なんだ、これは。

「──ぃちゃん！」

「──斗！」

　遠くから聞こえる誰かの声。雪伽の声だけは聞き取れるけど──

　頭が、痛い。

　瞼まぶたが、重い。

　なんだろう。

　僕は、何にやられて──

　どこから、攻撃──







　気を失ってからも、激しい頭痛は止まらなかった。

　痛みという底なし沼ぬまに全身浸つかっているような感じで、だけどそれが徐じよ々じよに消えていく。沼だったものが清らかな水に変化するように、僕の頭痛はやがて爽そう快かい感かんに変わっていった。頭の中に清せい涼りよう剤ざいを注入されたようだ。

　そうして痛みが消えていくと、今度は匂においに気づく。

　普ふ段だん、嗅かいだ事のない匂い。

　それで、目が覚めた。

「ん……」

　見慣れた僕の部屋。

　自宅の天てん井じようが目に入る。

　僕のベッドと、僕のシーツ。

　窓の外は暗い。もう夜だ。

　どうしてここに寝ねているのかと考えていると、何かが手に触れた。

　サラサラの髪かみ。

　またカグラが僕のベッドで寝ているのか。たまに全ぜん裸らで僕のベッドに寝ている時があって、油断ならないのだ。「サービスシーンのない人生など無価値だ！」などと言っているが、僕としてはその後に雪伽に怒おこられるのでサービスどころじゃない。

「ちょっとカグラ──」

　シーツを退けて正体を暴あばくと、カグラじゃなかった。

　僕のベッドに頭を乗せて、床で眠ねむっている美少年。

　銀河だった。

「な、なんで銀河がここにいるのっ!?」

　そういうサービスシーンは誰も期待していないのに！

「んあ……あ、目が覚めたんだね。よかった」

　顔を上げて、少し垂れた涎よだれを拭ふく銀河。僕の顔を見るなり、ベッドの上のケータイを手に取り、手早く操作する。

「召喚コールっ」

　銀河が召しよう喚かんしたのは、手のひらサイズの楕だ円えん形の天使だった。

「はい月斗くん。これつけて」

　銀河がその天使を僕の頭に置くと、ひんやりとした感かん触しよくがした。

　感触だけじゃなく、頭の中がなんだかクールになっていく。これは鎮ちん静せい作用のあるガスを出す天使だ。今でも医い療りよう現場ではよく使われている。

「これ……」

「危なかったんだよ。治療が遅おくれてたら、後こう遺い症しようが出たかもしれない。けど悪あく魔まの汚お染せんも少ないし、このまま安静にしてれば明日あしたには治るから」

　ニッコリ笑う銀河。

「悪魔の汚染……」

　徐々に思い出す。

「そっか、僕、何かに攻撃されて」

「うん」

　それだけしか覚えていない。

　というか、僕には何が起きたのかさっぱりだ。

「月斗くんを狙そ撃げきしたヤツがいるんだよ」

「狙撃？」

　だから攻撃された事に気づかなかったのか。

　しかし、疑問はまだある。

「狙撃……って、あれ？　今日の対戦相手って」

「そうなんだ。今日の敵チーム、全員が近接武器の使い手で、銃士ヌーカーがいなかったんだよ」

「じゃあ、誰が僕を撃うったの？」

「それを今、カグラさんが調べてるんだ」

　普段から世話を焼きたがるカグラがいないのは、そういう理由か。

　僕は頭の傷に触れる。こめかみの辺りに傷が付いているのがわかる。けっこう痛い。

「傷口から、魔力の弾だん丸がんで撃たれた事が分かるんだ。カグラさんが摘てき出しゆつしてくれたおかげで弾丸の種類も分かったよ。どうも君を撃ったのは天使の銃じゃないみたい」

「え……？」

　天使の銃じゃなければ、後は──

「悪あく魔まによる狙撃だね」

「ええっ？」

　意味が分からない。

　どうして悪魔が、僕を？

　しかも戦せん闘とう試験の最中に？

「君が倒たおれている間に、『法王』も動いてくれたよ。今日の敵チームに悪魔召しよう喚かんをした生徒がいるんじゃないかって」

「それで、どうだったの？」

「結果はシロ。ていうか、本当に勝ちたくて悪魔召喚をしたなら、向こうが勝ってるはずだよ。悪魔召喚までして負けたんじゃ、割に合わないし」

「あ、僕らのチームが勝ったんだ」

「君が撃たれた直後、渚ちゃんが敵リーダーを倒してくれたんだ」

　こんな時だけど、勝てて良かった。

「その後、先生の車で君をここまで運んで、医療用天使が使えるボクが残ったってわけ。運ぶのはボブや渚ちゃんにも手伝ってもらったけどね」

「そっか。ありがとう、銀河」

「まぁまぁ。こういう時のためにボクがいるから。それより明日、みんなにもお礼を言った方がいいよ」

　銀河の言葉に頷うなずくと、机の上のケータイが目に入った。メールの着信を知らせるランプがチカチカと点てん滅めつしている。

　ケータイを開くと、数件のメールが。

　ボブの簡単な励はげましのメールと、渚の心配するメール。そう言えば渚のアドレスを知らなかったので、登録しておく。

　目を引いたのは、柚子からのメール。

『大だい丈じよう夫ぶ？　このメールを見られるって事は、回復したと思っていい？　明日は学校来られる？　あんたが来ないと戦闘試験がバラバラになっちゃうから、早いところ治して学校来なさいよ』

　普段の彼女からは想像もつかない、饒じよう舌ぜつなメール。

　そして、柚子からのメールはもう一件。

『私も正直者とは言えないけれど、悪魔を使って誰かを傷つける事がどれほど卑ひ劣れつか理解した。月光商人とかいうヤツのＩＰアドレス全部引っこ抜ぬいてやるから待ってて。とことん追い詰つめてやるから』

　牧まき原はら先生の影えい響きようか、メールだとやたら強気だな。

　けど柚子が本気で怒っているのは感じ取れた。

　彼女の気持ちに感謝しつつ、僕は犯人像を推測する。

　まず、この犯人は試験をブチ壊こわしたというより、試験に乗じて僕を攻こう撃げきしたんじゃないだろうか。試験を荒あらしたいなら、わざわざ隠かくれたりせずに、悪魔を人目に晒さらすだろう。

　誰も見えない場所から、僕だけを倒す。

　どうして？

「ねぇ銀河。僕の傷って、命に関かかわる？」

「いや、頭を撃たれてる割には、命に別状はないよ」

「それって変だよね？」

「変だねぇ。悪魔の技わざで頭を狙撃するんだから、殺す事だってできたのにねぇ」

　じゃあ、どうして殺さなかったんだ。

　それとも、殺せなかったのか。

　カグラが守ってくれたのか、もしくは殺す必要がなかった──

　こういう時、雪伽ならどう考えるか。

「雪──」

　呼ぼうとして、彼女がいない事に気がついた。

「雪伽ちゃんなら、台所だよ」

　銀河に言われて、僕は立ち上がる。

　動くと頭の傷が痛むが、銀河が召喚してくれた天使のおかげで楽になった。楕円形の天使はずっと僕の頭に張り付いていてくれる。

　そうしてゆっくりと台所にいくと、雪伽がいた。

　泣いていた。

　涙なみだをぬぐいながら、土ど鍋なべをかきまぜている。

　雑ぞう炊すいのいい匂いがする。僕のために作ってくれたんだ。

「雪伽」

　呼びかけても、返事がない。

「もう大丈夫だよ。銀河が治してくれたんだ」

「……私」

　雑炊をかきまぜながら、雪伽は微かすかな声で呟つぶやく。

「にぃちゃんを守れなかったよ」

「そんな事ないよ。あれは誰だれのせいでもないよ」

「違ちがうよ。私の目なら、あんな狙撃くらい気づいてた。狙撃手を倒すのも銃士の仕事なのに、でも私、自分の事でいっぱいいっぱいになって──」

　鼻をすする雪伽。

　ぽろぽろと流れる涙の粒つぶ。

　僕は雪伽を背中から抱だきしめた。

「雪伽は悪くない。悪いのは、悪魔と召喚者だ」

「でも、私、もう誰も守れない──」

　袖そでで涙を拭ぬぐう雪伽に、僕は何と言うべきか。

「撃てないの」

　雪伽は自分の手を見た。

「私、無意識に人を撃つのを避さけてるの。また桜井くんみたいにケガさせちゃうんじゃないかって。訓練だって、テストだって分かってるのに、手が動かないの。それで周りも見えなくなって──」

「大丈夫だよ」

　雪伽の頰ほおに触ふれ、その涙をすくい取る。

「銃じゃなくても人は守れるんだ。その証しよう拠こに、僕は今とっても嬉うれしい。雪伽の作ってくれた雑炊を早く食べて元気になりたい。それは雪伽にしかできない、僕の心を守る役割なんだよ」

「……にぃちゃん」

　身体からだに回した僕の腕うでに、雪伽の手が触れる。

「私、もう誰にも傷ついて欲しくない」

「うん」

「でも、銃が撃てないの」

「うん」

「そんな私でも、好きでいてくれる？」

「もちろんだよ。雪伽が戦えないなら、それまで僕が守り続ける」

　雪伽を抱きしめる力が強くなる。

「その代わり、いつか僕が不調になったら、助けてくれるかい？」

「うん──」

　手を離はなすと、雪伽が僕を見る。

　今度は雪伽が僕に抱だきついてきた。

　涙で濡ぬれた頰が、僕の頰を撫なでる。

「にぃちゃん！」

　泣きながら笑う雪伽を、僕はもう一度抱きしめた。

　僕を抱きしめる力が強くなるのは、元気になった証拠だ。

「あー……お二人さん。ボク、いるんだけど」

　そんな僕らを遠巻きに見ている銀河。

「あ、銀河くん。ちょうどよかった、雑炊で良かったらご飯食べてって」

「そうだね。僕を治してくれたお礼ってわけでもないけど」

　雪伽も元気になったし、ご飯を食べてもっと元気になるべきだ。

　カグラはまだ帰ってきてないけど、きっとフラリとやってくるはずだ。

「あのさ、念のため確かく認にんするけど、君ら兄妹きようだいなんだよね？」

「当たり前じゃないか」

「どうしたの銀河くん。変なことを訊きいて」

「いやぁ、なんでもないよ。アハハハ」

　どうして笑い声が乾かわいているんだろう。
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　それからすぐにカグラは帰って来た。

　一いつ緒しよに調査をしていたという、雅と一緒に。

　せっかくなので全員で雪伽の作った雑炊を食べる事にした。

「はい、にぃちゃん。あーん」

「あーん」

　もう動けるのに、雪伽は手ずから雑炊を食べさせてくれる。せっかくなのでお言葉に甘える。雪伽の笑え顔がおを見ながら食べる食事は、とても美味おいしい。

「あ、あはは……本当にいつもこうみたいだね」

　向かいの席に座っている銀河。雪伽の雑炊が口に合うようで何より。

「ずるい雪伽ちゃん。ほら月斗ちゃん、私も、あーん」

　雅までレンゲを差し出してくる。

　断るのも悪いからそれを食べると、雪伽が睨にらむ。

「ならば吾わが輩はいも、ほれ、あーん」

「じゃあボクも、あーん」

「なんでカグラや銀河まで!?」

　いくらなんでも四つは多いよ！

　ていうか銀河は男じゃないか！

　そんなバカみたいな食しよく卓たくも終わりに近づくと、誰が催さい促そくするわけでもなかったが、カグラは外出の目的──つまり、調査結果について話し始めた。

「銀河よ。貴様の言う通り、月斗を狙そ撃げきした犯人は悪あく魔まだ。弾だん道どうから計算した位置に、しっかりと魔ま力りよくの痕こん跡せきが残っていたぞ」

「カグラちゃんにしては熱心に調べてたわね～」

「だから吾輩一人でいいと言ったのだ」

「私は私で、ちゃんとできる事やったからね」

　仲が良さそうに見えるが、お互たがい自分の領土を譲ゆずらずに張り合っている感じだ。僕のために調べてくれるのはありがたいけど、ケンカは止やめて欲しい。

「……まぁ、とにかく月斗を撃うったのは悪あく魔まだ。これは吾輩が悪魔の名にかけて保証しよう。悪魔が単独で月斗を狙ねらったか、あるいは人間が悪魔を召しよう喚かんしたか──まぁ契けい約やく終しゆう了りようと同時に消えたという事は後者だろうな」

　どんな事情か知らないが、悪魔が僕を撃つためには学園に侵しん入にゆうしなければならない。上級悪魔でも通れない強力な結界が張られているので、それはほぼ不可能なのだ。だが学内で誰かが召喚すれば話は違う。

　だからこそＰＣなどに規制をかけて、悪魔召喚できないようにしてあるのだけど。

「私も付近の聞き込みをしてみたんだけど」

　今度は雅の説明。

「狙撃した時間、あの場所の近くでＰＣを使った人や、怪あやしい人がいないかどうか聞いて回ったの。そしたら変わった人を見たって報告が何件かあったのよ」

「どんな人？」

「それが……小さな女の子だったんですって」

　全員の視線がカグラに集中する。

「待て！　吾輩が月斗を狙撃するわけなかろう！　試合中は側そばにいただろうが！」

「でもカグラなら側にいる状態でも、魔力の弾だん丸がんだけを遠くから飛ばせるよね」

　サラリと反論する雪伽。

「うむ──やろうと思えばできるだろう。だがっ！　吾輩はそんな事しない！」

「大だい丈じよう夫ぶ、分かってるよ」

　苦く笑しようする僕。

「僕と雪伽との契約があるもんね。悪魔は契約に厳しいんでしょ？」

「その通り。約束を破るのは人間だけだ」

　僕のフォローを聞いて上じよう機き嫌げんになるカグラ。僕に信しん頼らいされている事が分かって、嬉しいのかな？　逆に言えば、それまで不安だったのかな。

「けど、カグラ以外の小さな子供なんて……」

　七星降霊学園は制服着用の義務がある。仮にものすごく背が小さくて童顔の女の子がいたとしても、制服を着ていれば「小さな女の子」なんて形容はされない。普ふ通つうに「背の低い女生徒」と言われるはずだ。

　そう考えると、その女の子がどれほど異質なのかが分かる。

「その女の子が悪魔……なのかな」

「可能性は高いわねー」

　僕の推測に、雅が同意する。

「だとすると、まだまだ調べないと。悪魔だけ見つけても、悪魔召喚者が誰だれか分からないんじゃまた被ひ害がいが出るかもしれないし」

　肩かたを押さえて苦笑する雅。「法王」は本当に大変だ。

　そんな彼女をじっと見つめる雪伽。

「……ねぇ、お姉ちゃん」

「なに、雪伽ちゃん」

「悪魔使いを見つけたら、どうするの？」

「もちろん逮たい捕ほするわよ。風紀委員の権限でね」

「それって……戦うの？」

「必要があれば、そうするわよー」

　気楽に言うけど、それがどれだけ大変な事かは分かる。クラスＳとはいえ、悪魔を相手に学生が戦うのだから、下手へたをすると死の危険もある。

「同じ人間なのに、お姉ちゃんは戦えるの？」

　ああ、そうか。雪伽はそれが訊きたかったのか。

　人を撃てなくなった雪伽が、人を斬きれる雅に求める答えは──

「風紀委員だけじゃなくて、退たい魔ま士しのお仕事なんて人との戦いがほとんどよー。カグラちゃんも言ってたけど、約束事を破るのは人間だけだもんね。それを誰だれかが取り締しまるのは、仕方のない事よ」

「お姉ちゃんは、それでいいの？」

「ええ」

　あっさりと答える雅。

「それで助かる人がいるからね」

「……そっか」

　雅の言葉には迷いの片へん鱗りんすら見えない。

　それは彼女が「法王」として生きるために、必要な決断なのだ。

　僕も──迷わない。

　雪伽をはじめ、大切な人を守るためなら悪魔だって使う。それが悪魔使いとしての僕の誓ちかい。

　だけど雪伽は違ちがう。

　強大な力を前に、まだ迷っているんだ。

「逆に言うと、悪魔や悪魔使いを野放しにしておくと、誰かが傷ついちゃうのよね。私はそれが嫌いやなだけかも」

　そう言って雅は僕たちではなく──

「ねぇ、大おお河内こうちくん？」

　何故なぜか銀河に対してそう言った。

「……ええ、本当に」

　銀河は下を向いたまま、小さく頷うなずく。

　どういう意味だろう。

　そもそも雅と銀河、二人はどういう繫つながりなんだ。

　それを訊きこうと思ったけど、ダメだった。

　銀河の表情が、訊いて欲しくないと暗に言っていたからだ。

「助ける……か」

　そんな銀河に気づかず、雪伽は雅の言葉について考えている。

　簡単に結論なんて出ないと思うけど、雪伽は雪伽なりの答えを見つければいいと思う。そのための協力なら惜おしまない。

　雪伽の銃じゆうがもう一度蘇よみがえるまで、僕が彼女を守るんだ。









　新着メッセージが１件あります

　From：月光商人

　効果の程ほど、確かく認にんしていただけたようで何よりです。

　先の説明通り、こちらの商品は無料の試供品です。

　お客様が指定した標的に対し、死に至らない一度のみの狙撃を提供致いたしました。

　これで私の話は信用していただけたでしょう。

　では、次のアドレスからカタログページに飛んでください。

　対象の殺害、自身の強化、歪ゆがんだ欲よく望ぼうの充じゆう足そく、あらゆる商品を用意してあります。




　桜井猛たける様に、月光の導きがあらんことを。
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　近くのバス停まで銀ぎん河がを送ってきた。

　僕と雪せつ伽かとカグラの三人だ。

　雅みやびは夕食の後片付けをしてくれている。さて、今日はお皿何枚で済むだろうか。

　銀河を乗せたバスが遠ざかっていくと、雪伽がコンビニに寄りたいと言い出した。部屋の時計の電池がなくなったらしい。

　僕たちが住んでいる町は学園を中心に広がる住宅街で、十分も歩けば全国チェーンのコンビニか個人経営のコンビニのどちらかに辿たどり着く。そのくらいの都会だ。千葉県の中でも割と栄さかえている方ではなかろうか。

　コンビニには僕たち以外の客はおらず、店員も暇ひまそうにしていた。さっさと用事を済ませて、店を出る。

　帰り道はちょっと遠回りをした。

　周囲には巨きよ大だい工場が多いので、稼か動どうしていない夜は静かだ。この平成の時代にまだ現存している暴走族の騒そう音おんが、たまに遠くから聞こえてきたりする。

　涼すずしい風に当たると、僕の頭も冷えてきた。

　銀河の治ち療りようのおかげか、狙撃の傷はほとんど塞ふさがっていた。痛みも全くない。医い療りよう用天使を的確に使うと、こんなに早く治るものなのか。

「ふふーん、ふふーん」

　僕の前を歩いている雪伽も上機嫌でビニール袋ぶくろを振ふり回していた。電池だけを買うつもりだったのに、気がついたらアイスとか買ってるんだから。

「おい雪伽。吾わが輩はいのアイスを潰つぶすなよ」

「わかってるよー」

　暗い公園の横を楽しそうに歩く雪伽。

　気分転てん換かんに散歩をして良かったかも。少しは元気を出してくれるといいな。

「にぃちゃん」

　雪伽が振り向いて、こう言った。

「今日は本当にごめんね」

「そんな事ないよ。雪伽はがんばってたじゃないか」

「ううん。やっぱりダメ。どうがんばっても銃が撃うてない。このままじゃ明日あしたの戦せん闘とう試験に出られないよ」

　雪伽が立ち止まると、揺ゆれていたコンビニの袋も止まる。

「ならば雪伽よ。いっその事、銀河のように医療用天使を学んでみてはどうだ？」

　腕うでから下がったビニール袋を小こ突づきながら、カグラが提案する。確かにそれなら人を傷つけずに戦場に出られる。

「カグラは医療用の技わざ使えるの？」

「ふむ。人間の薬なら扱あつかえるのだがな。悪あく魔ま的方法で医い療りよう魔ま法ほうを使うとなると、人間には刺し激げきが強いかも知れぬ。人間は風邪かぜを治す時に、ドリルは使わぬだろう？」

「悪魔は使うんだ……」

　今日、僕のケガを治そうとしたカグラは、どんな手段を使おうとしたのか。訊かない方がいいだろう。

「だがな、戦う方法は多くあれど、それで雪伽が救われるわけではないぞ？」

「……わかってるよ」

　悪魔にふさわしい辛しん辣らつな言葉。持ち上げておいて落とすのだ。

「カグラは同族を殺しても、何とも思わないしね。やっぱり悪魔だよ」

「その通り、吾輩は悪魔だ。悪魔の中には別種の悪魔を喰くらって成長する者もいるからな。人間とは生態系も倫りん理り観も違うのだ」

「その割には、カグラも他ほかの悪魔も人間の事に詳くわしいよね」

　そうでなければ、人間の倫理のスキをついた悪事が働けない。

　もしも殺人が悪にならない国があったとしたら、悪魔と殺人代行の契けい約やくを結ぶ者は少ないだろう。

「人間にとって悪魔は敵でしかないが、悪魔にとっては必ずしもそうではない。やり方によっては優良な顧こ客きやくになるからな」

　人類が誕生して以来、悪魔は常に人間の影かげに集まってきた。

　顧客に商品を売るためには、まず相手の文化を知らなくてはならないわけか。

「ほれ、そこにもいるぞ。人間相手の商売人が」

　カグラが尻尾しつぽで示すのは、暗い公園の中。

「!?」

　さっきまでは、いなかった。

　暗がりの中に人ひと型がたの何かがいる。

　猫ねこ背ぜと呼ぶには曲がりすぎている上体に、太い手足。

　そして口から聞こえてくる呻うめき声のような音。

　まず間ま違ちがいなく人間ではない。

「にぃちゃん！」

　雪伽が僕の腕にしがみつく。

　こういう時、雪伽はちゃんと分かっていて、しがみつくのは絶対に右みぎ腕うでなんだ。

「カグラ！」

　僕の左ひだり腕うでに黒い盾たてが生まれる。

　警けい戒かいする僕の前に、その影はやってきた。

「ウウウゥ……！」

　もはや両手を地面につけて四足歩行の体勢になっているそれは、全身から硬かたい体毛を生やした人じん獣じゆう型の悪魔。

　なんでこんな街中に、たった一人で？

「ガァッ……！」

　言葉を発しない、知能の低い悪魔だ。

　僕が幕張で戦った人獣型は低級だけど人語を理解していた。

　けど、目の前のコイツは喋しやべれないけど中級か、あるいはそれ以上の強さを持っている事が分かる。

　どうして強さまで分かるのかと言うと、さっきから盾がビリビリと震ふるえているのだ。

　あの悪魔から漏もれ出した魔ま力りよくが盾にぶつかっている。小動物や虫ならば死んでいるくらい強力な魔力だ。

「この悪魔は……！」

　近くの民家の塀へいに上り、高い位置から観察するカグラ。

「何か分かるの、カグラ!?」

「いや、全然分からん」

　それは逆に恐おそろしい。

　自らを偉い大だいな悪魔と称しようするカグラのデータベースにない悪魔という事は、攻こう撃げき方法も弱点も分からないんじゃないか。

「ケ……」

　悪魔が何かを呟つぶやく。

「ケイヤ……ク……ヲ……ハ……タス……」

　人語が話せるのか。今、契約って言ったの？

「ガアアァァァァァッッ！」

　僕の疑問をよそに、悪魔が飛び掛かかってきた。

　獣のような速さで僕の盾に喰くらいつく。強い衝しよう撃げきを闘とう牛ぎゆう士しのように受け流すが、鋭するどい爪つめを振り回して反はん撃げきのスキを与あたえない。

　けど、僕に喰いついたのはチャンスだ。

「雪伽！」

　僕が盾でひきつける間に、雪伽が撃つ。

　いつものフォーメーションだ。

「ガァアアアアアア！」

　戦術もへったくれもない。悪魔は両りよう腕うでで僕の盾を何度も殴なぐる。

　丸太のような腕が盾を連続で叩たたき、僕の身体からだは少しずつ後ろに下がる。

　ものすごい力だ。そう長くは耐たえられない。

「雪伽！」

　早く狙ねらい撃ってくれ。

　僕は背後にいる雪伽を見る。

「……にぃちゃん！」

　雪伽の手に黒い銃じゆうが生まれた。

　が、それを持つ手が震えているのが分かる。

「当てようとしなくていい！　牽けん制せいして！」

「わ、わかった！」

　僕の指示通り、雪伽の銃が火を噴ふいた。発射された弾だん丸がんは悪魔の真横を掠かすめるように飛んでいく。それを見た悪魔の手が一いつ瞬しゆんだけゆるんだ。

「ガァァァッ、グァアアアアア！」

　それでも悪魔の猛もう攻こうは止まらない。

　先の事を何も考えていない、イノシシのようにまっすぐな暴力。それが絶え間なく僕の盾に打ち付けられている。

　カグラの盾だから壊こわれはしないけど、その前に僕の腕が壊れそうだ。

　このままだと僕は身動きできない。攻撃も逃とう走そうも不可能だ。

　雪伽に助けて欲しかったけど、今は──

「にぃちゃん！」

　また雪伽の声。

「ニャァッ!?」

　そして驚おどろいているカグラの声。

「えいっ！」

　なんと銃が当たらなくなった雪伽は、カグラの身体を担かついでこちらにブン投げたではないか。何も考えずに全力で投げられたカグラの身体は、放物線を描えがいて悪魔の顔面にぶつかった。

「おのれ雪伽！　吾輩を何だと思っている!?」

「カグラは強い悪魔なんでしょ！　だったらアレやっつけてよ！」

「ちぃっ！　だが契約者の危機なら仕方あるまい！」

　カグラが背中から黒い触しよく手しゆを伸のばす。おそらく僕の盾から伸びるワイヤーと同じものだ。それが悪魔に向かって数本飛んで行った。

「ガァッ！」

　悪魔は鋭い爪で触手をまとめて弾はじくと、形勢不利だと悟さとったのか、ようやく僕から離はなれてくれた。

　だけど興奮した目でカグラと雪伽を交こう互ごに見ている。

　僕ならいいけど、雪伽に攻撃されたら──

　どうやって守るか思案していると、

「召喚コール！」

　凛りんとした声。

　僕の背後で何かが光る。それが天使召しよう喚かんの光だとすぐに分かった。

　足音で誰だれが来たのかも分かる。

「伏ふせろ！」

　言われた通りに、僕も雪伽もその場にしゃがむ。

　僕の頭上を飛び越こえ、長い髪かみを翻ひるがえしながら悪魔に斬きりかかるのは、長ちよう剣けんを持った雅だった。真っ白な剣は悪魔の爪よりも速く、その胴どうを切り裂さいた。

「ガァアアアアアアアアアアッ！」

　傷を負った悪魔も、それを無視して雅に腕うでを振ふり下ろす。

「ふっ！」

　雅の剣が爪を弾き、また胴を斬る。さらに返す刀でまた斬り、そして突つく。

　一瞬で三回も攻撃できる技量なんて、渚でも持っているかどうか。その剣は機械のように素す早ばやくて精密だ。

　これが「法王」の実力。

　力で押してくるタイプの悪魔に一歩も退ひかず、逆に押し返すほどの技量。

　これは全校生徒が憧あこがれるのも当然だ。

　ただし彼女の手にいくつか切り傷ができているのが見えた。これは戦せん闘とうで負ったものではなく、ウチのお皿と引き替かえに作った傷だろう。

「ギッ……！」

　とうとう勝てないと悟ったのか、悪あく魔まが後ろに下がる。

　そして体勢を整えるかと思いきや、そのまま逃にげ去っていった。

　公園の暗がりに消えたまま、完全に見えなくなったのを確かく認にんしてから、ようやく僕は武器を戻もどした。

「あ、危なかったぁ……」

　よく退けられたものだ。雅がいなかったら、確実に死んでいた。

「まだだっ！」

　雅は戦闘態勢を解いていない。

　え、だってあの悪魔は逃げて──

「誰っ!?」

　雪伽の声に振り返る。

　街灯に照らされて路地に立っている、新たな存在。

　悪魔、いや、違ちがう。

　人間の──女の子。

　黒い髪、黒いスーツのような服。

　年ねん齢れいはカグラと同じくらいだろうか。洋風の人形のようなカグラに対して、彼女は市松人形のようだ。黒い長ちよう髪はつと無表情のせいだろう。

「誰……？」

　僕の質問に答えず、女の子は背中を向ける。

「待てっ！」

　雅が追おうとするが、少女の行動は素早かった。

　ケータイを取り出し、魔ま法ほう陣じんを展開させ──




「召喚サモン」




　呟いた次の瞬しゆん間かん、突とつ風ぷうを伴ともなう黒い霧きりが吹ふき荒あれた。夜の住宅街をさらに黒く染め上げる黒い霧は僕らを包み込むと、一瞬にして消え去った。

　その霧と一いつ緒しよに、女の子も消失していた。

　今度こそ、悪魔も女の子もいない平和な空間に戻った。

　そのはずなんだけど、戦う前より胸のざわつきが大きくなっている。

　どういう事なんだ。

「逃げた……の？」

「いや、それよりも──」

　あの黒い霧、そして魔法陣。

　もしかして、あれは。

「悪魔使いだな」

　カグラの言葉に、雅が頷うなずく。

　どうして悪魔使いが、僕たちの所へ？

　さっきの人獣型悪魔も、彼女が召喚したというのか。

　契けい約やくと言っていたけど──

「にぃちゃん！」

　雪伽が僕の胸に飛び込んでくる。

「にぃちゃあああん！　怖こわかったよぉぉぉっ！」

　号ごう泣きゆうする雪伽の背中を撫なで、僕は安あん堵どする。

　問題は山積みだけど、とりあえず雪伽が無事で良かった。

「ごめんね！　ごめんね！　私、撃うてなくって……！」

「心配ないよ」

　雪伽の頭を撫でる。

「いつか撃てるようになるから。ゆっくり治していこう」

　スランプは一時的なものだと思っている。

　雪伽の中で何かのきっかけがあれば、すぐに元通りになるはずなんだ。

　勝手な憶おく測そくだけど、そう信じている。きっかけ一つで不調になったのだから、戻るきっかけだってあるはずなんだ。

「そうよー、雪伽ちゃん」

　雅も雪伽の頭を撫でて、こう言った。

「月げつ斗とちゃんを守るために、ちゃんと銃が撃てたじゃない。引き金を引く勇気があるなら、あとはまた訓練すればいいのよ」

「お姉ちゃん……」

　雅に諭さとされて、雪伽の涙なみだが止まる。

「それまでに月斗が死ななければ良いがな」

「カグラ！」

　茶々を入れるカグラに怒ど鳴なる僕だが、

「今日の悪魔二体、どちらもターゲットは月斗であったぞ。しかも『契約』と言っておった。確実に人間の悪魔使いによる犯行だ」

　そう言われて、僕も思い出す。

　狙そ撃げきもそうだけど、さっきの人獣型は僕しか狙っていなかった。

「……なんで、またにぃちゃんが？」

「それは僕が知りたいよ」

「だって、分かんないよ。誰かに恨うらまれるんだとしたら、私じゃない！」

　悲痛な叫さけび声をあげる雪伽。

　まだクラスＡの事を気にしているんだ。

　けど、残りの試合を五人でこなさなければならなくなったクラスＡは雪伽を恨んでも仕方がない。チームの全員が戦闘に命をかけているクラスＡだ。車からタイヤを外されたような理り不ふ尽じんさは感じているだろう。

「雪伽ちゃんを恨んで、あの悪魔使いに依い頼らいしたっていう筋書きなら通るんだけど、月斗ちゃんが狙ねらわれてるからねー」

　事件を調査していた雅にも理由は分からないようだ。僕も心当たりがまるでないので、困っている。

「そんなもの、決まっている」

　カグラはあっさりと結論づけた。

「雪伽に対する嫌いやがらせだ。憎にくしみを対象者ではなく、その身内にぶつけて精神的にダメージを負わせるためにな」

「そんなっ！　そんなのもっと嫌だよ！　止やめさせないと！」

　悲しみながらも怒いかりに燃える雪伽だけど、

「ならばどうするのだ？」

「えっ？」

　カグラの質問に、戸と惑まどってしまう。

「にぃちゃんへの攻こう撃げきは止めさせたいけど……悪魔使いは悪い人なんだよね。だったら頼たのみ込んで止めてくれるわけないよね……」

「そうだ。月斗への攻撃を止めるには、召喚者を逮たい捕ほするか殺すしかあるまい。どちらにせよ、待っているのは戦いだ」

「そんなの……！」

　誰か他ほかの人に頼んでも良い案件だ。本来なら退たい魔ま士しの仕事である。学園内だったら風紀委員が動いてくれるかもしれない。

　けど、本当に僕に恨みを持つ人間ならば、接せつ触しよくしてくる可能性もある。その時に戦わないのであれば、雪伽は僕がやられるのを棒立ちで見ている事になる。

「やだよ……にぃちゃんがやられてるのに、何もできないのは、嫌だよ……」

「ならば戦うしかあるまい」

「それも……嫌。傷つけたくない」

「ワガママだな貴様は！」

　カグラは地面に落ちたコンビニの袋ふくろを拾うと、中からアイスを取り出す。ネコのまま食べるのかと思ったけど、そこは人間に化けて袋を開けた。

「まぁいい。貴様がそういう考えなのなら、吾わが輩はいはもう何も言わぬ」

　棒アイスをペロリと舐なめて、カグラは笑う。




「退魔士が人を傷つける仕事なのだとしたら、天あま人とと地ち鶴づるも快楽殺人者という理論になるが、それでも良いのだな？」




　父さんと母さんの名前を出されて、雪伽がハッとなる。

　退魔士のエリート組織、ＸＸエクソｉｓｔシスト部隊だった両親はあらゆる敵と戦ってきた。

　それこそ人間とだってやり合ったはず。その全すべてが犯罪者だとしても、戦闘で殺した悪魔使いは数え切れないほど多いだろう。

「そんなことないっ！」

　雪伽の叫びには、説得力がまるでなかった。

「お父さんもお母さんも、誰だれかを助ける立派な仕事をしたんだよ！」

「それは聞き飽あきた。先ほど、雅も同じ事を言っておったろう」

「そうねー」

　悪魔使いと戦うのは、誰かを助けるため、か。

　その通りだ。雪伽が臆おく病びようになればなるほど、誰かが傷つくかもしれない。

「貴様も頭では理解しているのだな？」

「うん……」

「ならば、後は実じつ践せんしかあるまい」

「実践？　どうするの？」

「決まっている。月斗を狙う犯人を見つけ出し、救ってやるのだ」

「救う……」

「そうすれば貴様の気も晴れるだろう。荒あら療りよう治じというわけでもない、まさに正せい攻こう法ほうだ」

　最後までアイスを食べ終えると、カグラは棒を見て舌打ちする。どうやらアタリではなかったらしい。

「ありがとカグラ。私、がんばってみる」

「僕も協力するよ。自分のためでもあるしね」

　僕が狙われているから、という理由もあるけど、雪伽が元気になってくれれば僕だけじゃなくクラスＸ全体が活気づくと思うんだ。

「すごいねカグラ。悩なやみ相談もできちゃうんだね」

「当然だ！　吾輩を誰だと思っている！　家人を肉体的にも精神的にも慰なぐさめられる最強の大悪魔デーモンカグラ様だぞ！」

　そうしてカグラは僕の腕うでに抱だきつく。

「月斗も悩みがあるなら吾輩に言え。夜よ伽とぎのついでに解消してやろう」

「だからいらないってば！」

「…………！」

　あ、今ちょっとだけ雪伽の手に銃じゆうっぽいシルエットが見えた。

　そして雅も剣けんを持ち上げてるんだけど、どうして？




　　　　＊




　翌朝、教室に行くとボブしかいなかった。

　いつもは最初に柚ゆ子ずが来ているのだけど、今日は珍めずらしい。

「おう月斗！　もう平気か？」

「うん。銀河に治してもらったおかげだよ」

　傷は完全に塞ふさがり、後こう遺い症しようもない。この分なら今日の戦せん闘とう試験も問題なさそうだ。

「おはようボブ！」

　雪伽が元気に挨あい拶さつする。

「おっ、雪伽？　昨日より調子いいじゃねーか」

「ううん。やっぱり銃は当たらないままだよ」

「はぁ!?」

　驚おどろくボブだが、雪伽の笑え顔がおにも根こん拠きよがあるのだ。

「銃が当たらなくても、やれる事はあるもんね。それより私が全快するための方法を探す方が早いからね」

「まぁ、そーだけどよ……なんつーか、ポジティブなんだかネガティブなんだか」

　僕にも理解しがたい理論だが、言っている事は正しいと思う。

　そのための努力をすると決心してくれただけでも嬉うれしい。

「それでね、ボブに訊ききたいんだけど」

　カバンを机に置くと、雪伽はボブの隣となりのイスに腰こし掛かける。僕もその隣に座ると、カグラが机の上に乗った。

「ん？」

「私ね、人を傷つけて助けるって事について考えてるの。退魔士の仕事って、そういう事なんだって」

「おぉ……まぁ、そうか。そういうものか」

　突とつ然ぜんの話に当とう惑わくするボブだが、雪伽がそれをどうやって導き出したのかは想像に難かたくない。すぐに納なつ得とくして頷うなずいた。

「ボブの古オー式ルド退エク魔ソシ術ズムも、やっぱり人間相手に使われたりするの？」

「おう、そりゃあるさ。時には人間をふん縛じばって痛めつけたりするぜ」

　やっぱり昔からそういう技術はあるのか。

「俺ん家ちじゃ『狐きつね狩がり』って呼んでたな。悪い霊れい魂こんが人間の身体からだにとり憑つく事を『狐憑き』って呼ぶんだけどよ、そいつを追い出すために本人をブン殴なぐったりするぜ」

「殴るのが、退たい魔ま術じゆつなの？」

「違ちがう違う。降こう霊れい術じゆつの『憑ひよう依い』と同じでさ、リミッターぶっちぎって人間が強化されちまうんだ。だから数人がかりで取り押さえるしかねーんだよ」

「うわぁ～……大変そう」

　僕も授業で学んだ。召しよう喚かんと違って、憑依は人間の力を爆ばく発はつ的に強める。そのため術者本人ですら制せい御ぎよがきかなくなってしまう時がある。そうなったらブレーキの壊こわれた車と一いつ緒しよだ。どこまでも走り続ける。

「今でこそ悪あく魔まがフツーにいるけどよ、昔は召喚よりも憑依がメインだったらしいぜ。だから古式退魔術の家系は代々鍛きたえてんだと。俺も訓練させられたもんだ」

　ボブの身体が大きいのは、そういう理由だったのか。

「まぁ、そんなわけで古式退魔術は常に人間との戦いなわけよ。そいつの身体から狐を追い出して救わないとな」

「救う……ためなんだね、やっぱり」

　興味深そうに頷く雪伽。

「おうよ」

　ボブは爽さわやかな笑顔で答える。

　そして椅い子すごと雪伽に向き直り、まっすぐに目を見る。

「いいか雪伽。お前は戦う事を悪い事だと考えている。確かに暴力ってのはむやみに振ふるうもんじゃねぇ。だけど人を殴るだけが暴力じゃねーぞ。言葉で傷つけたり、態度で傷つけたりもする。自分の主張を通すためにな」

「うん……」

「その善悪の判断が、お前の中で曖あい昧まいになってるんだな。だけどよ、善悪を判断するのはお前だけじゃない。ジャッジを人に委ゆだねるのも大切だぜ？　間ま違ちがった事をしたら、誰かが注意してくれるだろ？　誰もいなくても、仏様が見ててくれるさ」

「そういうもの……なのかな」

「ああ。だから本当に困った時があったら、迷わずに信念に従って行動すればいい。それが間違っていたら、俺や月斗が必ず助けるからな」

「そんな大事な事、人に任せていいの？」

「大事だから、信しん頼らいできる人に任せるんだ」

「そっか……」

　ボブの言葉を嚙かみしめている雪伽。

　彼の言う通りだ。人を傷つける事の恐きよう怖ふは、誰かと分かち合えばいい。

　それはきっと僕の役目だ。

　仮に雪伽が間違えて罪のない人を傷つけたりしても、その罪は僕が被かぶる。

　僕は雪伽の汚よごれた部分を全て引き受ける自信がある。

　それが盾たての役目だ。

「ありがとボブ。やっぱりお坊ぼうさんって話しやすいね」

「あいや、これもまた修しゆ行ぎよう也なり」

　合がつ掌しようして目を閉じるボブ。

「つっても、暴力なんて振るわないのが一番だけどな」

　カッコよく決めたのに、ボブはそう言って照れ隠かくしをする。

「それができたら苦労しないよ」

　僕も苦く笑しようするけど、

「いやいや、達人の狐狩りはスゲーんだ。本当に手を触ふれずに狐を抜ぬき取っちまう。そこに至るまでには、何百人もの狐憑きと戦ったんだろうけどな」

「フン。それがどうした」

　鼻で笑ったのはカグラ。

「その程度の技わざ、吾輩でもできるわ！」

「悪あく魔まと比べられてもなぁ……」

　何か大層な技を持っている人がいると、必ずカグラは突つっかかってくるなあ。よっぽど負けず嫌ぎらいなんだな。そこは悪魔のプライドってやつなのかな。

「あ、そういや雪伽で思い出したんだけど」

「何？」

「桜さくら井いのいたクラスＡのチーム、昨日勝ったらしいぜ」

「本当に？」

　リーダー不在で五人のチームなのに。

「あの桜井の彼女の片かた倉くらって子が頑がん張ばってチームを立て直したんだと。健けな気げっつーか、勝気っつーか──とにかくすげぇよな」

「え……ミドリって桜井くんと付き合ってたの？」

　知らない情報に驚く雪伽。

「俺も詳くわしい事は知らないけど、勝敗を教えてくれたクラスＡのダチが言ってたから、多分本当なんじゃねーかな」

　そうだったんだ。

　だから桜井にもずっと寄り添そっていたのか。

　彼がいつでもチームに戻もどって来られるように、頑張っていたんだ。

　ミドリの気持ちを考えていると、大きな足音が聞こえてきた。

　男子が追いかけっこしているのかと思ったけど、それはクラスＸの教室に飛び込んできた。

「…………いる？」

　なんと柚子だった。

　彼女が息を切らして走ってくるなんて、天変地異ものだ。

「……いた」

　彼女は僕と雪伽を見て安あん堵どの息を漏もらす。

「…………よかった……」

　そして机にカバンを置くと、その場にズルズルとへたり込んでしまった。

「おいユズコ！　どうしたんだよ!?」

　慌あわててボブが柚子を抱だき起こし、なんとか椅子に座らせる。

　ずっと走ってきたのか、柚子はしばらく喋しやべれなかった。カグラが持っていた水すい筒とうのお茶を飲ませると、ようやく息を整えることができたようだ。

　と思ったら、僕を睨にらみ付ける柚子。

「どうしたの、柚子」

「……元気になったなら、メールくらい返してよ」

　あ、しまった。

　あのまま放置していたんだった。

「ご、ごめんっ！」

「……別に、いいけど」

　少しだけ顔を赤らめて、僕から視線を逸そらす柚子。

　何か変な事を言ったかな。

　僕が謝るのをよそに、彼女はカバンからＰＣを取り出して机に置く。

「……さっき、ハッキングに成功したの」

「ハッキングって？」

「さっき？」

　僕と雪伽が同時に別々の質問をするが、柚子が答えてくれたのは一つだけ。

「……これ」

　開いたＰＣの画面に表示されているのは、一昨日おととい見た月光商人のサイト。

「……メールフォームの入力履り歴れきを調べてみた」

「そんなもの、調べられるの？」

「……朝までかかった」

　よく見れば彼女の眼めの下には大きなクマが。

　それが「さっき」の理由か。彼女も負けず嫌いなんだろうなぁ。

「……ここ」

　柚子が指さしている画面には、メールフォールから抜き取った送信者の名めい簿ぼがあった。これが月光商人に依い頼らいをした人間か。

　数は意外と少ない。十人かそこら。

　そりゃ悪魔召喚をしようと考える人間なんて、そうそういるわけないよね。月光商人と連れん絡らくを取ったとしても、実際に買うかどうかは別の話だし。

　きっと本当に悪魔召喚法を購こう入にゆうした人は、この中でも二、三人くらいじゃないかな。

　もちろん購入者も入力フォームに本名なんて入れるはずもなく、ハンドルネームとメールアドレスのみの投とう稿こうになっている。

　柚子はそのメールアドレスから、本名を割り出していた。

　犯罪をする時などに一時的に使うアカウント、いわゆる「捨てアカ」を使っている人もいるが、中には学校のアカウントをそのまま使う間ま抜ぬけもいる。

　その間抜けの中に、いた。僕の知っている名前。

　──桜井猛たける。

「ウソだろ……？」

　なんで彼が月光商人にコンタクトを取ったのだ。

　いや、そんな疑問は考えるまでもない。

　復ふく讐しゆうするため。

　誰だれに？

　決まっている──雪伽だ。

　あれ、でも狙ねらわれてるのは僕だよね？

　てことは桜井じゃない？　では、誰が。

「花はな村むらいるか？」

　また教室のドアが開く。入ってきたのは──

「桜井……くん？」

　ボブと同じくらい身長の高い、凛り々りしい男子。

　だけど今日はその顔が曇くもっている。

　松まつ葉ば杖づえの音と共に教室に入ってきた彼は、僕たちの前にやってくると、さらに悲しそうな顔をする。

「ど、どうしたの桜井くん？」

　慌てて柚子がＰＣを閉じる。これを見られたら何て言われるか。

　そんな僕たちの慌てっぷりをよそに、なんと桜井は松葉杖を投げ出した。

「!?」

　そして、その場に深々と土下座したではないか。

「すまん花村！」

　武士のように正々堂々とした土下座に、僕たちは言葉を失う。

　そのまましばらく桜井は黙だまっていた。僕の沙さ汰たを待っているのか。

「え、えっと、どういう事？」

「昨日……戦せん闘とう試験でお前、狙そ撃げきされたろ？　あれは俺の仕し業わざなんだ！」

　やっぱりそうなのか。

　柚子のＰＣは噓うそをついていなかった。犯人は彼だったんだ。

「ふむ、詳しく話してみるがよい」

　土下座する桜井の背中にカグラが乗っかる。僕が手で払はらっても退こうとはしない。

「あの日、雪伽ちゃんにケガさせられて、俺、どうかしちまったんだ！　戦いでケガするのは当たり前なのに、俺の成績の事とか、これからの仲間の事とか考えてたら、恨うらみがどんどん溜たまってきちまって！」

「それで貴様は月光商人から悪魔を買ったのか」

「……！」

　その名前を出され、桜井が顔を上げる。カグラは背中から離り脱だつし、また机の上に戻った。

「そうだ──掲けい示じ板ばんに書かれてあったアドレスに行ったら、悪魔を売ってた。けど、高かったから躊ちゆう躇ちよしてたら『お試ためし版』があるって言われて」

「お試し版？」

「それが、あの狙撃だ。悪魔の狙撃手が弱い威い力りよくの弾たまを一発だけ、って契けい約やくで」

　もしも悪魔が本気で狙撃したのなら、多分今ごろ僕は死んでいたのではないか。

　優すぐれた悪魔の狙撃手なら、もっと速い弾速を出せるはずだ。

「でも、どうして僕に？」

　恨みがあったのは雪伽のはず。

「それは……それでも、雪伽ちゃんは攻こう撃げきできなかった。お試し版だったから、撃うっても死ななそうなお前を……」

　その判断は正解だ。

　もしも雪伽を狙っていたとしたら、今ごろ僕は怒いかり狂くるって何をしたか分からない。

　実際、僕には身を守る盾たてがある。ちょっとやそっとの攻撃じゃ倒たおれない。威力を試すには絶好の相手とも言える。

「悪魔の狙撃の威力を見たら、怖こわくなって……だって、あれ花村じゃなかったら大ケガしてたかもしれないんだぜ？　俺、クラスＡなのに一晩中ブルってて……あんなに力が怖くなったのは初めてだよ」

　恨みの力に負けそうになっても、冷静に物事が判断できるのは桜井の強みだ。その判断力をもう少し持続させられていたら、こんな悲劇は起きなかったかもしれない。

「許してくれ、花村！　俺は卑ひ怯きような男だ！」

　もう一度、桜井は頭を下げた。

「逆さか恨うらみしただけじゃなく、悪魔召しよう喚かんまでしちまった！　最低な行こう為いだ！」

「桜井くん……」

「悪かった！　本当に悪かった！」

　大の男が、ここまで頭を下げる姿を初めて見た。気分のいいものではないはずだ。

　だけど桜井の全身から、真しん摯しな気持ちが伝わってくる。彼は本当に自分の行いを恥はじ、僕に詫わびているんだ。上辺だけの謝罪とは違ちがう、心からの行動なのだ。

「桜井くん」

　僕は彼の肩かたを摑つかみ、頭を上げさせる。

「君の謝罪は受け取った。もう頭を上げて」

「花村……」

「雪伽を攻撃しないでくれて、ありがとう。僕はそれだけでも充じゆう分ぶんだよ」

「俺は……！」

　苦しそうに呻うめく桜井。泣くまいとしているようだ。

「私も、ごめん！」

　雪伽もその場で頭を下げた。

「桜井くんの気持ち、私も考えられなかった！」

「雪伽ちゃん……」

　桜井は正座したまま雪伽を見る。

「俺の事はいいんだ。それより雪伽ちゃんは──」

　彼が何か言いかけた時、また教室のドアが開いた。

　腕わん章しようをつけた生徒が数人。

「話は聞かせてもらった」

　先頭に立っているのは、昨日の冷たい男。

　前まえ髪がみを手でいじりながら、ずかずかと入ってくる。

「桜井猛。風紀委員の名の下もとに、君を拘こう束そくする」

　そうして彼は背後に控ひかえていた風紀委員に合図する。

　すると数人の男が桜井を取り囲み、その場に引き倒した。

「ぐっ！」

　警察のような逮たい捕ほ術に、僕たちがざわめく。本当に犯罪者を扱あつかうようではないか。

「桜井くん！」

　僕が駆かけ寄ろうとすると、あの男が割って入った。

「何をするつもりだ、悪あく魔ま使い？」

「彼はケガをしているんだ！　そこを退いてくれ！　ええと──」

「千せん手じゆ院いんだ。風紀委員兼けんクラスＳ二年代表の千手院修しゆう。別に覚えなくてもいい」

「じゃあ千手院くん。彼を放してくれ。抵てい抗こうなんて、できやしないだろう」

「フン。何の権限があって僕に命令する？」

「そっちこそ、何の権限でそんなに偉えらそうなんだ？」

　それは最初から気になっていた。「法王」である雅の態度とは明らかに違う。周りの生徒全すべてを見下しているような態度は、僕でなくてもカチンと来るだろう。

「僕は風紀委員として、校則に反する生徒を取り締しまる権限を持つ。学校の自治は生徒の自主性を育て、風紀の乱れを抑よく制せいするものだ」

「だからって！」

「それとも君は何か？　悪魔使いを野放しにしていいのか？」

　千手院は組み敷しかれた桜井を見下ろす。虫けらを見るような眼だ。

「そうじゃないけど……でも、彼は」

「このゴミが何だというのだ？」

　千手院の足が、桜井の顔面を蹴けりつける。

「ぐっ！」

「桜井くん！」

　なんでそこまでするんだ。同じ生徒なのに。

　その態度にボブも椅い子すから立ち上がると、周囲の風紀委員もざわめきだす。

　僕はともかくボブが動いたらただでは済まない。

「何を驚おどろく。これが退たい魔ま士しの仕事だろう？」

　千手院の笑いに、風紀委員たちも同調する。

「悪の芽を未然に刈かり取る。そうすれば将来起きるかもしれない犯罪も防ぐ事ができる。素す晴ばらしい事じゃないか」

「違う……」

「何が違う？　ああ、君は悪魔使いだから、退魔士の仕事が分からないのか」

　千手院の嘲ちよう笑しように、僕は真っ向から反論する。

「君のやっている事は、退魔士の仕事じゃない」

「何？」

「悪魔使いを捕つかまえて、それで終わりなわけがない。君のやっている事は、ただの暴力だ」

「暴力のどこが悪い？　悪魔も悪魔使いも、根絶すべきクズだろう」

「それが分からないなら、君だってクズだ！」

「……言ったな、この悪魔使いが」

　千手院の手が制服の懐ふところに伸のびる。あの中にケータイが入っているのだろう。しかも僕たちに魔ま法ほう陣じんを見せないため、服の中で操作している。

「これは風紀委員からの警告だ。これ以上この悪魔使いを庇かばうのなら、同罪とみなして拘こう束そくするぞ」

「……！」

　もう、後あと戻もどりできる雰ふん囲い気きじゃないよね。

　雪伽やボブや柚子の周囲も風紀委員が二人がかりで取り囲んでいる。

　巻き込むつもりはなかったんだけど。

「もう一度言うぞ、悪魔使い花村月斗。悪魔使いは唾だ棄きすべき存在だ。自らの欲よく望ぼうに負けたクズが、人間らしく振ふる舞まおうとするな」

　僕は千手院ではなく、周囲を見る。クラスＸの仲間たちは、全員同じ顔をしていた。

　──本当にごめん。




「僕も言わせてもらうよ、千手院くん。退魔士は人を傷つける職業じゃない。誰だれかを救えない退魔士なんて、ただのアクマだ！」




「貴様……！」

　千手院が懐のケータイを操作する。

　だけどそれより早く、動きがあった。

「動かないでっ！」

　凛りんとした、雪伽の声。全員が彼女を見る。

「動くと……撃つよっ！」

　その手には、黒い銃じゆうが。

　けど、そう簡単に命中するようなものでもないだろう。その証しよう拠こに、雪伽の手が震ふるえている。あれでは銃身もブレてしまうだろう。

　その事を、千手院は知らない。そう、銃は脅おどしにだって使えるんだ。

「試験でもないのに、生徒を撃つのか？　悪魔武器で」

　挑ちよう発はつするような口調の千手院だけど、懐の中の手が止まっている。

「これだから悪魔使いは……自らの欲望のために、悪魔を使う事を厭いとわない。平気で人を傷つけるんだ」

　吐はき捨てる千手院。

　風紀委員たちは僕らを悪の権ごん化げのような目で見ている。

　だけど僕は怯ひるまない。

　たとえ悪と呼ばれようと、僕は自分の信念を貫つらぬく。

　言い返そうと僕が口を開く。

　けど、その前に割って入る声が。




「悪魔使いの……何が分かるって言うんだ！」




　銀河だった。

　騒さわぎのどさくさに紛まぎれて教室に入ってきたのだろう。

　その顔は──怒おこっている。

　いつもヘラヘラと笑っている銀河が、誰の目にも分かるくらいハッキリと怒った顔で千手院に詰つめ寄る。

「悪魔使いがどうした？」

「悪魔を召しよう喚かんする人の気持ちを考えた事があるのか!?　誰だって自分の手で欲望を叶かなえたいと思っている！　それでも、どうやっても思い通りにいかなくて、悪魔に手を出してしまう人の気持ちが分かるのかって聞いてるんだ！」

　怒ど鳴なりながら、千手院に肉にく薄はくする銀河。

　何が彼をそこまで怒らせたのか。悪魔使いに関して、ただならない気持ちがあるみたいだけど──

「フン。悪魔使いの気持ちなど」

「分からないの？　へー」

　今度は渚なぎさの声。

　いったい、いつここに来たのだろう。誰の目にも見えないほど速く、千手院の横から天使ナイフを突つきつけているではないか。

「警察は犯罪者の気持ちが分からないと捜そう査さできないでしょー？　退魔士だって悪魔の気持ちが分からなきゃ、行動パターンも読めないじゃない」

「く……」

　銃とナイフと辛しん辣らつな言葉を突き付けられ、千手院はとうとう何も言えなくなる。

「フフン。その程度の簡単な心理も分からぬようで、よく偉そうな態度が取れるものだ」

　渚の態度が面おも白しろかったのか、カグラまで追つい随ずいする。

「全く、エリートが聞いて呆あきれるわ。そもそも悪魔使いを組み伏ふせて逮捕するだけって言うのも落第点だし。もしも苦し紛れに高速召喚してきたらどうするつもりなんだか」

「二流のくせに一流を気取るからそうなる。人間には偉そうな口を叩たたく癖くせに、悪魔である吾わが輩はいには目もくれないのだからな！　フハハハハ！」

　渚とカグラの罵ば倒とうは続く。

　いつも仲が悪いのに、どうしてこういう時だけピッタリ息が合うのだろう。

「黙だまれぇっ！」

　脅されていながら、千手院の手が動く。懐のケータイを指で操作すると、彼の制服が光る。高速で呪じゆ文もんを読む音声が流れだす。

「刻こく呪じゆ法第四条並びに七星降霊学園校則特例に基もとづき、二年クラスＳの千手院修が拘束型天使を召喚──」

「そこまでだ！」

　教室のドアが勢いよく開く。今日はやたらと来客が多い朝だ。

　入ってきたのは、たった一人の精せい鋭えい。

「ほ、『法王』……！」

「その者の拘束を解け！」

　風紀委員の動きが止まる。千手院より上の立場の人間が来たせいで、どちらに従えばいいのか分からなくなっているようだ。

「どうした、早くしろ！」

「は、はいっ！」

　桜井を押さえていた風紀委員たちが、一いつ斉せいに離れる。

　この時点で場を支配しているのが誰なのかハッキリしてしまった。

　部下を一いつ喝かつした「法王」こと雅は、立ち尽つくす千手院には目もくれず、倒たおれた桜井を抱だき起こす。

「立てるか？」

「は、はい」

「君のやった事は犯罪だ。だが君にも名めい誉よがある。そのまま歩いて、生徒指導室へ出頭できるな？」

「はい……」

　松まつ葉ば杖づえを取って立ち上がり、雅に頭を下げる桜井。

「すまなかった、花村」

　そして、もう一度僕にも一礼。

　静かになったところで、最後のオマケのように千手院を見る雅。

「千手院。職務熱心なのはいいが、生徒の信しん頼らいを失っては何もできないぞ。敵は生徒の中にいるかもしれないが、全すべての生徒が敵ではない」

「……すみませんでした」

　雅を相手にすると、途と端たんにしおらしくなる千手院。

　そんな彼を渚とカグラがニヤニヤと笑いながら見ている。

「……クラスＸ」

　だけど千手院の憎ぞう悪おの視線は、僕だけに向けられていた。僕がクラスＸの代表だからか、それとも悪あく魔ま使いだからか。

「ケンカを売りたいなら、買ってやる。ただし正々堂々とだ」

「？」

「今日の戦せん闘とう試験は、我々と君たちの対戦だ」

「ええっ!?」

「知らなかったのか？　ウチのクラスの御お前まえ崎ざきなんかはとても楽しみにしていたのだがな。一方的に意識していたのは、こちらだけか」

　そういうつもりじゃなかったんだけど、すっかり失念していた。昨日から狙そ撃げきやら襲しゆう撃げきやらで頭が回っていなかったんだ。

「楽しみにしていろ。どちらが退たい魔ま士しにふさわしいか、ハッキリさせてやる」

　宣戦布告をして、千手院は教室から出ていく。引き連れてきた部下たちは彼を追おうとはせず、ずっと雅についていた。

「じゃあ、俺も行くよ」

　桜井が手を挙げて、教室から出ようとする。

　彼は良くて停学、おそらく退学もありえる。そうならないよう、僕も教師に働きかけるつもりだが、一度ついた傷は消えない。

「待って桜井くん！」

「ん？」

「最後に教えて。君がやったのって、狙撃だけなの？」

「え？　そうだけど」

「そっか。ありがとう」

「ああ。今日の試験もがんばれよ」

　桜井が教室を出ていくと、雅も風紀委員もついていった。

　そこでようやく予よ鈴れいが鳴る。

　なんだか今日一日分の疲ひ労ろうがのしかかってきたようだ。だけど一日はこれから始まる。

　そう、まだ何も終わっちゃいない。




　　　　＊




　ホームルームが終わり、対クラスＳ戦のためのブリーフィングをする。

　牧まき原はら先生も一いつ緒しよになって作戦を立ててくれたのだけど、

「まぁ、最高の試合ができたと仮定して、勝率は二十％といったところか」

　と、正直な評価を下してくれた。

　因いん縁ねんは対等だけれど、実力には大きな格差がある事くらい知っている。

　けど、逃にげるわけにはいかないんだ。

　牧原先生が先に退室して、僕たちもフィールドへ向かう時間になる。

「せっちゃん、ごめんね」

　支し度たくをしていると、唐とう突とつに渚が謝った。

「え？」

「アタシも一昨日おとといから言い過ぎたよ。せっちゃんを追いつめるつもりなんてなかったの。ただ悪魔が嫌きらいだっただけで」

「ううん。渚は悪くないよ」

　明るい顔の雪伽。まだ銃を出せるだけで、命中率が戻もどったわけではない。それでも彼女は前向きだった。

「ねぇ、訊きいてもいい？　渚は、退魔士のお仕事で悩なやんだりする？」

「当たり前じゃん」

　渚はそう答える。

「悪魔使いを攻こう撃げきするのだって、本当はイヤだよ。同じ人間なんだし」

「でも、渚はがんばってるよね」

「うん。負けるの嫌いだし。それで罪のない人が傷つくのなんて、絶対にイヤだし」

「私だってそうだよ。だから、悪魔使いでも誰だれかを助けるからね！」

「せっちゃんは思い込んだら兄貴より突っ走ぱしるんだねぇ」

　なんだか良い雰ふん囲い気きの二人。仲直りできて良かった。あれ、もともとケンカをしてたわけじゃないのか。

　むしろ渚が嫌きらっていたのは、最初からカグラだけだった。

「つーかさ」

　そのカグラは、現在は少女の姿で僕と雪伽のインナーシャツを畳たたんでいた。戦闘試験は制服で行うけど、下着くらいは取り換かえないと汗あせがキツイのだ。

「アンタ、どうして悪魔のくせに悪魔使いの味方するの？」

「む？」

「長く退魔士やってるわけじゃないけどさ、悪魔使いって問答無用で悪魔を使し役えきして、悪魔もビジネスライクにこなしてるケースがほとんどなんだよ。アンタって、なんていうのか、好きでやってるみたいじゃん」

「仕方あるまい。吾輩の半分は生活支し援えん用天使カシエルなのだ。家事をする事に喜びを見み出いだしてしまう体質なのだ」

「それだけなの？」

「……ふむ」

　カグラが考え込む。

「つまり渚よ、貴様はそれだけではないと感じるのか？」

「……うん。根こん拠きよはないけど」

「そうか」

　少女の姿のまま、カグラは頷うなずく。

　畳み終えたインナーを机に置き、小さく嘆たん息そくした。

「古い記き憶おく──のせいかもしれんな」

　カグラの過去、正確には半身であるアバドンの記憶はまだ分かっていない。カシエルと融ゆう合ごうした際に欠落してしまったという。

　だけどカグラを知っている悪魔の話から推測するに、どうも僕の両親と関かかわりがあったみたいなんだ。

　敵として両親と戦ったのだとしたら、こんなに懐なつかしい目をするはずがない。

　カグラと両親はいったい、どんな関係だったのだろう。

　誰でもいい、事情を知っている人に会いたい。

「実はな、吾わが輩はいもそれだけではないと思っていたのだ」

「何が？」

「渚よ、貴様が悪魔を嫌けん悪おする理由だ」

「…………」

　カグラの言葉に、渚は口くち篭ごもる。

「それだけの実力があるなら、退魔士という職業でなくても良かろう。文字通りアイドルにもなれるし、プロスポーツ選手にだってなれた。しかし貴様はわざわざ死亡率の高い退魔士という職業を選んだのだ」

「……それは」

　渚は否定しなかった。

「よほどの事情だろう。それとも、強きよう迫はく観かん念ねんか？」

「ちょっとカグラ！　やめてよ！」

　渚を庇かばうように、雪伽がカグラの身体からだをつまむ。

　簡単に持ち上がるカグラをよそに、渚は静かに答えた。




「……退魔士じゃないと、生きていられないし」




　その言葉は、予想していたよりもずっと重かった。

　退魔士になりたい、でも、退魔士じゃなきゃいけない、でもない。

　生きていられないって──

「渚よ、それはどういう意味だ？」

「教えない」

「ケチめ」

「……だって、嫌われるのヤだもん」

　悪魔を嫌いな理由が、人に嫌われる理由なの？

　僕が首をかしげていると、

「嫌わないよっ！　渚は可愛かわいいし、正直だし、強いし、キレイだもん！」

「せっちゃん……」

　正面からまっすぐに想おもいを伝える雪伽に、渚が戸と惑まどう。

「ごめん。もっと時間が経たって心の整理がついたら教えるから」

　そう言われては、僕たちもそれ以上追つい及きゆうできなかった。




　　　　＊




「ごめんねにぃちゃん。支度遅おくれちゃって」

「ううん、いいよ別に。まだ時間あるし」

　皆みながフィールドに向かっている時、僕と雪伽はようやく教室を出た所だった。雪伽が最後の最後まで照準の調整をしていたせいで、他ほかの準備に手間取ってしまった。

「しかしよく気がついたな、雪伽よ」

「えへへ、なんとなくだったんだけどね」

　僕のカバンの中から、カグラの声がする。

　雪伽が照準の点検をしたのには理由がある。

　狙ねらいを外すのは銃じゆうにも問題があるんじゃないかと思ったんだ。

　形が決まっている天使召しよう喚かんと違ちがって、カグラの武器は魔ま力りよくを変化させる。だから動どう揺ようした雪伽が銃を具現化させれば、銃じゆう身しんも歪ゆがんでしまうのではないかと考えたのだ。

　そして雪伽の予想通り、銃は歪んでいた。

　武器を作るのはカグラの魔力だけど、そのカグラを維い持じしているもともとの魔力は僕たち兄妹きようだいのものだからね。影えい響きようが出るのは当然だ。

　反対に、強い意志で念じれば普ふ段だんより強い武器も作れるんだし。

「さ、急ごう」

　時間があると言ったが、ギリギリだ。急いでフィールドに行かないと。

　でも、クラスＳとの対戦は、最後まで気を抜ぬいちゃダメだよね。

　そんな事を考えながら、校舎を出て道路を走る。今日のフィールドは森林との事。広い学園の敷しき地ち内には森どころか池もある。さらに洞どう窟くつまであるので、あらゆる戦場での訓練ができるのだ。

　森林フィールドに向かう僕たちは、校舎や試験場などが立ち並ぶ校舎棟とうを抜ける。ここを抜けると、後は広い敷地にまっすぐ道路が延びている。

　時にはシャトルバスすら出る長い道路に、人ひと影かげがあった。

　周囲は手入れの行き届いていない草むら。あちこちに訓練の傷きず跡あとが残っており、ここで戦った人の腕うで前まえが窺うかがえる。

「ミドリ……？」

　雪伽が言う通り、そこにいたのは片倉ミドリだった。

　彼女は道のど真ん中で立ち尽つくしている。

　近づこうとすると、何かに袖そでを摑つかまれた。

　カグラの前足が、僕に触ふれている。

「──匂におうぞ」

「え？」

　何の匂いか、聞かなくても大方の予想はついていた。

　明らかにミドリの様子がおかしいからだ。

「…………なんでよ……」

　俯うつむいたまま、ミドリはそう呟つぶやく。

「どうして桜井くんがこんな目に遭あわなきゃならないの……？」

「ミドリ……？」

　けど、彼女を避さけて通る事なんてできない。

「桜井くん、何も悪い事してないじゃない。あんたが試験で骨折なんてさせなきゃ、今ごろ私たちは普ふ通つうに勝ち続けてたのに……」

「……！」

　ミドリは下を向いたまま静かに、だけど恨うらみの篭こもった目で雪伽を見る。

　ドロリとした負のオーラが立ち込め、僕たちを包み込むようだった。

「ねぇ、なんで雪伽は桜井くんにケガさせたの？　告白したから？　ウザかったから？　でも彼の未来を奪うばう事ないじゃない。私がいるんだから、もうあんたには関係ないじゃない。どうして引き裂さくような事するの？　そんなに私の事キライ？」

　ああ、やっぱり。

　桜井くんと付き合ってるって聞いた時から、最悪のケースは考えていたんだ。

「君は、桜井くんの仇あだを討うちたかったんだね」

　大好きな人を傷つけられたら、誰だれだって怒おこる。

　それが正当な理由であっても、本心まで納なつ得とくさせる事はできないんだ。

「今朝も桜井くん、捕つかまって……ちゃんと謝ってたのに……ちゃんと……」

「ミドリ！」

　雪伽が強く呼びかけると、ようやくミドリは顔を上げる。

　泣きはらした真っ赤な目が、今は怖こわい。

「雪伽……返してよ……桜井くん、返してよ」

　ミドリの手が伸びる。

「下がれ！」

　カグラの声。

　雪伽が背後に跳とぶ。

　その軌き跡せきを鋭するどい爪つめが薙なぎ払はらった。

「あれは……！」

　ミドリの右みぎ腕うでが膨ふくれあがっていた。

　大きく、太く、そして毛むくじゃらで、まるで──

「ミドリ、それ──」

「見ないでぇっ！」

　腕うでを庇かばって蹲うずくまるミドリ。

　やっぱり、彼女の身体は侵しん食しよくされている。

　おかしいと思ったんだ。桜井は狙そ撃げきしかしていなかったと話していた。あの状じよう況きようで彼がウソをついたとは思えない。

　という事は、あのコンビニ帰りの襲しゆう撃げきは別の人間の手によるもの。

「この事、桜井くんは知ってるの？」

「知らない！　知らないよぉっ！」

　髪かみを振ふり乱して叫さけぶミドリ。

「ホントはこんなはずじゃなかったの！　桜井くんが青い顔してケータイを見てたから、私、気になってのぞいたら……」

「月光商人からのメールがあったんだね」

「こんな事になるなんて思わなかったの！　ホントだよ！」

　おそらく彼女は「憑ひよう依い」の契けい約やくを交かわしたのだろう。

　天使を憑依させるように、悪あく魔まの力を自分の中に入れるのだ。データがある天使と違い、得体の知れない存在を体内に入れるようなものだから、リスクが大きすぎる。

　それをミドリはきちんと説明されたのか。

　いや、されていないだろう。本人もどうしてこうなったのか分からないと言っている。

「雪伽にも大事な人を傷つけられる苦しみを味わって欲しいと思ったよ！　悪魔使いだから調子に乗ってるとも思ってた！　けど、こんな、こんな事に……！」

　ミドリの身体が徐じよ々じよに変化していく。

　腕だけではなく、肩かたが盛り上がり、足も膨らんできた。ミドリはそれを必死で押し止とどめているかのように、自らを抱だきしめている。

「嫌いやだよ……嫌だよぉ……」

「ミドリ──」

　苦しむミドリの下もとへ、雪伽が近づく。手には何も持っていない。

　だけど僕はカグラをカバンから出し、盾たてを作る。

　もしも雪伽に何かあったら、すぐに飛び出せるように。

「ごめんね。好きな人を傷つけられるの、辛つらいよね」

　悪魔に変へん貌ぼうしていくミドリの身体からだを、そっと抱だきしめた。

「雪伽ぁ……！」

「ごめんね。桜井くんを傷つけて。ミドリも傷つけた。私、自分の事ばかりで、周りに気がつかなかった」

　苦しむミドリとは違い、雪伽の声は落ち着いていた。

　恐きよう怖ふよりも悲しみよりも、自分の中の大きな発見に気づいたからだ。

　多分、これがカグラの言う「実じつ践せん」なのだ。

　助けるべき人を前に、退たい魔ま士しは何を思うのか。

　恨みに支配された敵に対し、退魔士はどうすべきなのか。

「でも、私はミドリも大好きだよ。これ以上傷ついて欲しくない」

「……雪伽……私ィ……」

　泣きながら雪伽に抱きつくミドリ。

　そう、彼女のように、人間の心は一つじゃない。

　悪事をはたらいたからといって、その人の心全すべてが悪ではない。良い心と悪い心、二つが天てん秤びんのように揺ゆれている。

　退魔士の仕事とは、その天秤を砕くだく事じゃない。

　少しでも良い心の方へ近づけるのが、本当の役割なんだ。

「アァァァ…………アァ……！」

　ミドリの身体はもはや完全に毛に覆おおわれていた。昨夜見た人獣型の悪魔とまったく同じ姿をしている。

　その悪魔は、自ら雪伽から離はなれた。

　友達を傷つけたくない一心だったのだろう。

　突つき飛ばされた雪伽は、一歩下がって友達の姿を見る。




「大だい丈じよう夫ぶ！」




　僕が何度も繰くり返した言葉を、雪伽が叫ぶ。

「ミドリは私が助ける！　悪魔も辛い気持ちも、何もかも吹ふき飛ばしてみせるから、もうちょっとだけ待ってて！」

　怖いはずだ。

　体力自じ慢まんの人獣型と、一メートルも離れていない距きよ離り。

　だけど雪伽は一歩も退ひかずに笑え顔がおのまま。

「………………助……けて…………」

　消え入りそうな、ミドリの声。

　雪伽は小さく頷うなずき、両手を前に伸のばす。

　カグラの身体から魔ま力りよくが噴ふき出し、黒い霧きりになって雪伽に纏まとわり付く。

　やがてそれは大きな銃じゆうに変化し、雪伽の両手に収まった。

　ライフルでも拳けん銃じゆうでもない、巨きよ大だいな黒いガトリングガン。

「絶対に──助けるから！」

　ありったけの気持ちを銃じゆう弾だんに変え、雪伽は引き金を引く。

　悪魔と銃じゆう口こう、二つの咆ほう哮こうがぶつかり合った。

[image: ]







　Page4　応用戦闘訓練

　悪魔との遭遇／生存するための戦闘







　僕が盾を持ち、悪魔の攻こう撃げきを防ぐ。その後ろから雪せつ伽かが狙撃をする。

　それがいつものコンビネーションだったんだけど、今、僕は雪伽の後ろで戦いを見ている。とても間に割り込めない。

　今の雪伽はガトリングガンを持っていた。回転式の連れん発ぱつ銃じゆうは当然ながら狙撃ができない。加えて大きくて重いので、取り回しが難しい。

　当たらないなら、当たるまで撃うつ。

　そんな想おもいが銃の形を変化させたのだろう。

　大きな音を立てて発射される無数の弾だん丸がんは、僕という遮しや蔽へい物がないので悪魔にそのまま浴びせられる。スプレーのように吹きつけられる魔力の弾丸は、悪魔の動きを押しとどめるパワーを持っていた。

「ガァァァァァァアアァアッ！」

　ミドリが憑依された人獣型の悪魔は、両手を交差させて銃弾を防ぐ。

　人間が強化した姿といっても、中身は悪魔だ。そう簡単に倒たおれてくれない。

　それどころか、無数の銃弾に晒さらされているのに、一歩、また一歩と雪伽に近づいている。雪伽はその場を動かず、ひたすらガトリングガンを連射していた。

「カグラ！」

　僕も左手を前に出し、盾を作る。

　魔力が雪伽に取られているため、いつもより若じやつ干かん小さい盾だけど、これでも充じゆう分ぶんだ。

「止ま……れっ！」

　僕は盾からワイヤーを取り出し、円えん盤ばんのように振りかぶって悪魔の足元に投げた。盾が分銅の役割をして、悪魔の足に絡からみつく。

「グァッ！」

　足を取られた悪魔は、その場に膝ひざをつく。

　言葉も理解できないほど興奮している彼女は、その能力を全てパワーに回しているようだ。雪伽の銃弾の雨を受けながら、僕のワイヤーつき盾を摑つかむと、ブチブチと引きちぎった。

　黒い霧に戻もどった僕の盾は、後ろで見ていたカグラに吸収される。

「タフな悪魔だな」

　カグラが評する通りだ。

　動きも速いし爪つめも鋭するどいけど、それよりあの力と身体が厄やつ介かいだ。鋼鉄の皮ひ膚ふと呼ばれていたガーゴイル型よりもずっと硬かたいかもしれない。

　今の僕たちに、アイツを倒せる手段はあるか。

「それでも……殺すしかない」

　悪魔は殺す。

　それが退魔士の役割だから。

「ダメ！」

　雪伽が叫ぶ。

「殺しちゃダメ！　あれはミドリなんだよ！」

「わかってるよ！　けど！」

　あれをどうやって引き剝はがせばいいのだろう。

　今、この場に柚ゆ子ずはいない。

　彼女のＰＣがあれば、悪魔の生体情報を分ぶん析せきして、悪魔のみを分ぶん離りする事ができるのに。それができないのであれば、ある程度まで傷つけて動けなくした状態で柚子が来るのを待つしかない。

　でも、あのタフな悪あく魔まを動けない状態まで傷つけるって……。

「ウアアァアアアアアッ！」

　さっきの僕のワイヤーに怒おこったのか、悪魔は両りよう腕うでを交差して突とつ進しんしてきた。雪伽の銃弾に多少は怯ひるんだが、それでも止まらない。

「雪伽！」

　もう一度、僕は盾たてを出現される。

　その盾からワイヤーよりも太い、触しよく手しゆのようなものが伸びた。

　本来はそれで悪魔の動きを拘こう束そくするのだけど、今回はそれで雪伽の身体を搦からめ捕とる。悪魔の爪に斬きられる直前、触手が雪伽を僕の下もとへと引っ張ってきた。

「にぃちゃん！」

　飛んできた勢いで、僕に抱きつく雪伽。

「雪伽、ケガは!?」

「平気だよ！」

　気き丈じように答えるけど、その身体からだは僕にしがみついたまま。

「この銃、動きは止められるけど、硬い悪魔には役に立たないね。勉強になったよ」

　雪伽の手からガトリングガンが消失する。

「ふむ、実じつ弾だんと違ちがって、魔力の総量は一定だからな。弾幕を張れば一発あたりの威い力りよくは下がってしまうのだ」

　カグラの解説は、とても大事な事だ。

　僕らに与あたえられている魔力は、常に一定。

　僕が大きな盾を使えば、その分、雪伽の銃は小さくなる。大きな攻撃を防ぎたいのであれば僕が膨ぼう大だいな魔力を使うし、反対に敵にトドメを刺さしたい時は雪伽の銃に魔力を注ぐ。バランスが大事なのだ。

　ただ、魔力の総量を上げる方法がないわけではない。

　それは──僕が悪魔を喰くらう事。

　悪魔の魔力を、僕の力に変へん換かんする禁断の技わざだ。

　ただし、それはおいそれとは使用できない。僕自身の身体が蝕むしばまれてしまうのも原因の一つだけど、もっと重大な理由がある。

　今、食べられる悪魔が周囲にいないのだ。

「オオォオオオオオオオオオオオッ！」

　雪伽への攻撃を空から振ぶりした悪魔が、数秒遅おくれてようやくこちらに気づく。

　だけど、まだ攻撃してこない。

　まるでミドリが必死に押しとどめているように見える。

「倒せるのかな、アレ……」

　僕が呟つぶやくと、

「あの強さは憑ひよう依いによる強化──つまりあの女自身の力がほとんどだ。なんとかして肉体から悪魔を引き剝がせれば楽勝だ。後に残るのは、人間に憑依せんと何もできない貧弱な悪魔よ」

　カグラが無責任な解決策を答える。

　それができないから苦労しているのに。

「そう言えば、カグラ！」

　急に雪伽が声を上げる。

「さっきのボブの話、覚えてるよね？」

「はて、何だったか」

「あの『狐きつね狩がり』とかいうヤツ！　カグラなら簡単にできるって言ったよね！」

「うむ、言ったな」

「やって！」

　雪伽は悪魔を指さす。

「よかろう──と、言いたい所だが、あ奴やつの毛と皮膚は硬いからな。吾わが輩はいの魔ま力りよくが通らなければ難しい。吾輩が肉にく薄はくして魔力を注入すれば引き剝がす事は可能だが、はて、どうやって近づいたものか」

「じゃあ、直接カグラの魔力を流しこめればいいんだね？」

「うむ」

「じゃあ、私がやる。カグラは魔力を銃弾に変えて」

　雪伽が取り出したのは、黒いスナイパーライフル。

　これであの悪魔に「狐狩り」の弾丸を叩たたき込むと言うのか。

「フハハハハハハ！　面おも白しろい事を考えるな！　よし、しばし時間をくれ！　最高のデリバリー弁当を作ってやろう！」

　カグラの周囲の魔力が変化する。黒い霧きり状じようだったものが渦うずを巻いて何かを練っているように見えた。

　じゃあ、そのしばしの時間は僕が稼かせごう。

　それが盾士タンクの役割。

「来い！」

　盾を作り、悪魔に突進する。

　昨夜と同じ、強力な打だ撃げきが盾から僕の全身に伝わった。

　雪伽を狙ねらっていた悪魔は、突とつ然ぜんの邪じや魔ま者ものに憤ふん慨がいし、大きな腕うでを叩きつける。だけど僕も負けじと腕の攻撃を逸そらし、そのまま盾で殴なぐる。

「うっ……おぉおおおおおおおおおおおっ！」

「ガァァァァアアアアアアアッ！」

　避さけ、受け、流し、そして殴る。

　一いち撃げきでも喰らったら即そく死しだ。

　だけどカグラの盾は悪魔の力をほとんど通さない。絶対に壊こわれない盾を前に、悪魔の怒いかりがどんどん増してくる。

　そうだ、もっと怒れ。

　雪伽に対する憎にくしみよりも、もっと深く僕を攻めろ。




「お前の怒りは、全部僕が引き受ける！」




　左手の盾が変化する。

　敵の攻こう撃げきを受けるために大きく広がっていた僕の盾。しかし接近しながら落ち着いて見てみると、攻撃に一定のパターンがある。ならばその間をかいくぐって攻撃ができる。

　左ひだり腕うでを覆おおうバックルのあたりから、握にぎるための突とつ起きが出てくる。

　それを強く握ると、盾が細く鋭くなった。沖縄武術のトンファーに近い形だ。

「アァアアアアアアッ！」

　奇き声せいを上げて振ふり下ろされた爪を、僕の盾が受け流す。

　同時に、ガラ空きになった胴どうに細い盾の先せん端たんを突つき刺した。

「オガァァッ！」

　鳩尾みぞおちを強打された悪魔がのけぞると、僕はさらに追つい撃げきする。懐ふところに飛び込んで胴を殴り、反はん撃げきの腕を弾はじいてカウンターを入れる。

　それでも悪魔は下がらない。

「ウガァアアアアアアアアアアアッ！」

　とにかく前進してくる。

　闘とう牛ぎゆう士しのようにヒラリと避け、悪魔をやり過ごす。

「本当にタフだね……」

「貴様の精神もな」

　僕の後ろでツッコミを入れるカグラ。

「あのような力任せの悪魔を相手に、懐に飛び込んで攻撃するとは。並の人間なら恐きよう怖ふで失禁しているぞ？」

「悪魔には慣れてるからね」

　怖こわくないわけじゃない。

　だけど、ここで退ひいたらもっと怖い目に遭あうと分かっているから。下がるより前に出た方が安全な時もあるんだ。

「アァ……アアアァ……アァアアアアアアァアアアアアッッッ！」

　叫さけび声を上げる悪魔の身体が、さらに盛り上がる。

　もはやあれは筋肉ではなく、肉にく塊かいと形容した方がいい。

　あんなものが人間の身体を基もとにして作られているなんて。

　パンパンに膨ふくれ上がった獣けものは、四本の足で僕に突進してくる。

　それを盾で受けようとして、間ま違ちがいに気づく。

　受けきれない！

「しまっ──」

　防ぼう御ぎよ用に展開した大きな盾ごと、悪魔は僕を突き飛ばした。

　ただのタックルなのに、力を受け流したはずなのに、ちょっと掠かすっただけで僕の身体は吹ふき飛ばされた。

　道路に叩きつけられる僕の身体。

　立とうとするが、身体が動かない。

　見た目だけじゃない。あの悪魔、筋肉以上の何かを持っている。

「にぃちゃん！」

　雪伽の悲鳴に、僕は身体を無む理り矢や理り起こす。

　倒たおれるわけにはいかない。

　僕が倒れたら、雪伽はどうなるんだ。

　けど、あの悪魔のタックルをもう一度受けたら、今度は動ける自信がない。

　フラつく足を根こん性じようで抑おさえ、僕はもう一度盾を構える。大きな打撃から守るための、タワーシールド型に変化させる。

「……来いっ！」

　盾を叩き、悪魔を呼ぶ。

　悪魔は口から涎よだれを垂らし、うつろな目で僕を見ていた。

　もはや怒りすら感じないほど侵しん食しよくされているのか。

「ガァアアアアアァァアアアア！」

　僕に向かって、肉塊が走る。

　今度こそ、絶対に受け止める！

　敵の動きを見み極きわめるため、僕はしっかりと立ち、目を見張る。

　その時だった。

　僕の手から盾たてが消えた。

「えっ？」

　背後から響ひびく銃じゆう声せい。

　それと同時に、悪あく魔まの両りよう膝ひざから血が噴ふき出した。

「──！」

　振り返ると、雪伽がいた。

　その両手には、十じゆう字じ架か形の巨きよ大だいなライフル──しかも二丁。

　最大威い力りよくのライフルを二つも用意すれば、そりゃ僕の盾も維い持じできなくなる。

　けど、あんな大きなライフルを二つ同時に、しかも正確に狙い撃うつなんて。

　雪伽の命中率が、戻もどっている。

　その目に迷いはなかった。

　臆おく病びような震ふるえもなくなっていた。

　ただひとえに、僕と友達を助けたい一心で武器を取ったから。

「にぃちゃん、伏ふせて！」

　僕は言う通りにする。

　身を屈かがめた僕が見たものは、半身になって最後の銃じゆうを構える雪伽の姿。

　ライフル二丁を使ったため、もう魔力はほとんど残されていない。

　そんな雪伽がクルクルと回しているのは、黒くて小さなリボルバーの銃。

　弾だん丸がんは一発のみ。

　それでも、雪伽は命中させるだろう。

　全すべての悪意を引き受ける僕。

　それに対し、雪伽は全ての善意を救済する。

　そんな想おもいが、あの弾丸に込められている。




「──今、助けるよ！」




　銃声は小さかった。

　黒い硝しよう煙えんを上げて発射された弾丸は、悪魔の口の中を貫かん通つうした。

「ギャアアアアアァアアアアアッ！」

　そのまま弾丸は頭の後ろへ貫通し──

　肉体の持ち主であるミドリは前のめりに倒れ、彼女の背中から小さな悪魔が引き剝はがされるように吹き飛んだ。人間の肉体をすり抜ぬけて、悪魔だけに命中したのか。

　悪魔が抜けた瞬しゆん間かん、ミドリは元の姿に戻って倒れる。

　完全に気を失っているが、まだ助けられない。

「ア……アァ……！」

　雪伽の弾丸を喰らってのたうち回っている悪魔の本体。

　人獣型と言うが、その姿はウサギのようだった。

　こんな小さな悪魔が乗っ取っていたなんて。

「カグラ」

　雪伽の銃が消えると、僕は盾を作り出す。

　これで悪魔にトドメを刺さす。

　そう思って近づいてみると──

「シャアアアアアアアアッ！」

　なんとウサギの悪魔が最後の抵てい抗こうを試みた。憑ひよう依いしていた時より何倍も素す早ばやい動きで僕に肉にく薄はくし、喉のどを狙う。

　とっさに盾でガードしていなければ、頸けい動どう脈みやくを斬きり裂さかれていただろう。

　ウサギ悪魔は軽快なステップで走り回り、まだ僕を狙う。

「くっ……！　カグラ、どういう事だよ！　憑依から引き剝がしたら、弱いんじゃなかったのか！」

「そのはずだったのだが……何事にも例外はある」

　しれっと言い放つカグラ。

　間違いでした、じゃ済まないのに。

「にぃちゃん！」

　雪伽が銃を構える。今の彼女なら動いている的でも当てられるだろうけど、その前に僕がやられるかもしれない。

　僕も動きまわって逃にげたいんだけど、さっきのタックルのダメージがまだ響ひびいている。

　頭もクラクラしてきた。

「くっ……！」

　すでに僕の眼前にウサギ悪魔が迫せまっていた。

　盾を構え、少しでも攻撃を防ごうとする。

「……！」

　悪魔の爪つめが僕の盾を抉えぐるのを待つ。

　これを防ぎきれば、雪伽がなんとかしてくれる。

　そうすれば──

「……？」

　あれ。

　いつまでも敵の攻撃が来ない。

　盾をずらして前を見る。

　すると、ウサギが空中で静止していた。

　そのウサギの向こうに見えるのは、一人の少女。

「渚なぎさ!?」

「ま……間に合った……！」

　肩かたで息をしている彼女。道路の向こうから走ってきたのか。全然見えなかった。

「ったく、あんまり来るのが遅おそいから、何してるのかと思ったら！」

　心配して来てくれたのか。

　嬉うれしいけど、感謝するのは後だ。

「くっ……！　暴れる……なっ……！」

　そして今も悪魔を摑つかんでいる渚。

　素す手でだ。

　目で追うのがやっとの悪魔の身体からだを素手で摑む──？

「シャアアアアアアッ！」

　悪魔が暴れて渚の腕うでに傷をつける。

「いたっ！」

　庇かばいたかったけど、彼女は悪魔を挟はさんで向こう側にいる。すぐに僕は盾からワイヤーを伸のばして悪魔を縛しばろうとするが、遅かった。

　ウサギ悪魔の鋭するどい爪が、渚の胴どうを薙なぎ払はらった。

「きゃあああああっ！」

「渚っ！」

　彼女の制服が破ける。

　そして、僕は見てしまった。

　切り裂かれた服の向こうにある、渚の身体を。

　細い腰こしも、スポーツブラに隠かくされた発育のいい胸も、それ以外の部分に比べたら些さ細さいなものだった。

　それで全て理解した。

　彼女が退たい魔ま士しをやっている理由も、悪魔を毛け嫌ぎらいする理由も。

「あ──」

　どんな状じよう況きようでも動じずに落ち着いて作戦を遂すい行こうできる渚が、両手で身体を隠した。

「見ないでっ！」

「くっ……！」

　今はそれどころではない。僕のワイヤーはウサギ悪魔を搦からめ捕とり、それ以上渚に近寄らせない。だけどものすごいパワーで引きちぎられそうだ。

「渚、逃げて！」

　叫さけぶが、渚は身体を隠したまま動けない。

　このままだと、ワイヤーが切られる。

　だが、僕のワイヤーの上から数本のロープが加わった。白いロープがウサギ悪魔の全身に巻きつき、ミイラ男のようにグルグル巻きにしてしまう。

　このロープは──天使だ！

　敵の行動を阻そ止しするための、ひも形天使。

「柚子！」

　目を凝こらすと、ずっと遠くで柚子がへたり込んでいた。いくつものノートＰＣやタブレットＰＣを起動させたままぐったりしている。

　柚子だけじゃない。

「うぉおおおおおおおおおおおっ！」

　縛られた悪魔を摑み、地面に叩たたきつけるボブ。

　その身体に五ご鈷こ杵しよを突つき刺し、真言を唱える。ボブの体内に含ふくまれる魔ま力りよくを直接注入すると、縛られた悪魔は苦しそうに呻うめきだす。

　今なら、倒たおせる。

「ボブ、下がって！」

　僕は盾に魔力を込める。

　カグラの魔力を充じゆう分ぶんに込めた盾は、巨大な鉄てつ塊かいのようになる。

「いっちまえ月げつ斗と！」

「はぁあああああああああっ！」

　ボブの攻こう撃げきで弱った悪魔の脳天に、僕は塊かたまりを振ふり下ろす。

「ｄ[image: ]ｇ＠[image: ]３Ｚ！」

　人間には聞き取れない断だん末まつ魔まを上げ、悪あく魔まは霧む散さんした。

　道路がへこみ、小さなクレーターになっている。

　その中心をしばらく眺ながめ、復活しない事を確かく認にんすると、僕はやっと大きく息を吐はいた。

「やった……！」

　悪魔を食べない状態でも、悪魔に勝てた。

　あれは中級から上級くらいの悪魔だったはず。よくあそこまで戦えたものだ。みんなが来てくれなければやられていただろう。

「やったな月斗！」

「うん」

　ボブと手を打ち合わせる。

　本当に、来てくれて良かった。

　それに雪伽にも感謝だ。

　彼女が自分の戦い方に気づいてくれたおかげで、この難局を乗り切る事ができたんだ。

「ミドリ！　ミドリぃっ！」

　そんな雪伽は僕には目もくれず、倒れたミドリの前で泣いていた。

　ミドリの身体は淡あわい光で包まれている。

　あれはなんだろうと思っていたら、自分の身体にも同じ光が宿った。

「……大だい丈じよう夫ぶ。骨も折れてないし、打だ撲ぼくもすぐに治るよ」

　そう僕に笑いかけてくれたのは、銀ぎん河が。

　最初は何が起きたのか分からなかったけど、彼が医い療りよう用天使で治してくれたと判明した瞬間、身体中の痛みがウソのように引いていった。

「ありがと、銀河」

「ボクは痛い思いをしなかったから、このくらいは働かないとね。でも──」

　銀河は制服を脱ぬぎ、座り込んでいた渚にかけた。

「ごめんね渚ちゃん。ボク、服までは直せない」

「……見ないでよ」

「見ないよ。ボクは女の子が本当に嫌いやがる事はしない主義だからね」

　そう言って銀河は渚に背を向ける。

　カッコいい去り方に見えるけど、発言の裏を返せば怒おこられるギリギリのラインでセクハラをするという意味じゃないか。

　けど、僕はラインを越こえてしまった。

　渚の身体を見た。

　彼女は──

「雪伽……！」

　掠かすれた声が、僕の回想を中断させる。

「ミドリ！　しっかりして！」

「あのね、雪伽……私……！」

　ミドリが何か言おうとした、その時だった。

「いかん、雪伽、離はなれろ！」

　カグラの叫びに、雪伽は対応できなかった。

　突とつ如じよ、空から飛来した黒い光線がミドリの身体を貫つらぬいたのだ。

「きゃあああああああああっ！」

　倒れたミドリの身体が跳はねるほど強力な光線だが、そばにいた雪伽はなんともないようだ。黒い光はミドリの胴から頭へ移り、そして口からまた抜ぬけ出した。

　ミドリの口から出た光は、幽ゆう霊れいのようにふわふわと飛んでいく。

　その軌き道どうを目で追うと、カラスのような鳥がその光を食べて飛び去っていった。

「あれは低級悪魔……！」

　鳥のように見えたけど、翼つばさや足の形が変だった。

　どこへ飛んで行ったのか。

「雪伽……？」

　光線に打たれたミドリが手を伸ばす。

「私……なんで倒れてるの……？　痛い……何これ……？」

「ミドリ？」

　あの悪魔は、ミドリの記き憶おくを食ったのか。

　誰だれがやったかなんて、考えるまでもない。

　ミドリが記憶を持っていると、一番困る人物。

「──月光商人！」

　僕は鳥が飛んでいった方角を見る。

　それは僕たちが向かうはずだった森林フィールドから、わずかに離れた場所だった。

　追いかけたいけど、鳥の速さについていけるはずがない。

　どうしよう。

　戸と惑まどう僕の耳に、大きな音が入ってくる。

　クラクションだ。

「こらーっ！　お前たち、試合開始の時間はとっくに過ぎているぞ！」

　ウチの学校の名前と校章がペイントされているライトバンが走ってきた。

　窓から牧まき原はら先生が拳こぶしを振り上げている。

　彼女の怒いかりは分かるけど、今ほど先生が女め神がみに見えた時はなかった。




　　　　＊




　僕たちが戦う予定だった森林フィールドの東側、森から少し離れた地点に大きな石段があった。これを上ると神しん殿でんがある。七星降霊学園には天使を研究するために、こういった神秘的施し設せつがいくつも存在している。

　神殿と言っても神社に近く、木造の小さな社があるだけだ。校舎から一キロ以上離れているため、魔力を高める訓練をする人以外は滅めつ多たに立ち寄らない。

　その石段の前で、ライトバンが停とまった。

「本当にここに向かったんだな？」

「はい」

　僕が返事をすると、牧原先生は車を降りる。その手には魔ま法ほう陣じんを起動させたケータイが。いつでも天使を召しよう喚かんできる状態だ。

「お前たちは車の中にいろ。すぐに他ほかの先生方もやってくるからな」

　そう言い残して、牧原先生はゆっくり石段を上ってゆく。

　先生の強さは折り紙つきだが、はたしてこの先に待つ敵はどれほどの強さだろう。

　おそらく、ここに月光商人がいる。

　生徒に悪魔を売る、悪魔使い。

　僕と同じ悪魔使いだ。強力な悪魔を用いられたら、牧原先生一人で勝てるのか。

　ゆっくりと石段を上る牧原先生の後ろ姿。

　それが徐じよ々じよに小さく、見えなくなっていく。

「先生、大丈夫かな？」

　ジャージに着き替がえた渚が呟つぶやく。どういうわけか銀河がジャージを持ってきていたので、それを拝借したそうだ。

「敵の正体も分かんねーからな……けど、先生が負ける姿は想像できないぜ」

　ボブの意見に僕も雪伽も同意する。

「……ふん」

　牧原先生が嫌きらいな柚子は黙だまっている。

　いくら強いとは言え、たった一人だ。心配しないわけがない。早く援えん軍ぐんに来て欲しい。学園の最大戦力で月光商人を捕つかまえれば、この事件も終わるのに。

　静かに動向を窺うかがう僕たち。

　そんな時、コンコン、とドアをノックする音。

「え……？」

　教師の援軍か。

　いや、だけど、車も使わないでここに来たの？

　それに、車の窓から誰も見えないのは、どういう事だ。

「フン。向こうから来たか」

　牧原先生がネコ嫌ぎらいなため、人間の姿に化けていたカグラが車のドアを開く。悠ゆう々ゆうと車から降りるカグラに、僕たちも続く。

　やっぱり、人ひと影かげはない。

　誰がノックをしたのだろう。

「そこかっ！」

　カグラの手から黒いエネルギーが飛ぶ。

　それは何もない空間にぶつかり、弾はじける。

　僕らには視し認にんできなかったが、そこに見えない何かが潜ひそんでいたのだ。

『…………お見事』

　カグラの黒い光線が焙あぶり出したのは、人間の姿をしたもの。

　儀ぎ式しきに使う黒いローブを羽織っている。

　顔を見ようと思ったけど、こちらも儀式用の仮面をつけている。まるで古典演劇に出てくる怪かい人じんのような、古めかしい魔ま術じゆつ師しのスタイルだ。

「フン。覗のぞき見とはいい趣しゆ味みだな」

『よく見破りましたね。さすがです』

　ボイスチェンジャーを使ったような奇き妙みような声。何か道具を使用しているようには見えないから、あれは天使か悪魔の力を使ったのだろう。

　車から降りた僕たちも、その人物に近付く。

　どういうつもりなのか知らないが、こっちにはカグラがいる。プロ退たい魔ま士しの渚だっている。ただで帰すつもりはない。

「君が……おまえが、月光商人なのか？」

『いかにも』

　僕の質問に、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり答えてくれた。

「どうして姿を見せたんだ？」

『あなた方に用はありません。私の興味はあなたです、大悪魔デーモンカグラ閣下』

　悪あく魔ま使いにして、悪魔崇すう拝はい者なのか。

「生憎あいにくと吾わが輩はいは貴様に興味などない。それよりも今日の夕食のメニューの方が大切だ」

『なに、すぐに興味を持つようになりますよ』

　月光商人は落ち着いた態度を崩くずさない。

　その仮面が少しだけ動き、こちらを見た。

『これはこれは、お久しぶりです。大おお河内こうち様』

　恭うやうやしい一礼。僕たちの視線が銀河に集まる。

「……っ！」

『今回は桜さくら井い様と片かた倉くら様への提供でしたが──ご用命があれば、素す敵てきな商品をまた紹しよう介かいいたしますよ』

「やめろっ！」

　銀河の叫さけびに、月光商人の仮面が動く。笑っているのだ。

　月光商人の言葉を信じるなら──銀河は、過去に悪魔を？

　それが入院の理由なのか。

　だけど、今はそんな事関係ない。

「カグラ！」

　僕の左手に盾たてが、雪伽の両手に銃じゆうが生まれる。

「召喚コール！」

　渚と柚子が同時に天使を召喚する。

「……少し、黙らせるか」

　ボブが拳を鳴らす。古オー式ルド退エク魔ソシ術ズムの道具は人間に通用しないからだ。

　全員が武装した状態で、月光商人はそれでも動かない。

『ここで争う気はありません』

　そしてゆっくりと右手を持ち上げる。あれは、何かの合図なのか？

　いや、警けい戒かいするよりも攻こう撃げきだ。

「雪伽、撃うって！」

「撃つよ！　あいつはミドリを傷つけた──絶対に許せない！」

　アサルトライフルの引き金を引いた。発射される無数の弾だん丸がんは月光商人の両足を狙ねらっており、その弾道がブレる事はもうなかった。

　が──

『無む駄だですよ。それでは通らない』

　月光商人の前に見えない壁かべが生まれ、銃弾が全すべて防がれた。

　天使の盾を使ったのかと思ったが、そうではない。あれは魔ま力りよくによって作り出された、風の障しよう壁へきだ。空気の抵てい抗こうによって銃弾を防いだのだけど、それをするには空気を固めるくらい強力な魔力が必要なはず。

「あ……！」

　驚おどろきの声をあげる雪伽が見ているのは、月光商人の背後。

　それまで誰もいなかった空間に、別の人が立っていた。

　いや、人ではない。姿は美しい人間の女性に見えるけど、灰色の肌はだをしている。露ろ出しゆつが多い衣装も、ここで着るにはそぐわない。つまり人間の常識から外はずれている。

　そして何より、僕はその女性を知っている。

　確か、幕張の公民館の屋上でカグラと戦っていた──

「貴様か。確かゼノンとか言ったな」

　何故なぜか嬉うれしそうなカグラの声。

「久しぶりだな、アバドン」

　対するゼノンも友人に出会えたかのような、楽しそうな口調。

　しかし両者とも魔力の霧きりが全身から噴ふき出しており、一いつ触しよく即そく発はつの空気だ。

　予想外の守護者に、僕は考える力を失ってしまう。

「な、なんで……？」

　どうして上級悪魔がここにいるんだ。

　だって、ここは七星降霊学園なんだ。

　日本でも有数の降こう霊れい士し育成学校なわけで、生徒を守るために最新式の結界が張られているんだ。付近で悪魔被ひ害がいに遭あったら、まずここに避ひ難なんするように言われているくらい安全な場所なのに。

　そんな所に、どうやって入り込んだのだ。

　いや、それを言うなら僕を狙そ撃げきした悪魔や、ミドリに憑ひよう依いした悪魔だって。

　それに校内で悪魔が現れたとしても、もっと迅じん速そくに発見されるべきだ。生徒がいたずらで呼び出した悪魔なら、五分も経たたないうちに警報が鳴るようになっている。

　──それを可能にするだけの力があるのか。

　魔力だけじゃない。人の目から悪魔を隠かくす技術。

　それが月光商人の恐おそろしさ。

「決着をつけにきたのか、ゼノンよ」

「そうしたいのだが、私の仕事は他にもある」
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「仕事だと？　そこの人間と組んで、コソコソと悪魔を売りつける行こう為いが仕事だと言うなら、上級悪魔も堕おちたものだな」

　カグラの嘲ちよう笑しようを、ゼノンは冷ややかに受け止める。

「コソコソするのが嫌いか、アバドンよ」

　ゼノンの手が持ち上がる。

　指をまっすぐに伸のばし、空中にある見えない何かを操作するように動く。その手の動きに合わせて、大気が静かに振しん動どうした。

「何をする気だ！」

　僕が叫ぶと、それに答えるかのようにゼノンは行動を起こした。

「私の本来の仕事だ。コソコソではなく、堂々と始めようではないか」

　まず最初に反応があったのは、背後。

「……っ！」

　柚子のＰＣが突とつ然ぜん光ったのだ。

「どうしたユズコ！　うおっ、俺のケータイも！」

　ボブがポケットからケータイを取り出す。

　そのディスプレイには自動的に魔ま法ほう陣じんが描えがかれ、機械音声が高速詠えい唱しようを始めていた。天使召しよう喚かんとは違ちがう、禍まが々まがしい声がいくつものスピーカーから聞こえてくる。

　まさか、これがゼノンの仕事？

「悪魔を呼べるのは人間だけではない。我らが眷けん族ぞくを呼び寄せる技わざなどいくらでも存在する。このようにな」

　柚子とボブの端たん末まつが激しく輝かがやく。

　その光が最高潮に達した時、ゼノンの声が高らかに響ひびいた。

「さあ人間よ、宴うたげの時間だ」

　光が収まると、召喚はすぐに終わった。

　ディスプレイから生まれた白い魔法陣が空中に投射されると、突とつ如じよ、それが黒くドロリとしたものに変わった。

　気持ち悪い魔法陣から、また粘ねん液えきのようなものが溢あふれだす。

　コールタールのような液体が地面に落ちると、それはムクムクと人型に変化する。泥どろでできた人形のような悪魔だ。あれは低級悪魔の一種、文字通り泥人マツドマン型と呼ばれる種族だ。知性は低いが数が多く、主に水辺に出しゆつ没ぼつする。

　そんな悪魔が、どうしてボブや柚子のＰＣから。

「まさか、ウィルス!?」

　雪伽の仮説に眉まゆ根ねを寄せたのは、柚子。

「……ありえない。対策はしっかりしてたはずなのに」

　素人しろうとならともかく、柚子ほどのハッカーが簡単に侵しん入にゆうされるはずがない……んだけど、実際に侵入されているんだ。

「コンピュータの防ぼう壁へきは、魔術的な侵入には無力だ。プログラムで魔法陣や呪じゆ文もんを作れないようにしても、魔ま法ほうそのものの侵入は防げぬ」

　カグラの解説に、柚子が唇くちびるを嚙かむ。

　彼女の説が正しい事を証明するかのように、ゼノンは小さく笑った。

「その通り。学園の裏サイトとやらを閲えつ覧らんした端末に、自動的に魔法がかかる文様を入れておいた。文字や図形による魔術的暗示に関する対策はされていないようなのでな」

　そういう事か。

「畜ちく生しよう、裏サイトなんて見なけりゃよかったぜ！」

　いまだ光るケータイを投げ捨て、踏ふみ潰つぶすボブ。好こう奇き心しんに負けてそんなサイト見るからいけないんだ。

　そうしている間にも、泥人はどんどん増えていく。

　もう十体以上の泥人が僕らを取り囲んでいた。

　たった一いつ瞬しゆんで、これだけ──

　違う、これだけじゃない。

「まさか、他ほかの人の端末も!?」

　僕の悪い予感が的中する。

　振ふり向くと、すでに戦いは始まっていた。

　遠い空に見える、稲いな光びかりのような筋。あれは誰だれかが天使による攻撃を実行した光だ。それが学園内のあちこちで見える。さらに耳を澄すませば怒ど号ごうのような声も。

　裏サイトに接続した、全ての端末から召喚されているのか。

　だとすると、どれだけの泥人が──

「うっ！」

　突とつ風ぷうが吹ふいた。

　目をそむけ、もう一度風が吹いた方を見る。

　そこにいたはずの月光商人とゼノンが消えていた。

「待てっ！」

　叫さけぶが、返事はない。

　泥人のみを残して、彼らは消えてしまった。

　──これが、ゼノンの仕事か。

　悪あく魔まを売りつけていたのは、学園を内部から破は壊かいするためだったのか。

「カタログを見ただけで、強ごう引いんに商品を売りつけられるようなものだね」

　白いナイフを構えながら、渚が呟つぶやく。

「だったら丁てい寧ねいに返品してやろうぜ」

　ボブもポケットから数珠じゆずを取り出した。

「……勿もつ体たいないけど……っ！」

　近くにあった大きな石を持ち上げ、柚子は自分のＰＣを破壊する。それでようやく泥人の召喚は止まった。

　あとは残る泥人を始末するだけだ。

「みんな、行くよ！」

「おおっ！」

　僕の号令で、全員が武器を構える。

　見える範はん囲いに、泥人型悪魔が十体。

　けど──敵は、その数十倍いる。

　それでも僕は恐れない。

　味方の数はもっと多いのだから。







　疲つかれは残っていたものの、泥人型の悪魔は力も機動力もないので、人じん獣じゆう型に比べたら驚おどろくほど弱い。ちょっと強い人間が素す手でで戦っても勝てるくらいだ。

　問題はその数だ。維い持じする魔ま力りよくが低いせいなのか、ものすごく大量に発生する。悪魔界のボウフラと呼ばれるくらいで、過去一度だけ十万匹びきの泥人が海岸を埋うめ尽つくした事件があった。

　僕たちの前に現れた泥人型は、ほんの一分もかからずに蹴け散ちらせた。牧原先生がすぐに戻もどってきてくれたので、もう一度バンに乗り込んで校舎に戻る。

「しっかりつかまっていろ！」

　アクセル全開で走り出す。

　対魔力の装そう甲こうがついているとはいえ、普ふ通つうのバンだ。すでに道路にも泥人が徘はい徊かいしており、さながらゾンビ映画のように見える。

　その泥人を次々に撥はね飛ばしながら、僕らを乗せたバンは校舎へ走る。

　悪魔は裏サイトを閲覧した全すべての端末から出没している。

　という事は、校舎が一番の激戦区になっているはず。

　簡単にやられはしないだろう。なにしろ校舎には教師だっているし、生徒の数も多い。低級の泥人型なんかに負けはしない。

「うおっ、なんだあれ!?」

　窓の外を見ていたボブが声を上げたので、全員がそちらを見る。

　校舎に一番近い校庭。

　そこに、悪魔がいた。

　泥人型の悪魔なんだけど、大きさが段だん違ちがいだ。四十メートルはある。

「他の泥人と合体したのか。校舎には生徒が大勢いるからな。召喚された泥人も多かったんだろう」

　冷静に分ぶん析せきする牧原先生だけど、対処法までは教えてくれなかった。

　けど、僕らがやる事は決まった。

　あの巨きよ大だいな泥人をどうにかしないと。

「私は負傷者の救助に向かうが──」

　車を校庭の近くに停とめると、牧原先生はこう尋たずねる。

「あの程度の悪魔、お前たちならやれるな？」

「はいっ！」

　全員で答えて、車から降りる。

　すでに校庭には数十人の生徒が集まっていた。主に遠えん距きよ離り戦用の銃じゆうや弓などを持った生徒が、巨大泥人に攻こう撃げきをしかけている。しかし泥人にとっては爪つま楊よう枝じを投げつけられたような感覚らしく、一向に動きが止まらない。

　天使による攻撃も、巨大な泥をパラパラと剝はく離りさせるだけに止とどまっている。

「行けっ、行けっ！」

「く……そっ！」

　剣けん士しや盾士タンクが攻せめようとするものの、巨大泥人の足元に沈ちん殿でんした泥に足をとられてうまく動けない。さらに剝はがれ落ちた泥から、普通サイズの泥人が生まれてくるので、そちらにも人手が必要になる。

　強力な力がない代わりに、タフで繁はん殖しよく力が強いのだ。

「ひるむなっ！　行け行け！」

「テメー、命令してないで自分でやれや！」

　先ほどから後ろで叫んでいた生徒を、誰かが天使の棒で殴なぐる。

　その脇わきを数人の生徒が逃にげ出していく。

　勝てないが死ぬわけでもないと悟さとった生徒が、武器を置いて休んでいる。

　倒たおせない泥人に対して、徐じよ々じよにあきらめムードが蔓まん延えんしている。

　このままじゃダメだ。

　僕がそう思った時、




『立て！　立ち上がれ！』




　僕のケータイから声が轟とどろいた。

　僕のだけじゃない。隣となりにいた雪伽も、銀河も、渚も、その隣の生徒も、全員が持っているＰＣやケータイから声がしている。それだけじゃない、校舎のスピーカーからも同じ声がする。

　この声──

『何のための戦せん闘とう試験だ！　何のための七星降霊学園だ！　今この時、悪魔と戦うための訓練だろう！　怖おじ気けづいてどうする！』

　凛りんとした声。

　全校生徒に向けて「法王」が通信しているんだ。

　ところどころ声にノイズが走っているのは、きっと雅みやびも戦っているから。剣けんを振りながら、僕たちを叱しつ咤たしているんだ。

『怖こわかったら泣いてもいい！　痛かったら叫んでもいい！　その弱さは仲間と分かち合え！　その代わりに仲間から勇気をもらえ！　忘れるな、諸君らは一人じゃない！』

　雅の言葉に、僕の意識が固まる。

　──一人じゃない。

　勇気のない人に、勇気を。

　僕は周囲を見る。

　みんな、いた。

　雪伽も、ボブも、柚子も、渚も、銀河も──他のクラスの生徒も。

　この状じよう況きようをひっくり返す、流れを作れるのは僕だけだ。

「カグラ。そこにいる？」

「いるとも」

　言いたい事を理解したのか、カグラが僕の肩かたに乗った。

「アレ、やるよ」

「良いのか？　今度は観客がいるぞ？」

「構わない」

「だが、貴様の身体からだがこれ以上蝕むしばまれると──！」

「どうしたの、カグラ？」

　彼女にしては珍めずらしい。僕の心配をするなんて。

「ええい、吾わが輩はいとしたことが！」

　悩なやみを振り切るように、カグラは叫ぶ。

「貴様がそこまで言うのなら──くれてやる！」

　僕の左手に、カグラの魔力が集まる。

「みんな、ちょっと下がってて」

「にぃちゃん……？　何するの？」

　僕の考えを知らない雪伽が、不安そうな目で見つめる。

　大だい丈じよう夫ぶ。

　雪伽の不安は、僕が全部──




　喰くらい尽くす。




　カグラの魔力によって生み出されたのは、盾たてではなく顎あご。

　大きな口が僕の左手に出現した。

「アンタ、それ……！」

　渚が何かを言う前に、僕は巨大泥人に向かって走る。

　ビチャビチャと跳はねる泥どろから生まれた悪魔に向かって、僕の左手は大口を開ける。獲え物ものを見つけた顎は嬉き々きとして泥人を喰らい、咀そ嚼しやくし、嚥えん下かする。その動作が終わる間もなく次の泥人を喰らう。

　悪魔を喰らうたびに大きくなる僕の左手。

　最初は肉にく食しよく獣じゆうの頭くらいだった大顎は、十体目の悪魔を喰らった時点で自動車くらいの大きさになっていた。

「お、おい、あれ……」

「クラスＸの悪魔使いじゃないか……」

　近くで戦っていた生徒たちも、僕の左手を見て驚きよう愕がくしている。

　だけど僕の顎は止まらない。今まさに別の生徒が戦っている泥人も、まとめて嚙かみちぎって飲み込む。その魔力がどんどん膨ふくれ上がり、巨大な塊かたまりになっていく。

「すげぇ、アイツ……悪魔を喰ってる」

「あれが悪あく魔ま使いの力なのか！　なんて力だ！」

　僕を見る人が増えていく。

　少しでも数を減らすんだ。そうして溜たまった魔力で、あの巨大泥人を吹ふき飛ばせば、きっとみんな戦意を取り戻す──

「うっ！」

　心臓が鳴った。

　強きよう烈れつな胸の痛みに、僕は膝ひざをつく。

「にぃちゃん！」

　駆かけ寄ろうとする雪伽を、僕は手で制する。

　しかし雪伽は僕に抱だきついた。

「無理しないで！　ダメだよ、そんな事したら！」

「いいんだ……この流れを変えるには、僕が……僕が、悪魔の力を見せないと……！」

「そうじゃないってば！」

　否定したのは雪伽ではなく、渚。

　両手に持っているのは、二つのナイフ。

「一人じゃないって、『法王』さんも言ってたでしょ！」

「そうだよにぃちゃん！」

　雪伽の手にも、黒い銃が。

　──そうか。

　もう、流れは変わっていたんだ。

「いくぜ！　月斗を援えん護ごするんだ！」

　五ご鈷こ杵しよと数珠じゆずを持って泥人に突とつ撃げきするボブ。

「……援護なら任せて」

　悪魔に汚お染せんされていないＰＣから天使を召しよう喚かんする柚子。

　僕の代わりに戦ってくれているみんなを見ていたら、胸の痛みが引いた。

　胸に手を当てると、天使に触ふれた。

　銀河が召喚した医い療りよう用天使だ。

「自分から悪魔に汚染されるなんて、君はバカだ！」

　真しん剣けんな顔で怒ど鳴なる銀河。

　だけど、僕は微笑ほほえむ。

「バカだけど──意義はあるよ」

　その証しよう拠こに、ほら。

「おいクラスＸ！　手伝うぜ！」

　呼びかけたのは、クラスＡの男子たち。

　全員身体も武器も大きい、バーバリアンのような集団だ。だけど何故なぜかみんないい笑え顔がおをしている。

「花はな村むら。お前のそれデッカイなー。どうすんだ、それ」

「え、ええと、悪魔の魔ま力りよくを食べて、あの大きいのにぶつけようと……」

「魔力は足りてるのか？」

「いや、正直足りないよ。あの大きさの泥人を壊こわすなら、もっと食べないと」

「よし。じゃあ俺らがあのデカブツを小さくする。たくさん食べなくても、アイツが小さくなれば壊せるんじゃないか？」

「あ……そうだね！」

「おし、じゃあ戦闘試験の鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらうぜ！」

　提案した彼は、初日に戦闘試験で戦ったチームの男子だ。ミドリの采さい配はいでもう一勝したとはいえ、僕らに不満を持っていてもおかしくないはずなのに。

「おい脳筋ども。いい事を教えてやる」

　僕の肩に乗ったカグラがニヤリと笑う。

「この悪魔どもの元もと締じめは、桜井猛たけると片倉ミドリを利用した真犯人だ。加えて片倉ミドリは悪魔の攻こう撃げきを受けて昏こん倒とうしている」

「な、なんだって！　マジかよ！」

　彼だけでなく、その場にいたクラスＡ全員の顔色が変わる。

「さぁ、怒いかりは全部ヤツにぶつけろ！　仇かたき討うちだ！」

「うおおおおおおおっ！　チクショウ、俺は片倉の事が好きだったのに！」

「桜井がいなくたって、やれるんだよチクショウめ！」

　武器を振ふり上げて、クラスＡが突撃していく。群がる泥人を蹴け散ちらして、巨きよ大だい泥人を削けずっていく様は本当に戦闘民族のようだ。

「クラスＡに続けぇっ！」

　彼らの勢いに押されて、他ほかのクラスの生徒たちも戦い始める。こうなったらもう誰だれにも止められない。

「見たか月斗よ。人心とはこのように操作するのだ」

「参考にさせてもらう……よっ！」

　答えながらも、僕の左手はクラスＡに群がる泥人を食べる。

　もう少しだ。

　あと少しの魔力で、あの泥人を吹き飛ばせる。

　だけど心臓はまだバクバクいってる。早くしないと僕の身体がもたない。

　悪魔的な手段は、悪魔的なリスクがあるのだ。

　僕の身に何があろうとも、みんなを守れるならそれでいい。

　そう思っていたんだけど──

「おっしゃあっ！」

　巨大泥人の右みぎ腕うでが落ちた。

　十メートルはある腕を切り落としたのは、渚のナイフだった。

　あの高さを駆け上り、そして腕を落とすなんて、退たい魔ま士しの戦せん闘とう能力は底が知れない。

　落ちた腕にクラスＡの生徒が群がり、ボコボコにする。

　けど、泥人にだって意思はある。地面で戦っている生徒たちに向かって、左ひだり腕うでを振り下ろす。

　だけど、その左腕も弾はじき飛ばされて消しよう滅めつした。

　破は壊かいしたのは雪伽──と、彼女と同時に射しや撃げきをした女子たち。全員が弓や銃じゆうを持っており、雪伽の合図で一いつ斉せい射しや撃げきしたのだ。一つ一つなら爪つま楊よう枝じほどの威い力りよくでも、一点に集中すれば敵を穿うがつことができるんだ。

「にぃちゃん！」

　そして雪伽は僕を見る。

　──あの大きさなら、いける。

　僕は左手の塊を前に向ける。

　溢あふれだそうとしている魔力をギリギリまで抑おさえ込み、そして巨きよ大だいな泥人の頭を狙ねらう。暴発しそうな勢いの魔力の塊に、ほんの小さな穴を開けるだけ。

「行っ……けぇぇぇっ！」

　僕の左手が破は裂れつした。

　先せん端たんから噴ふき出す魔力はビームのようにまっすぐに飛んでいき、巨大泥人の頭から胸のあたりに命中する。

　巨大な光線は泥人を押し戻もどすくらい力強い。

　が、破壊できない。

「くっ……！」

　魔力を絞しぼり出すが、足りない。

　まだ大きいのか。

　あと少し細かければ。

　けど、これ以上は──

　僕の心に焦あせりが生まれる。もう光線を維い持じできない。

　また最初から悪魔を食べて魔力を充じゆう塡てんしなければ。そうなると、僕の身体からだは耐たえられる自信がない。

　そう思っていた矢先だった。




「召喚サモン」




　小さな声と、大きな風が吹いた。

　回転する黒い風の塊が、巨大泥人の首を落とした。

　黒い霧きりを纏まとった、かまいたちのように鋭するどい風の刃やいば。

　あの黒い霧は見覚えがある。

　けど、今はそれどころじゃない。

「塵ちりになれ、悪魔！」

　僕は最後の最後まで力を出し切った。

　光線は首と胴どうを消し飛ばし、さらに細かく分ぶん離りされた泥どろが消えていく。

　ついに泥人はバラバラになって消滅した。

「うわあぁぁっ！」

　反動で僕の身体は後方に吹ふっ飛び、泥の中に倒たおれる。

　巨きよ体たいがゆっくりと倒れ、小さな泥の山になった。

　そこからまた泥人が生まれようとするが、すでに生徒たちが武器を構えて突とつ撃げきしている。あの分ならもうすぐカタがつくだろう。

「やった……！」

　安心したら、僕の左手から魔力が消えた。

　同時に疲つかれと痛みがドッとのしかかってくる。

　動けなくなって、その場に寝ね転ころがった。泥が全身に纏わりつくが、顔の周囲を拭ふく余よ裕ゆうすらなかった。

　僕は背後を見る。

　泥人の首を飛ばした、あの黒いかまいたち。

　あれは──悪あく魔ま召しよう喚かん。

　校庭の端はしに、彼女はいた。

　小さな女の子が、ケータイを閉じている姿。
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　これだけの生徒が集まって、ようやく腕を落とせた悪魔に対し、ただ一度の召喚で首を切り落とした彼女はいったい──

「にぃちゃん！」

　すぐに雪伽が飛んできて、僕を抱だきしめた。

「雪伽……汚よごれちゃうよ」

「私も汚れてるよっ！」

　ホントだ。雪伽だけじゃなくて、みんな泥だらけだ。

「アハハ……」

　それがおかしくて、なんだか笑いがこみあげてきた。

　なのに、雪伽は泣いている。

「どうしたの雪伽」

「にぃちゃん……危ない事しないで！」

　雪伽は泥だらけの僕の顔に触ふれる。

「お父さんやお母さんみたいに死んじゃったら、イヤだよ！」

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　何度も繰くり返した言葉を、もう一度言う。

「死なないよ。死んだら、雪伽を守れなくなるから」

「うん──」

　袖そでで涙なみだを拭く雪伽。だけど泥と一いつ緒しよになって顔がさらに汚きたなくなってしまう。

　そんな雪伽を見て、やっぱり笑ってしまう。

　そうだ、これだけは言っておかないと。

「雪伽。助かったよ、ありがとう」

　その言葉の後、僕の意識は途と切ぎれた。







「召喚コール！　うっひょー！」

「冷たっ！」

「あははははははは！」

　騒さわがしい声で目が覚めた。

　硬かたい感かん触しよくがすると思ったら、僕の身体は転がり落ちていた。

「いたっ！」

　どうやら校庭脇わきのベンチで寝ねかされていたらしい。転がった僕が見上げた空は、キラキラと輝かがやいている。

「あ、起きた。悪魔使い」

　隣となりに渚がいた。ベンチから校庭を見ている。

「僕、どれくらい寝てた？」

「十五分くらいかな？」

　良かった。悪魔を食べると身体に負ふ担たんがかかって、一時間くらい眠ねむってしまうんだ。今は元気だけど、今日はもう戦えそうにない。

「で、アレ何？」

　校庭が水みず浸びたしになっていた。

　さっきまで泥人型悪魔と戦っていたはずの大地に、雨よりも強い水が降り注いでいる。高さ十メートルほどの地点に、巨大な十字形の天使が何十体も浮ふ遊ゆうしており、水はあそこから流れているようだ。

「聖水だってさ。アンタがデカいの倒した後、先生が来て召喚してくれたの。泥人型にはアレが一番効くんだって」

「へぇ」

　だったら僕が悪魔を食べる必要なかったんじゃないか。

　でも、みんな無事で良かった。

「あはははははは！」

　校庭では先ほどまで戦っていた生徒たちが濡ぬれていた。空から降り注ぐシャワーで身体についた泥を洗い流している。

　雪伽や柚子、ボブに銀河もいる。

　みんな笑っていた。

　手伝ってくれたクラスＡの生徒もみんな大笑いして健けん闘とうを讃たたえ合っていた。

「聖水に頼たよるのもいいが、月斗の行動がなければあそこまで楽しく終わらなかっただろうな。泥まみれも時には良いものだ」

　僕が寝ていたベンチに座っているカグラ。

「カグラ……ここにいたの？」

「ずっとここにいたよ。アンタが心配なんだってさ」

「バ、バカを言うな小こ娘むすめ！　誰だれが月斗の心配などするか！」

　珍めずらしく焦あせるカグラ。

　けど、彼女は僕が悪魔を喰くう時にも心配していた。

「カグラ、そんなに僕が死ぬのが嫌いやなの？」

「……吾わが輩はいにも分からぬ。ただ、貴様や雪伽が死にそうになると、心の奥が痛む」

　普ふ段だんは高飛車な態度で奔ほん放ぽうなカグラだけど、僕が悪魔の力を使いそうになると心配してくれる。やられそうになっても、ちゃんと守ってくれるしね。

「どうして？　契けい約やくだから？」

「違ちがうな。契約者が自分のミスで死のうが、吾輩は動じぬ。それはただ単に契約者がマヌケだったという話だ」

「じゃあ」

「やはり──貴様の両親のせいか……」

　僕の両親の事を、カグラは知っている。

　だけどどう関かかわっていたのかは知らない。

　カグラですら知らない。

　十年前、どういう契約を交かわしたのだろう。

　そこで僕の両親はカグラ──アバドンと何をしたのだろう。

　完全無欠の大悪魔カグラ。




　その弱点は──もしかしたら、僕たちなのか？




　だとすると、僕は今のままでいいのだろうか。

　もっと強くなれば、カグラも安心するだろうか。

「どうせ契約者が死ぬと、自分も死ぬかもしれないから、怖こわいんじゃないの？」

　現実的な推論を出す渚。

「バカを言うな小娘。吾輩が死など恐おそれるか」

「じゃあアンタも聖水浴びてきなさいよ」

「貴様、吾輩が悪魔だと分かって言っておるな」

「死を恐れないなら行けるでしょ」

「そう言う貴様はどうなのだ？　借りたジャージが泥どろで汚れているぞ？」

「私は……いいや」

　どうして遠えん慮りよしたのか、訊きくまでもなかった。

「わー、濡れてる濡れてる！」

「あーっ、男子！　こっち見るなっ！」

　何やら女子が騒いでいる。

　当たり前なのだが、ブラウスが濡れて下着が透すけて見えていた。

「わーっ、どうして!?　にぃちゃん！」

　僕が起きた事に気づいた雪伽が、こちらに走ってくる。

　うん、雪伽はその場のノリに流されたのだろう。

「……失策」

　柚子まで濡れて帰ってくるとは思わなかった。制服のローブを前にかけて、恥はずかしそうにトボトボと歩いている彼女はとても新しん鮮せんだ。

　校庭では女子が天使を召喚して、男子を攻こう撃げきしている。水系の天使に強い女子が、ポンプのような天使で放水している。転んだ男子はさらに泥まみれになり、もう一度最初から洗い直しだ。

　そんな楽しそうな校庭で、変な行動をとる男子が一人。

　銀河──普ふ通つうすぎる。

　楽しそうに笑っているだけだ。女子のブラウスが透けるなんてアクシデントで、彼が興奮しないなんて。

　理由は分かってる。

　さっきの戦いじゃない。

　その前の、月光商人の言葉だ。

　そして、僕の隣で呆あきれている渚。

　二人とも、大きな秘密を抱かかえていたんだ。

　だけど、それは横に置いておこう。

　とりあえず、今は勝った事を喜ぼう。

　最後にみんなが笑える結末になって、本当に良かった。




　　　　＊




　すっかり忘れていたけど、戦せん闘とう試験は不戦敗になっていた。

　何故なぜか僕たちとの対戦を心待ちにしていたというクラスＳに物もの凄すごく怒おこられたけど、今回の事件を説明したら納なつ得とくしてくれた。クラスＳはエリートなので理解が早くて助かる。

　校内に悪あく魔まが出しゆつ没ぼつしたという事件は、瞬またたく間に全校に広まった。

　ただ、時期が時期なので「また戦闘試験に勝つために召しよう喚かんしたのか」と、よくある事例扱あつかいされて片づけられてしまった。

　午後の間、僕らはずっと教師に説明をしていた。

　悪魔被ひ害がいではあるけれど、裏で糸を引いている人物がいる事も全すべてぶちまけた。

　桜井は停学になるという。

　これでもかなり情じよう状じよう酌しやく量りようされたのだ。僕が必死に頼たのみ込んで、悪いのは月光商人だと力説し、ようやく教師が折れて停学一カ月。これでも軽い方なのだ。

　一方、ミドリの事は分からない。

　すぐに病院に搬はん送そうされて、集中治ち療りようを受ける必要があると言われた。

　悪魔に汚お染せんされた肉体はそう簡単に元通りにはならないのだ。

　退院した後も、おそらく退学になるだろう。そう話を聞かされ、雪伽は号ごう泣きゆうした。僕は雪伽を抱だきしめ、制服をハンカチ代わりにするくらいしか慰なぐさめ方を知らなかった。

　だけど、事件はこれで終わった。

　月光商人はまだ捕つかまっていないけど、少なくとも桜井とミドリの二人はもう悪魔召喚をする事はない。

　後の事は教師に任せよう。退たい魔ま省に通報して、迅じん速そくに捜そう査さしてくれるはずだ。

「みんなも気をつけてね」

　帰り際ぎわ、廊ろう下かで銀河にそう言われた。

「悪魔召喚による汚染って、思ったより深いんだ」

「銀河……」

　彼は力なく笑っていた。

「お、おお……」

「…………」

　一いつ緒しよに歩いていたボブも柚子も、慰めの言葉が出てこない。僕も一緒だ。

「もうバレてるかもしれないけど、ボクは一年の時に悪魔召喚をしたんだ。で、汚染されて入院する事になったのさ」

「……そっか」

　召喚の理由は尋たずねない方がいいだろう。

　禁断の方法に手を出してまで成し遂とげたかった目的は、きっと誰にも言えない暗い欲よく望ぼうに決まっている。誰もが持っている心の闇やみをほじくり返す趣しゆ味みはない。

「退学にはならなかったの？」

「うん。幸い、誰も傷つけなかったせいかな」

　自分一人が被害を受けた悪魔召喚か。変な話だが、呼び出し損とも言える。

「みんな、ごめんね」

「え？」

「ボクは卑ひ怯きよう者だ。悪魔使いだ。そんな奴やつと一緒のクラスなんて嫌いやだよね」

　彼は、本気で言っている。

　たぶん、世界で誰よりも自分の事が嫌きらいなんだろう。普段のふざけた態度は、その裏返しだ。

「銀河」

　だから僕は、反対に気き丈じようになる。

　これでもクラス委員だ。クラスメイトの相談に乗らないでどうする。

「何言ってるんだよ。ここはクラスＸだよ？　みんな何か特別な事情があるからここにいるんだ。悪魔召喚くらいじゃ驚おどろかないよ」

「そうだぜ銀河！」

　ボブの太い腕うでが、銀河の肩かたを抱だく。

「俺なんか古オー式ルド退エク魔ソシ術ズムの使い手ってんで、退魔省からめっちゃ睨にらまれてるんだぜ！　個人じゃなくて、家ごとだよ！　言ってみりゃ国家権力の敵だぜ俺は！」

「……私、前科一犯」

　柚子も追つい随ずいする。

　そう、このクラスＸははみだし者の集団だ。

　実力はけして低くないのに、様々な事情を抱えた人間が押し込められた「その他」のクラスなんだ。

「そうだよ、悪魔召喚がなんだ。僕なんか日常的に悪魔と過ごしてるんだ。そんなの全然大したことないよ」

「月斗くん……みんな……」

「どちらかと言うと、セクハラ発言の方が嫌われる要因なんじゃないかな」

「だな」

　僕とボブが深く頷うなずく。

「ええっ、そんな！　あれは雰ふん囲い気きを和なごませるために言ってるのに！」

「……今度やったらケータイの中の画像をネットにバラまいてやるから」

　気がつけば、またみんなでバカな会話をしている。

　過去の事なんてどうでもいい。

　今、こうして銀河と楽しく話せるのが大事なんだ。辛つらい過去よりも、明るい明日あしたの事を考えるべきだろう。

「あ、いたいた、にぃちゃん！」

　廊下の向こうで雪伽が手を振ふっている。

「私、カグラと先に帰るね！　これから病院に行くの！」

「カグラと？」

「悪魔に汚染されてるから、カグラがいた方が適切な治療ができるかなって思ったの」

「そういう訳だ月斗よ、これを託たくすぞ！」

　雪伽の肩から降りたカグラが、僕の前までやってきて紙切れを手て渡わたす。見てみると、スーパーで買うべき食材が書かれてあった。

「オッケー。買っておくね」

「じゃあね、みんなまた明日ね！」

「おう！　またな雪伽！」

「……また」

　ボブと柚子がひらひらと手を振る。

「銀河くんも、また明日！」

　悪魔召喚の事は知っているのに、雪伽もいつもと変わらない笑え顔がおを向けている。みんな同じだ。銀河は僕たちの大切な仲間だから。

「うん、またね！」

　笑顔で手を振り返す銀河。

　うん、君はいつもニコニコ笑っている方が似合うよ。

「？」

　ポケットの中が震ふるえた。

　メールだ。誰だれからだろう──







「こんなトコに呼び出す必要あったの？」

　校舎棟とうの裏にある駐ちゆう輪りん場じよう。

　ウチの学園はバイク通学が許可されているけど、大半の生徒が自転車かバスで通学している。そのためバイク置き場には人があまり来ない。

「……別にいいじゃん」

　たぶん、彼女のバイクなのだろう。フルカウルの大きなマシンのそばで、僕をずっと待っていた渚は、怒っているのか拗すねているのか分からない表情をしていた。

「これ渚のバイク？」

「そうだよ。退たい魔ま士しの先せん輩ぱいで乗ってる人多いから。実際、けっこう役に立つんだよね」

　嬉うれしそうにガソリンタンクを撫なでる渚。身体からだは小さいけど、こうしてバイクを見ている彼女はとてもカッコいい。まるで馬を愛めでているようにも見える。

「ねぇ、悪魔使い。念のため訊きくけど──見た、よね？」

「ごめん。見ちゃった」

　悪魔との戦闘で、助けに来てくれた渚の服が破れた時。

　僕は彼女の身体を見たのだ。

「忘れる事って、できない？」

「できないよ」

　月光商人じゃあるまいし。仮にカグラができたとしても、やってくれないだろうなぁ。

「それに、忘れる必要もない」

「え？」

「逆にスッキリしたよ。なんで渚が退魔士になれたのか、それにどうして悪魔を毛け嫌ぎらいするのか理解できたもん」

「あ……それは」

　今の渚は歯切れが悪い。

　いつもなら顔を赤くして怒ど鳴なっている所なのに。

「でも、詳くわしい事までは分からない。できれば教えてくれると嬉しいな」

　そう、状じよう況きようは分かったけど、事情は知らないのだ。

　渚の身体──彼女の胴どうの色が変色していたのだ。

　それも日焼けやアザではない。何か鉱物のような光こう沢たくがあった。

　あれは悪あく魔まの皮ひ膚ふだ。

　人間の渚が、どうしてそんな皮膚を持っていたのか。

　渚を見ると、自分の身体を抱きしめていた。服越ごしでも僕に見られたくないようだ。だけど僕は知っている。

　泣きそうな表情と、後こう悔かいしているような表情を繰くり返す渚。

　そうして、ようやくぽつりと喋しやべる。




「ハーフ──なんだよね、アタシ」




　人間と、悪魔の。

　聞いた事がある。悪魔の中には人間そっくりな種族もいると。

　長い歴史の中で感情が変化し、人間と恋こいに落ちる悪魔もいるのだ。さらに付け加えるならば、最初から人間に惚ほれこんでしまう悪魔もいるらしい。

「お父さんが悪魔なんだけど、変わり種みたいでね。とにかく知ち識しき欲よくがすごくて、人間界の色々なモノを知りたくなったんだって。それで退魔士をしてたお母さんと知り合ったの」

「お母さんも退魔士なんだ」

「うん。退魔省に認にん可かされた、公こう認にん悪魔使いだよ」

　てことは、夫を使し役えきしている形になるのか。

　いいのか、それは。まぁ本人たちが幸せならいいのだろう。

「親は仲良くやってるけど、アタシはね……この肌はだのせいで水着も着られないし、力の加減ができないと友達も傷つけちゃう」

　渚は自分の右手を見る。

　白かった手が、黒く変色する。自在に変えられるのか。

「キモいでしょ？　こんなの」

　自じ虐ぎやくの混じった笑みに、僕はつられて笑ったりしない。

　渚を笑う理由など、どこにもない。

「キモくない」

　僕は赤黒い渚の手を握にぎる。冷たい感かん触しよくがする。

「キレイだよ」

　本心から、そう言った。
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「この手は退魔士の手だ。渚はこの手で誰かを助ける仕事をしたんだ。そんな手をキモいなんて、誰が思うもんか」

「…………」

　渚の目を見る。すると彼女は避さけるように目を伏ふせてしまった。

　それで僕も冷静になる。

「ご、ごめんっ！」

　慌あわてて手を離はなす。なんだよ、むしろキモいのは僕の方じゃないか。

　どうしてあんな大だい胆たんな真似まねができたんだろう。

　渚の顔を見ていたら、ああしなきゃいけないと思ったんだけど──

「……う、うぅぅ」

　渚はバイクのホルダーにかけてあったフルフェイスのヘルメットを取る。それを被かぶって後ろを向くのは、どういう意図なんだろう。

「は、恥はずかしいよ！」

　あ、そうだったんだ。

「初めてだよ、そんな風に言われたの……」

「そうなの？」

　ボブや銀河でも同じ事を言うと思うんだけどな。こんなにキレイな手なのに。

「バカ」

　ヘルメットを取ると、渚の顔も目も今まで見た事がないくらい赤くなっていた。

　だけど怒おこっているようには見えない。

「バカ」

　もう一度言われてしまった。

「でも、ありがと」

　そう言って笑う彼女の笑顔も、やっぱりキレイだ。

　悪魔とのハーフなんて関係ない、普ふ通つうの人間の女の子じゃないか。

「ねえ。この話、せっちゃんやカグラに話した？」

「いや、してないけど」

「できれば黙だまっててくれると嬉しいな」

「雪伽もカグラも、嫌きらったりしないよ」

　どんな事があったって渚を嫌わないと、今朝も言ってたしね。

「分かってるよ。だからこそ、いつか自分で話したいんだ」

「そっか」

　そういう事なら、僕は従うしかない。渚が話すまで、二人きりの秘密だ。

「でも、あのネコにはバレてるかもしれないか」

「カグラなら……そうかもね。けど、誰かにバラしたりはしないと思うよ」

「なんでそう言い切れるの？」

「カグラにしてみれば、そっちの方が面おも白しろそうだから」

「なるほど……」

　全員にブチまけて渚を怒らせるよりは、秘密を隠かくす彼女を見ながらニヤニヤする方を選ぶと思うんだ。

　渚と銀河が編入してきた時、カグラは「悪魔の匂においがする」と言った。

　結果として、二人とも悪魔の匂いはしていたのだ。

　悪魔に汚お染せんされていた銀河も、悪魔とのハーフである渚も。

　なのに、カグラが僕に何も言わなかったのはそのためだろう。もしも本当に危険な悪魔が侵しん入にゆうしていたなら、もっと警けい戒かいするだろうから。

　まったく、悪魔のいたずらにも困ったものだ。

　でも、これで疑問は全すべて解けた。

　渚や銀河の事も分かったし──

「あれ？」

　疑問がまだ残っていた。

「そう言えば、渚がここに編入された理由って」

「え？」

　渚の顔が引きつる。

「いやほら、一つ目は仲間との連係を学ぶためって牧原先生が言ってたよね？　もう一つは何なのかなって」

　ずっと気になっていたんだ。

　容姿も戦せん闘とう能力もカンペキな彼女が、どうして七星降霊学園に来たのか。

「あ、ええと、それは、ホラ、別にいいじゃん！」

「でも」

「大した事じゃないって、ホント！」

　笑ってごまかそうとする渚。

　そこへタイミングよくやってくる、理由を知っている人物。

「こんな所にいたのか、瀬せ川がわ渚！」

　大きな声で近付いてくるのは、牧原先生。

「私の補習から逃にげ出すとはいい度胸だ！　点数どころか出席日数も減らすつもりか？　このままでは卒業するまで退魔省に返せんぞ！」

「ご、ごめんなさい！　また明日あした！」

「逃がすかっ！」

　即そく座ざにバイクにキーを差し込み、エンジンをかける渚。

　それよりも速く、逃げようとする彼女の首根っこを摑つかむ牧原先生。

「さあ戻もどるぞ！　今日こそ赤点を超こえる努力をしてみせろ！」

「やだーっ！　高校の授業ってワケわかんないんだもん！」

「せめて書類の漢字や英語くらいはまともに読めるようになれ！　だから退魔省から追い出されたんだろうが！」

　華きや奢しやな渚の身体からだを抱かかえて運んでいく牧原先生。

　うーん、現げん役えき退たい魔ま士しでも先生には勝てないのか、やっぱり。

　後日、クラスＸ全員で彼女に勉強を教える事になるのだけど、それはまた別の話。

　少なくとも、仲良く勉強ができる間あいだ柄がらにはなったという事だ。

　校舎に消えていく渚に、そっと手を振ふる。

　手の中にはまだ彼女の感触が残っていた。







　エピローグ







　一週間の戦闘試験が終わった。

　正確には平日の五日間の戦いだ。

　僕らの成績は、三勝二敗という微び妙みような結果に終わった。

　そのうちの一敗は不戦敗で、さらにもう一敗は渚なぎさが補習で出られなくなったため。なんとも間ま抜ぬけな理由である。

　桜さくら井いとミドリが抜ぬけたクラスＡのチームは、なんと最終的に二勝したらしい。たった四人で勝利したチームには、惜おしみない賛辞と特別加点が与あたえられた。

　そしてクラスＳはやっぱり全勝。上位はクラスＳのチームがほぼ独どく占せんする結果になったけど、誰だれも驚おどろかなかった。

　試験後、風紀委員と教師による校内の一いつ斉せい捜そう査さが行われた。試験に悪あく魔ま召しよう喚かんを使用した生徒は片っ端ぱしからしょっぴかれ、なんと五人もの生徒が罰ばつせられたと言う。これは過去に例を見ない多さだそうな。

　退魔省にも正式に依い頼らいして、月光商人は追われる事になった。

　もっとも月光商人とはただのハンドルネームなので、また姿や場所を変えて悪魔を売りつけるに決まっている。

　けど、もうそれは僕らの管かん轄かつじゃない。

　後はプロに任せて、僕らは僕らの本業、つまり学業に勤いそしむべきなのだ。

　そうして、いつもの日常が戻ってくる──

「く、悔くやしいけどおいしい……！」

　昼休み、初めてカグラの弁当を食べた渚が呻うめいている。

　僕らも最初はあんな感じだったっけ。

「フハハハハハ、どうだ小こ娘むすめ！　吾わが輩はいの悪魔的な料理は人間の舌を蕩とろけさせるのだ！　たかが二十年も生きていない小娘に、これが真似まねできるか！」

「けど、ちょっと味濃こくない？」

「何を言うか！　疲つかれた身体には塩分が必要なのだ！　摂とり過ぎは身体に毒だが、適度な塩は食しよく欲よくを増すのだぞ！」

「あと見た目もなんとかしてよ。料理は目で楽しむものって言うじゃん」

「貴様、吾輩の美しい料理を愚ぐ弄ろうするか！」

　机を挟はさんで言い争いを続ける渚とカグラ。

　この関係も慣れたもので、もはや毎日の言い争いは恒こう例れいになっている。

　カグラは渚をからかうのが好きだけど、渚も渚でカグラの弱点を見つけてはほくそ笑えんでいる。

　ケンカするほど仲がいいと言うけど、ある意味では二人の関係は良好だ。

「ほら、こっちも食べて！」

　そう言って渚が差し出すのは、カグラ──ではなく、渚自身が作った弁当箱。

「カグラなんかに負けないんだからね！」

「あ、ありがと」

　最近、渚はカグラに対たい抗こうして余分に弁当を作るようになった。

　そして何故なぜか僕に食べさせるのだ。

　曰いわく「カグラの味を知ってるのはアンタだけだから！」らしいけど、だったら雪せつ伽かも同じじゃないか。

　疑問を感じつつも渚の作った卵焼きを食べる。

　あ、おいしい。

　カグラのように驚くような味じゃないけど、素そ朴ぼくで薄うす味あじなのでいくらでも食べられそうだ。カグラに対抗するためと言ってるけど、作る人によって味が違ちがうのは楽しい。新しい発見ができる。

「おいしい、月げつ斗とくん？」

「うん、とっても」

「そ、そっか。よかった」

　頰ほおを搔かいて照れる渚。素す直なおに褒ほめられるのに慣れていないようだ。

　あれ、そういえば今、名前で呼ばれた？

　彼女が誰かを普通に名前で呼ぶのって、初めて聞いたような──

「にぃちゃん。あーん！」

　そんな僕に、雪伽がからあげを差し出してくる。

「え、あの、雪伽、僕まだ食べて──」

「あーん！」

　無む理り矢や理りからあげを押し込んでくる雪伽。

「おいしい!?」

「お、おいしいよ……」

「本当に？　よかった！」

　こっちは普ふ通つうのからあげだ。なんでも最近、雪伽がカグラに料理を教わっているらしい。料理ブームなのかな。

「渚には負けないんだから！」

「負ける？　何が？」

「こっちの話！」

　何故か少し怒おこりながら弁当を食べる雪伽。

「楽しい食しよく卓たくだねー。ボク、こういうの久しぶりだよ！」

「……ただウザいだけ」

　僕らを遠巻きに見ている銀ぎん河がと柚ゆ子ず。自分たちは無関係と言わんばかりに、見えない壁かべを作っているように見える。

　けど、やっぱりみんなで食べる昼食は美味しい。

　これでボブが来れば完かん璧ぺきなんだけど、いつまで飲み物買いに行ってるんだろう。

　彼を待ちながら教室のドアを見ていると、力なく開いたドアから大きな人が転がってきた。

　ボブがふざけているのかと思ったら、

「お、おぉぉぉ……た、助けてくれ……」

　ボコボコにされて倒たおれているではないか。

「ボブ!?」

　何があったんだ。

　すぐに銀河がケータイを取り出して、医い療りよう用天使を召喚する。その間に僕はボブに駆かけ寄り、容体を見る。あのボブがここまでやられるなんて。

「誰にやられたの!?」

「な、なんか……小さい女の子に……」

「小さい女の子？」

　反射的にカグラを見てしまう。今の彼女はネコの姿だ。

　カグラじゃないとすれば、一人しかいない。

　あの時、あの戦い。

『生徒の呼び出しをします。二年クラスＸの花はな村むら月斗。至急、来らい賓ひん室まで来るように』

　スピーカーから流れるアナウンス。牧まき原はら先生の声だ。

　来賓室って、どこだったかな……。







「失礼します」

「入れ」

　牧原先生の声に導かれて来賓室に入ると、豪ごう華かなソファに二人の人間が座っていた。

　一人は牧原先生。相手と向かい合うように座っているが、その姿勢は軍人のようにピンとしている。

　対して、奥のソファにいる人物。

　ビシッとした黒いスーツに身を包んでいる……んだけど。

　小さな女の子だった。

　やっぱり、そうだ。

　あの時、巨きよ大だい泥人マツドマンの首を落とした悪魔使い。

「座っていいぞ」

　少女は偉えらそうな態度で僕に椅い子すを勧すすめる。

「は、はい」

　一礼して座ろうとしたその時、彼女の足に血が付いているのが見えた。これはもしやと思ったけど、尋たずねるタイミングを失う。

「失礼します」

「うむ、最近の学生は礼れい儀ぎがなってないと思ったが、ちゃんとできる子もいるじゃないか。さっき出会ったデカブツなど、私を見るなり『どうしたお嬢じようちゃん、迷子か？』などと見下しおって……」

　ああ、もう確定じゃないか。なんなんだこの人は。

「貴様は何者だ？」

　僕の後ろからカグラの声がする。

　振ふり返ると、いつ入ってきたのか少女の姿のカグラが立っているではないか。

「ちょっとカグラ！　初対面の人に、なんて態度をとるんだ！」

「良いではないか。見た所、吾輩が敬意を払はらうような人種でもない」

「え？」

「その悪魔の言う通りだ」

　少女は座ったまま、僕とカグラを見比べる。

「私は退魔省から派は遣けんされてきた特とく殊しゆ監かん査さ官。名前は大おお山やまと言う」

「大山……さん」

「今、小さいのに大山、とか思っただろう」
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「い、いえそんな事は！」

「気にするな。この身体からだは悪魔に汚お染せんされたせいで成長が止まってしまったのだ」

「そう、だったんですか……」

「一応、見せておこう。身分証明書だ」

　彼女が僕に差し出したのは、手帳。その中に退たい魔ま士しのライセンスが入っていた。

　それとは別のライセンスも入っている。

「悪あく魔ま召しよう喚かん許可証……」

　この人は政府に認にん可かされた悪魔使いなのか。

　だからケータイで悪魔を呼び出せたわけだ。

　僕は退魔士のライセンスをじっくりと見る。

　大山芽め衣い子こ、退魔士。

　年ねん齢れいは、に、二九歳!?

　所属は──

「ＸＸエクソｉｓｔシスト部隊──！」

「そうだ。君の両親は、私のかつての先せん輩ぱいだ」

　退魔士の中でもエリート中のエリート。たった一人で上級悪魔と戦えると言われている、日本で最強の部隊。そんな人をボブは挑ちよう発はつしたのか。

「ちなみに赤ん坊ぼうの君と雪伽ちゃんにも会った事がある」

　本当に幼い頃ころなのだろう。僕は覚えていないや。それにしても、その外見で言われると、とても違い和わ感かんがある。

「あの、その節はお世話になりました」

　とりあえず頭を下げる僕。

「どの節だ？」

「小さい頃もそうだけど、こないだ泥人を倒すのを手伝ってくれました。あと、家の近くで襲おそわれた時も、助けようとしてくれたんですよね？」

「あまり悪魔召喚をしたくなかったのだが……事態が事態だったからな。君と、その悪魔に死なれてもらっては困るのだ。君のご両親と私、両方の立場としてね」

　大山さんがカグラを見る。

「ほう、吾わが輩はいの力を借りたいと」

「いかにも」

「さすが悪魔使い。肝きもが据すわっておる」

　淡たん々たんと語る大山さん。もしも意にそぐわない行動をすれば、即そつ刻こく退治すると言っているようなものだ。

「それで、どういったご用件でしょうか？」

「ああ。実は君の所属するクラスＸに、私の仕事を手伝って欲しいんだ」

「クラスＸに？」

「全員の経歴は全すべて調べさせてもらった。その結果、素行に問題はあるものの、条件としては適格だと判断した。そこで退魔省から正式にお願いしたい」

「……はい」

　僕は唾つばを飲み込む。

「目的は、月光商人の逮たい捕ほ」

「えっ──」

　どうして月光商人を？

　それは退魔省の仕事じゃないの？

　どうして僕たちが？

「今、君は色々と考えているね？　こんな依い頼らいをする理由を」

「はい」

「簡単な話だよ、月斗くん」

　彼女は指を立てて、本当に簡単に説明してくれた。

「月光商人は七星降霊学園の中にいる。おそらく生徒か教師だ」




　　　　＊




『もしもし、私です』

「どうも」

『上位入賞、おめでとうございます。あんな状じよう況きようで、よく戦せん闘とう試験もこなせましたね』

「これでもプライドがありますからね。商売をしながらでも、本業はこなさないと」

『ああ、その件で電話したんです。すみませんがもう少しの間、商売をするのは控ひかえてください。これから退魔省の査察が入ります。尻尾しつぽを出すような真似まねはしないで欲しい』

「了りよう解かいしました。相変わらず、迅じん速そくな情報提供に感謝します」

『なに、これも我々の野望のためです。君には期待していますよ。こんな所で終わって欲しくありません』

「こちらこそ、あなたにはもっと働いていただきますよ」

『ハハハ──おっと、もうこんな時間か。これから人に会う約束があるので』

「お忙いそがしいですね」

『君ほどじゃありませんよ』

「それではまた」

『ええ。人類の未来のために』

「人類の未来のために」




「……月光商人よ、誰だれと話していたのだ？」

「同志──いや、クライアントだ」

「ああ、あの人間か。まったく、度し難がたいな」

「何がだ、ゼノン？」

「我ら悪魔を倒たおすとうそぶき、その裏でこうやって私を召喚する。お前たち人間はどちらの味方なのか、時々分からなくなる」

「いつでも人間の味方さ。お前たち悪魔は、目的を遂すい行こうするための手段に過ぎない」

「それは私も同じだ。上級悪魔であるこの私がお前の側そばにいるのは、作戦のためだ」

「こちらも得をし、そちらも得をする。まさにビジネスライクでいいじゃないか」

「その結果、お前は人間を滅ほろぼす手助けをする事になるのだぞ？」

「なに、こちらの計画が勝まされば、逆にお前が悪魔を滅ぼす手助けをする事になる。悪いが悪魔に主導権を握にぎられるほど、我々は脆ぜい弱じやくではない」

「フン──悪魔を前にして、堂々と言うか。このアクマめ」

「アクマか。前にも言われたよ」

「その割には、嬉うれしくなさそうな顔だな」

「アクマと呼ばれるにふさわしい人間は、別にいるからな」

「アバドンの使い手か」

「そうだ。花村月斗──クラスＸは、近いうちに潰つぶしておかねば」

「それは良い。こちらとしてもアバドンの抹まつ殺さつは願ってもない事だ」

「では次の商売の準備を始めようか」

「いいだろう月光商人よ。人間の欲よく深ぶかさ、もっと私に見せてみろ」

「そのための舞ぶ台たいは用意してくれたのだろう？」

「ああ。今回の騒そう動どうに紛まぎれて、学園の結界を内部から傷つけておいた。人間には見えない楔くさびを打ち込んだので、お前が言わない限りバレはしない」

「それはそれは」

「私がサインを出せば結界は破は壊かいされ──いつでも学園を襲しゆう撃げきできる」

「決行予定は？」

「一週間後だ。不服か？」

「いや、存分にやるといい」

「学園が滅びてもいいと言うのか？」

「いいや──滅ぼせるものなら、滅ぼしてみろ」

「その言葉、忘れぬぞ」





つづく　　　









　あとがき──俺ボブ物語







　俺の名はボブ。本名じゃないが。

　最近、俺の所に人が集まってくる。

　坊ぼう主ずの息子むすこと聞いて、悩なやみ相談に来るのだ。だから今回はあとがきのコーナーを借りて、生徒の悩みを聞いちゃうぜ。

「あなたがボブさんか？　オレの悩みを聞いてくれ！」

　おう、なんでも話してみな。この世は合あい縁えん奇き縁えん、袖そで擦すり合うも多生の縁えん、他クラスの俺に相談するのも何かの縁だ。どんな悩みでも聞いてやるぜ。

「実は最近、女性関係で悩んでて……」

　なんだ、好きな人でもいるのか？

「いや、五人の女性がオレの事を好きだって言うんだ。全員と付き合ってみたんだけど、どうにも一人に絞しぼれなくて……」

　んだとこの野や郎ろう……！

「やっぱりオレがクラスＳで成績優ゆう秀しゆうなイケメンだから悪いんだ。このままだと全員を傷つける事になってしまう。ボブさん、どうかオレに知ち恵えをくれないか？」

　贅ぜい沢たく言ってんじゃねぇよアホ！　五人と付き合ってるとか、もうそれ道徳の問題以前だぞ！　むしろ五人相手にできるお前がスゲェよ！

「な、なんだよ！　どんな悩みでも相談に乗ってくれるんじゃないのかよ！」

　うるせぇ！　こちとら女に縁のない生活を十六年も送ってんだよ！　お天てん道とう様さまに顔向けできない行動はしてないのに、なぜかシスコン野郎とセクハラ野郎の方が女子の人気が高いんだ！　不公平じゃねーのか！

「……君も苦労してるんだね」

　慰なぐさめんじゃねぇよ！　お前なんか地じ獄ごく行きだ！

「な、なんだよ！　人が親切で言ってるのに！」

　うっせぇ！　親切どころか傷が抉えぐられるわ！　閻えん魔まに舌抜ぬかれろ！

「んだと！　この野郎、ブッ殺してやる！」

　おー、上等だ！　かかってこい！　そのキザな顔面、変形するまでブン殴なぐってやる！

「言ったな！　その身長、半分に縮めてやるよ！　おらあぁぁぁっ！」

　うおおおおおおおっ！

　──で、その後どうなったかというと。

「聞いてくださいボブさん！　オレの顔面がボコボコになっても好きだって言ってくれる女の子がいたんです！　オレの優やさしさが好きなんだ、って言ってくれて──おかげで真実の愛に気づきました！　ありがとうボブさん！」

　どうだ、これが俺の力だ！　みんなも悩みがあったらいつでも言ってくれ！　どんな悩みでもパワーと説法で解決してみせるぜ！

　あと彼女も募ぼ集しゆう中ちゆうだ！

　もう一度言う、彼女も募集中なんだ！




　　　　＊




　チィーッス！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうだぁーっ！




　今回の「七星ナナセ降こう霊れい学園のアクマ」２巻、いかがだったでしょうか！

　斬きって殴って撃うって、死と隣となり合あわせの血まみれの学園生活！　読者のみんなも「ああ、こんな授業あったなぁ」とほのぼのしたんじゃないでしょうか！　俺も学生時代はよく撃ったりしたものです。銃じゆう声せいに叩たたき起おこされたりもしたなぁ。まぁ高校時代は弓きゆう道どう部で、実家の近くが自衛隊だったというオチなんですけどね。

　ほのぼの成分は夕ゆ仁にさんのイラストで補ほ充じゆうしてくれ！　あたたかみのあるイラスト、いつもどうもありがとうございます！




　ほいじゃ、また次巻！　おたのしみにーっ！

　……えーと、次もボブやるんですか？
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